第 1 部 
ンス テム 概要 


当 ] 音 


第 1 章 仕様 一 覧 


仕様 一 覧 


1.1 基本 仕様 


*EI の 項目 に つい て は , 機種 ご と に 細か な 差異 が ある . 


詳し く は 機種 別 仁 様 を 参照 の こと . 


マ 胡 公 ゲ 壮 
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1.2 機種 別 仕様 


画 PC9601 > 
マ 潜 間 久安 半 /7/- の の 7 ンー の 5 の 7 ル グ 


マ 胡 施 多 が 迷 //- の の の 7 ルプ グー の ー の 9 の 7 ルル の 


マ 計 邦 多大 / の -9 の の 7 カル め っ ー/ の - の 75 oge/ グ 


一 PC-9801FA 以 降 


@ デ スク トッ フ 型 
ヤマ 底 邦 丈 大 の 2- の 5 の 7 クー の - の 2 の 7 の グ 


マ 胡 邦 劉 が 送 7 の - の ググ 7 が 5 ク グー の - の 745 ル 9 の 


マ 旗 邦 多 ゲ の 誠 / の - の ググ 77 oge/ く ーー の の 27 ルク 7 の 


@ ノ ー ト 型 
プル //ZZ と 7 ラノ ツイ /4/ ノ イノ 2 ブル ルプ //// グ /////// 有 バカ 


@ き 注釈 
ラン ///< と ゴク の ラノ 


キーボー ド 仕 様 
マチ キー が 一 人 が 粗 
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第 1 章 仕様 一 臣 


1.3 外部 記憶 装置 


マダ 郊 大 窒 


マブ プン ラン ユラ ニット ム 


マ 演 次 


第 2 章 ブロ ッ ク ダ イア グラ ム 
だ - 2 ーー 
Z 早 

ブロ ッ ク ダ イア グラ ム 


2.1 PCI バ ス 採 用 機 


で PC-9821Xt, Xa, 人 人 T 
マブ ロッ クダ アア グラ スム (で / ル バス 上 婦 毅 
呈 


@PC-9821Xt13 
Y ブロ ッ ク ダ アア グラ ム 72 ンス 普 大 交 
m 


@PC-9821Xa12, Xa10. Xa9, Xa/ 
マブ ロッ クタ プア グラ スム (7/ ノ パス 茨 奄 胸 
避 
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2.2 C バ ス 機 


マブ ロッ クタ アア グラ スム ( の スズ 有 
呈 


= ーー デ . 
各 っ 草 
CPU 


3.| ウェ イト サイ クル 


ウェ イト は CPU や クロ ッ ク 数 の 違い に より , 挿入 する 命令 を 変更 し な けれ ば な ら 
な い . 486, Pentium CPU 搭載 機種 で は OUT 5Fh, AL が 使わ れる . その 他 の 機種 で 
は NOP, また は JMP $+12 が 使わ れる . 詳し く は , 「5.3 連続 アク セス の 制限 」 を 参 
照 す る こと . 

な お , PC-9801BA2 以 降 の 機種 に つい て は CPU の 高速 化 に より ウェ イト サイ クル を 
考慮 し て プロ グラ ミン グ す る 必要 は な い , 

CPU アク セス 時 に 挿入 され る ウェ イト サイ クル の 数 は 次 の 通り . 

( ) 内 は 全 ク ロッ ク 数 , 斜線 で 区 切ら れ た 数 値 は 特に 注 秋 が な い 限 り , ペー ジン 
グ メ モリ アク セス 方 式 に よる WAIT 差 で ある . 


@PC-9821AfT 
ヤマ ウェ アブ 人 ダグ アプ クル (7 の - の 274 カ 


@PC-9821Ne 
ヤマ ウ ェ ブ 人 ムダ ア クル (7 の - の 927e/ 


で PC-9821Ce 
ヤマ ウェブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 27 の / 


人 で PC-9801NS/R 
マヤ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 5 の 7 ルツ 


の PC-9801NX/C 
ママ ウェブ 人 た ダグ ア クル (の - の の 7 ルル の 


@PC-9801P 
ヤマ ウェ ブ 人 ムダ アプ クル (7 の - の の 7 の 
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人 @PC-9821Ap, As, Ae 
ヤマ ウェブ 人 ダグ プ クル (7 の - の 2 グ 74 め 4s 4 の 


で PC-9801BA, BX 
ヤヤ ウェブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 5 の 7Z4 


@PC-9801NA, NA/C 
ヤマ ウェ アグ アプ ク ル (7 の - の 77 ルル の 


で PC-962 1 
ヤマ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (7 の - の の グル 


で PC-9801US 
ヤマ ウェ ブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 9 の 7 
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の PC-9801NS/L 
マヤ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (の - の 5 の 7 ツリ 


の PC-9801NS/T 
ヤマ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 5 の 7 


で PC-9801FS 
ヤマ ウェ ブ 人 ムダ アク ル (7 の - の 9 の 7 が 


で PC-9801FX 
ヤマ ウェ アム ゲ ア クル (7 の -9 の の 7 ケ パ 


で PC-9801FA 
ヤマ ウェ ブ 人 ム ゲ ア ククル (7 の - の 9 の 7 
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@PC-9801NV, NL 
マ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 9 の 7 ルル ルリ 


で PC-9801NC 
ヤマ ウェ アム 人 ゲ ア プク クル (7 の - の 5 の 7 の 


人 @PC-9801NS/E 
マヤ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 5 の 7 ルツ の 


@PC-9801DS, CS 
マ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 9 の 7 が 7 の ツ 


で PC-9801DA 
ヤマ ウェ ブ 人 ゲ ア ククル (7 の - の 9 の 7 の 
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で PC-9801UF, UR 
ヤヤ ウェブ 人 人 ゲ アク ルル (7 の - の 5 の 7/ が , / ツ 


で PC-9801DX2 
ヤマ ウェ ブ 人 ムダ アプ クル (7C- の 9 の 7 ル グ 


@PC-98D0+ 
ヤマ ウェ アム 人 ゲ アブ クル (7 の - の の 7 のり 


で PC-96011, PC-98GS 
ヤマ ウェ アブ 人 グ ア プク レル (7 の - の 507/ / の - の 9 


@PC-9801NS 
ママ ウェブ 人 ゲ プ ク レル (の - の 2 の 7 
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で PC-9801ES, RS 
ヤヤ ウェブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 5 の 7 た S が ツ 


で PC-98RL, PC-9801RA21, 51 
(PC-9801RA21, 51 は ノー マル モー ド の み ) 
ヤマ ウェ ィ ブ 人 ゲ ブ ククル (7 の - の 9 の 7 太 //- の 2277427 2 ん 


の PC-9801RX,。 EX LX 
マ ウェブ 人 ゲ プ クル (- の の 7 ルイ / 


の PC-9801RA2, 5/LS 
ヤマ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (の - の 5974 ク 27 ツ 
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で PC-9801LV21, CV21, UV11, VM11,. LV22, N 


(PC-9801N は 10MHz の み ) 
ヤヤ ウェ ィ ブ 人 ゲ ブ クル (ZZ- の 9 の 7/ 展 / の の 7 / ル 77 77 / 必 クル 


@PC-98XL< 
マウ ェ ア 人 ムダ プク レル の の - の 2 人 ク 


@PC-9801UV21 
ヤマ ウェ アブ 人 ダグ アプ クル (7 の - の 9 の 7 娘 グ / 


@PC-96 人 AL 
ヤマ ウェブ 人 ゲ ア プク クル (7 の - の 7 


で PC-9801VM21, VX, UX 
ウェブ ムダ アク ルー- の 07M の 7 尼 / パ 
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で PC-9801U2, VF2, VMO, 2, 4,.UV2 
ヤマ ウェ アブ 人 ゲ ア クル (7 の - の 5 の 7 ルク クツ グ 


@PC-98XA 
ヤマ ウ ェ ブ 人 ムダ プク クル (7 の - の 9 ル 4/ 


価 PC-9801, E, F, M 
マ ウェ アム 人 ゲ ア プク クル (7 と の の 7 と た 人 
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3.2 CPU に 対す る 命令 


@80286/386/486/Pentium 搭 載 機種 (PC-9801RA21/51, DA, FA, 

PC-98XLZ, RL を 除く ) 

CPU と し て 80286/386/486/Pentium を 搭載 し て いる 機種 で は , 動作 モー ド お よ 
び ア ドレ スバ ス の 制御 の た め に , 以下 の 命令 が 使用 され る . た だ し , これ ら の 命令 
は PD70116CPU が 動作 し て いる 際 に は 実行 し て は な ら な い . また 実行 させ た どき 
の 動作 は 保証 され な い . 


の の の テー 人 変更 (20296〆/ / 疹 朋 計 


@PC-9801RA21, RA51, DA, FA, PC-98XLZ, RL 
これ ら の 機種 で は 上 記 機 種 と 同様 の 制御 も 可能 だ が , 強化 の た め に 00F6H ポ ー ト 
20 CPU リセ ッ ト 後 , 1 度 00F2H に I/0 コ マン ド を 発行 し た 後 , WAEN を 
0 に し て 00F6H に I/0 コ マン ド を 発行 する こと に より 100000H 以 上 の アド レス を ア 
クセ ス 可 能 に する こと が で きる . 


マ の 7 の の モー 人 変更 ( 計 太 竣 ん 克 


注意 : 今後 の 動作 の 継承 性 を 得る た め に , 当該 アプ リケーション が その マシ ン 軸 人 
で 動作 する 場合 以外 は , ICPU( 本 命令 」 は 実行 し て は な ら な い . 


第 4 章 メモ リマ ッ プ 


滞 4 音 


メモ リマ ッ プ 


4 1 ノー マル モー ド 


マヤ メソ マップ ノー マル テー だ 


4.2 ハイ レゾ モー ド 


ヤマ メソ マッ プ ノブ レジ ぞ ー だ 


4.9 99NOIE 


ヤマ メソ マッ プ の 9 の た 


ココ 
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4.4 機種 別 メ モリ 拡張 例 


亀 1MB 以 内 
マメ ん / 太 交 7 数 必 み 


マメ モモ / 誠 例 7/ め 必 必 巡 メ ノー バム 一 覧 


@1MB 以 上 
を コル ルイ /: 壮 /// ツ クダ ョ 


@9821Af 以 降 


マメ モク 導 開 7 め 以 た 7 の の グ 74 克 治 


マメ モ / 廊 其 7 旭 以 た 妹 応 メモ ノー ム 一 息 
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系 う 草 


|/0 ボ ー ト 


5.1 ノー マル モー ド 


@PC-9801, E, F, M 
マル の ボー た /- の 9 の 7 と た ンー マル モー 


で PC-9601U, VF, VMWO, VM2, VM4, UV2 
マル の が 一 た / と -9 の 9 の 7/ げ 迷 の WW 尼 2 人 2 ク グ (ンー マル ぞ ー// 


@ 前 記 以 外 
マ / の が ーー た / 克 - の 2 の 7 の 7 必 克 / シ ンー マ ル テ デー バ /) 
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5.2 ハイ レゾ モー ド 


マル の が ーー トム の アレ ン モ テーパ 


5.3 連続 アク セス の 制限 


CPU か ら 周 辺 LSI に 対し て 連続 し た アク セス (OUT, IN 命令 の 実行 ) を 行う と き , 周 
辺 LST の 正常 な 動作 を 保証 する た め に は , 周辺 LSI の 動作 が 完了 し て か ら 後 続 の 1 /0 
仙 令 を 実行 させ る 必要 が ある . し た が っ て , 実際 に プロ グラ ム を 作成 する 際 に は 
最初 の 1/0 命 令 の 直後 に 486, Pentium CPU 搭載 機種 で は , OUT5Fh, AL を , それ 以 
外 の 機種 で ご は NOP ま た は JMP 命 令 等 を 挿入 し , 周辺 LSI の リカ バリ ー に 必要 な ク ロッ 
ク 数 を 確保 し な けれ ば な ら な い . 

CPU の 識別 等 に つい て は , 第 1 部 第 10 章 「 シ ステ ム 共 通 域 情報 」 を 参照 する こ 
ei 


注意 : ここ に 示し た の は 単に リー ドン ライ ト の 際 に 周辺 LSI が 予期 し な い 動 作 侍 - 
る の を 防ぐ た め の 待 ち 時 間 で あり , 正しい 結果 を 返す の に 必要 な 時 間 で は な 
い . それ ら の 時 間 は 周 LSI の 仕様 に 含ま れる た め , 各 LSI の マニ ュ ア ル を 参照 
9 
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@PC-9821X シ リー ズ , B シ リー ズ (BX, BA を 除く ) , 
PC-9821Lt2., 
Ne3, Nd2, Ne2, Ld2, Np, Ns, Nd, NT, Es, Ld, Lt, PC-9821Na 7/, Nx, PC- 
9801Ts, NS/A, NL/R, NL/A[OUT5Fh, AL] 連 続 ラ イト 回 数 


マグ カバ パグ タ アプ ム 一 覧 の 9 の 2 クル シグ ー ズ | アシ グー ズ (の 久 を 欠く , 族 


- の 9 の 6277 7 グル e2 ル グ ル e ク ググ 人 5 7 5 / の 7 た (の 5 グ 772/ ル ん, ア 
と の 9 の 7/7s ん 4 パグ 4 


@PC-9821Cx2, Cb2, Cf, Cx, Cb[OUT5Fh, AL] 連続 ラ イト 回 数 
マグ カバ パグ タ プス 一 息 の C- の の 7 み グ ク の ク 多め 


@PC-9821Nm[OUT5Fh, AL] 連 続 ラ イト 回 数 
マグ カ バク タ ア スム 一 覧 の の -9227 


@PC-9821A シ リー ズ , Cs2, Ce2, [OUT5Fh, AL] 連 続 ラ イト 回 数 
マグ カ バ クタ ア スム 一 覧 の の -922/4 シ グー ズ 「 の 2 の 62 
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@PC-9821Ne[OUT5Fh, AL] 連 続 ラ イト 回 数 
マグ カ パ ソ タ アム 一 覧 7 の -9227 ル の 


@PC-9801NA, NS/R, NX/C, PL[OUT5Fh, AL] 連続 ライ ト 回 数 
ヤグ カバ イグ タプ ム 一 息 の /- の 97 人 7 人 を め 


で PC-9821Ap, As, Ae, Ce[OUT5Fh, AL] 連続 ライ ト 回 数 
マヤ ソ / カ バイ ソノ タプ スム 一 息 (7/- の グ 74 め 4s 4e の 


@PC-9801BA, BX[out5Fh, AL] 連 続 ラ イト 回 数 
マク カ パグ タプ スム 一 覧 の の 9 の 074 


@PC-9821modelS1, S2[JMP$+2] 挿入 数 
ヤグ カバ パグ タプ スム 一 息 7 の - の 27 oe/ 57 6 の 
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@PC-9801FA[OUT 5Fh, AL] 連続 ラ イト 回 数 
ヤグ カ パグ タプ スム 一 息 7 の /- の 9 の 7 た 


@PC-9801FX[JMP$+2] 挿 入 数 
マク カク タ ア スム 一 覧 の 2-98 の 7/ パ 


@PC-9801FS[JMP$+2] 挿入 数 
ヤマ グ カ リグ タプ ム 一 息 7 の /- の 9 の がめ ツ 


@PC-9801US[JMP$+2] 挿入 数 
ヤグ カバ パグ タ プス 一 息 (7 の - の 9 の 7 


@386 (SX) CPU [JMP$+2] 挿入 数 
(PC-9801FS,。 FX, US, PC-9821mode1S1, S2 を 除く ) 
マソ / カ パソ タプ スム 一 息 3296 次 胡 痛 ( 砂 送 冶 カ 恋 く て 
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@80286CPU[JMP$+2] 挿 入 数 
マク カバ パソ タプ アム 一 覧 (90296 疹 朋 弟 


@⑯8086 CPU [NOP] 挿 入 数 
マク カノ タ アム 一 和 覧 9786 共 辻 殴 


@/70116 CPU [NOP] 挿入 数 
マ ソノ カバ パソ タプ アム 一 虫 (の 777 7 の 次 大 交 


@⑯70116H CPU [NOP] 挿 入 数 (PC-9801NV, UF, UR) 
マク カバ パソ タプ アム 一 暇 (/Z/ の 7 の 77 朋 芝 の の - の 9 の 7 ルル 7 の 


@70116H CPU [JMP$+2] 挿 入 数 (PC-9801NL) 
マク カバ クタ アム 一 起 (の 77779 座 朋 導 の の -98 の 7 が 
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人 @/PD70136A 


PC-98D0「 で は , 周辺 LSI へ の 連続 アク セス を 正常 に 実行 させ る た め に , ハー ド 
ウェ ア で リカ バリ タイ ム を 保証 する 動作 を 行う . 

(ソフ トウ ェ ア は , 意識 せ ず に 1/0 サ イク ル を 実行 で きる ) 

下記 に , バード ウェ ア が 挿入 する ウェ イト 時 間 ( 単 位 :nsec) を 表わす . 


ヤグ カ パソ タプ スム 一 息 の の 7224 座 愛育 (7 の - の 7 の ソリ 
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第 6 章 スイ ッ チ 
た 6 ーー 
順 0 早 
スイ ッ チ 


6.1 クロ ッ ク ・ モ ー ド 
切り 替え スイ ッ チ 


田 ク ロッ ク 切 り 替 え ス イッ チ 


PC-9821X シ リー ズ , PC-9801BX4, BX3, BX2, BA2, BA, BS2, PC-9821Cx2, Cx, Cb2,C 
b, Cf, Cs2, Ce, Ce2, Ap3, As3, An, Ap2, As2, Bf, Bp, Bs, Ts で は ソフ トウ ェ ア デ ィ ッ 
プス イッ チ に より 動作 モー ド の 設定 を 行う . 

PC-9821Ap, As, Ae, Af, PC-9801US, FX, FS, FA, CS, DA, DS, DX で は 本 体 前 面 の スラ 
イド スイ ッ チ に より , クロ ッ ク お よび PD70116 相 当 動作 モー ド の 切り 奉 え を 行う 


98NOTE は 98NOTE メ ニュ ー の 中 で クロ ッ ク お よび PD70 116 相 当 動 作 モ ー ド の 急 
り 共 え を 行う . 

その 他 の 機種 は クロ ッ ク の 切り 夫 え を スラ イド スイ ッ チ に より 行い , CPU の 切 
り 礁 え は ディ ッ プ スイ ッ チ に よっ て 行う . 


マ の の / ぞ デー バン クワ ロッ ク 急 グ 攻 そえ スプ ブッ テ ー 息 
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田 モ ー ド 切り 替え スイ ッ チ 


@PC-98XL ン XLZ ン RL 


レー ルー 


ノー マル モー ド 時 の CPU は , ディ ッ プ スイ ッ チ SW3-8 の 設定 に より 選択 され る . 


@PC-9821A シ リー ズ 
オプ ショ ン の 98 ハ イレ ゾ ボード (PC-9821A-E02) を 増設 し た と き に , ハイ レゾ 
リュ ーション モー ド と ノー マル モー ド を 切り 替え る こと が で きる . 
PC-9821An, Ap2, As52 で は シス テム セッ ト ア ッ プ メニ ュー で 切り 共 え る . 
PC-9821Af, Ap, As, Ae で は 本 体 前 面 の ハー ドウ ェ ア ・ ス イッ チ で 切り 奉 え る . 


ッ リー マ ル モー ド 〔 出 育 時 ) 


H 上 イ レゾ モー ド 
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6.2 シス テム セッ ト ア ッ プ メニ ュー 


PC-980 1DA 以降 の 機種 に つい て は ソフ トウ ェ ア に よる シス テム セッ ト ア ッ プ ヌメ 
ニュ ー が 採用 され て いる . 
メニ ュー の 起動 方 法 は , 以下 の 2 通り で ある . 


・| HELP キー を 押し な が ら 電 源 を ON する . 
・| HELP キー を 押し な が ら リ セッ ト す る . 


また シス テム セッ ト ア デップ メニ ュー に 変わ る も の と し て , 98NOTE シ リー ズ で は 
98NOTE メ ニュ ー が , 98PEN シリ リーズ で は 98 ベ ペン メニ ュー が それ ぞ れ 用 意 さ れ て い 
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98NOTE メ ニュ ー の 立ち 上 げ 方 は 以下 の 4 通り で ある . 


・| HELP キー を 押し な が ら 電 源 を ON する (本 体 の 電源 を OFF に し て いる 場 
合 ) . 

・| HELP キー を 押し な が ら リ セッ ト す る (本 体 の 電源 を ON に し て いる 場合 ) . 
CTRL キー と GRPH キー を 押し な が ら HELP キー を 押す 


(アプ リケーション ソフ ト を 起動 し て いる 場合 ) . 


注意 : PC-9821Ne 3, Nd2 で は 従来 の 立ち 上 げ 方 法 は サポート 停 止 .DOS コ マン ド , D 
シェ ル 。 Window s ア イコ ン か ら 98NOTE メ ニュー を 起動 可能 な ユー ティ リティ 
を 提供 . 
98 ペ ベン メニ ュー の 立ち 上 げ 方 は 以下 の 通り で ある . 
・ ホ ッ ト キ ー の 「 メ ニュ ー 呼 び 出 し キー」( 一 番 上 ) を 押し な が ら 電 源 を いれ る . 
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・ ホ ッ ト キ ー の 「 メ ニュ ー 呼 び 出 し キー」 (一 番 上 ) を 押し な が ら リ セッ ト す る . 
・ ホ ッ ト キ ー の 「 メ 9 し (一 番 上 ) を 押す (P80/P で は 未 サ ボー 
ト ). た だ し , レジ ュー ム 機 能 を 設定 し て いる 場合 の み . 


シス テム セッ ト ア ッ プ メニ ュー で 設定 で きる 項目 は 機種 に よっ て 違い が ある が 
以下 に PC-9821An の 場合 を 例 に と り 説 明 す る . 


画 動 作 環境 の 設定 


@16MB シ ステ ム 空 間 
・ 切 り 離 す ン 使用 する (デフ ォ ル ト 信 ) 

メモ リア ドレ ス F00000H^FFFFFFH の 空間 を 使用 する ソフ トウ ェ ア , オプ ショ ン 
ボー ド を 取り つけ た 場合 は 「 使 用 する 」 に 設定 する . また , Windows3. 1 を 使用 す 
る 場合 に は 「 使 用 する 」 に 設定 する . 


@ け サウ ンド 
・ 使 用 し な い ノ BIOS を 切り 離す ノ 使 用 する 
内 蔵 の サウ ンド 機能 を 使用 する か どう か を 設定 する . 

使用 し な い 」 に 設定 し た 場合 は , 割り 込み レベ ル INT5 が オプ ショ ン ボ ー ド で 更 
用 可能 に な る . 「BIOS を 切り 離す 」 に 設定 し た 場合 は , サウ ンド BI10S を 使用 せ ず 
に サウ ンド 機能 を 使用 する . この 場合 EMS の ペー ジフ レー ム ア ド レス を CO0000H~ 
CFFFFH に 設定 する こと に より , サウ ンド 機能 と EMS を 同時 に 使用 する こ と が で き 
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サウ ンド 割り 込み チャ ネル 
・INT0 プ INT1/INT41/INT5 
サウ ンド 機能 の 割り 込み を 設定 する . 


マイ クボ リュ ー ム 
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マイ ク の 入力 レベ ル を 設定 する . 15 有 段階 で 設定 で き , 通常 は 中 央 の 位置 “" で 
使用 する . 


@$ マ イク スル ー 出 力 

・ し な いす る 

マイ ク か ら 入 力 さ れ た 音声 を 内 蔵 ス ピー カー や オー ディ オ 出 力 端子 へ 出力 する か 
どう か を 設定 する . 「 し な い 」 に 設定 し て も PCM 録 音 は 可能 . 


@@ ん LC 機能 


・ 使 用 し な い ノ 使用 する 

オー トマ チッ クレ ベル コン トロ ー ル の 略 で , マイ クボ リュ ー ム を 自動 的 に 調整 す 
る 機能 で ある . 本 機能 を 使用 する と , 周囲 の 雑音 の よう な 小さ い 音 で も , より 大 き 
な 音 と し て マイ ク か ら の 取り 込み が 可能 . 


@ROM BASIC 


・ 使 用 し な い ン 使用 する 
本 体内 蔵 の Nss-BASIC(86) を 使用 する か どう か を 設定 する . 


田 デ ィ ッ プス イッ チ 1<3 の 設定 


6.3 ディ ッ プ スネ スイッチ 」 参 昌 


田 省 電力 の 設定 


@ 内 蔵 固 定 デ ィ ス ク の 制御 

・ 設 定 する (15 分 ) 設定 し な い 

内 蔵 固定 ディ スク の モー タ 制 御 を 設定 する . 

固定 ディ スク を アク セス し な く な っ て か ら 回 転 を 停止 する まで の 時 間 , お よび 本 
転 を 停止 させ る か どう か が 設定 可能 . 
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設定 時 間 は 変更 が 可能 . 
田 入 出力 デバ イス の 設定 


@CRT 走 査 方 式 の 設定 

・ イ ンタ レー スグ ノン イン タダ タ レー ス 

ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ 機 能 使用 時 の CRT デ ィ ス プレ イ の 走査 方 式 を 設定 す 
と 


@ ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ の 設定 


・F00/F20/F40/F60 
ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タタ 機能 の 使用 する メモ リ 空 間 を 設定 する . 
FOO …… メモ リ の F00000H-FOFFFFH 
F20 …… メモ リ の F20000H-F2FFFFH 
F40 …… メモ リ の F40000H-F4FFFFH 
F60 …… メモ リ の F60000H-F6FFFFH 


ディ スク 接続 ユニ ッ ト 
・ 使 用 し な い ン 使用 する 

固定 ディ スク ドラ イブ 接続 ユニ ッ ト (PC-980 1FA-03) で , PC-9801RA-34/35/ 
35L, PC-9801DA-35 を 取り つけ る 場合 , 「 使 用 する 」 に 設定 する . 


@ 回 線 ア ダブ タ 
・ 使 用 し な い ノ 使用 する 

ハイ レゾ モー ド で 使用 し て いる 場合 に 通信 制御 アダ プ タ (PC-9866L) また は 
(PC-9801-59) を 使用 する 場合 に 使用 する に 設定 する . この 場合 内 蔵 固定 ディ スク 
イン ター フェ イス の ROM ア ドレス 空間 が , E6000H^E7FFFH お よび EA000H^EBFFFH 
に 変わ る . 
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@H/N 切 り 替 え 
…2N ポ レジ グリュー デーン 2 ョ の モー ド / ノー イマ ルモード 
98 ハ イレ ゾ ボ ー ド を 実装 し, ハイ レゾ モー ド で 使用 する 際 に は 「 ハ イレ ゾ リ ュー 
ショ ン モ ー ド 」 に 設定 する . 


な お , 他 の 機種 で シス テム セッ ト ア ッ プ メニ ュー で 設定 で きる 項目 に は 以下 の よ 
うな も の が ある . 


@ 内 蔵 固定 ディ スク 
・ 切 り 離 す ノ 使用 する 


@SCSI ROM 
・ 使 用 し な い ン 使用 する 


WSCSI DMA 
・ チ ャ ネル HH0 プ チャ ネル #3 


@SCS| 割り 込み レベ ル 
・0 ブ 1 ン 2 


@ ス ピー カー ボリ ュー ム 


・ 大 / 中 小 ン OFfF 
スピ ー カ ー の 出力 レベ ル を 設定 する . 3 段階 で 設定 で きる . 
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6.3 ディ ッ プ スイ ッ チ 


機種 に よっ て は ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ に より 設定 を 行う も の が ある , 

ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 方 法 は , 各 機 種 内 蔵 の メニ ュー か ら 設 定 
の の 山 0 に の て の 。 

2Nー ド レア デイ ッ ン シス イツ ッ チ で で きる 設定 は ツノ フト ツウ ョ ア ・ デ ィ ッ クス イッ 
ナチ で は 設定 で き な い . 


で マン 


マデ アァ ッ プ スマ アッ テ 


@PC-9801US 

上 記 機 種 で ご は ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ 3 つ , ハー ドウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス 
イッ チ 1 つ の 構成 と な っ て いる . 

パー ドウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ で 可能 な 設定 は 以下 の 通り で ある . 


マル ///-6 //- の 9 の 7 
また , ソウ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ に お いて 以下 の 拡張 が な され て いる . 


マツ ///-5 女 区 落 少 /6-99 の 7 


3 り 
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人 @PC-9821 

上 記 機 種 で は すべ て の 項目 を ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イ ッ チ で 設定 する よ うに 
な っ て いる . 

また , ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ に お いて 以下 の 抜 張 が な され で いる. 


マン ///- 大 残 逆 少 //- の 22/ 


で WPC-9801FA, FS, FX 

上 記 機 種 で は ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ 3 つ , ハー ドウ エア ・ デ ィ ッ プス 
イッ チ 1 つ の 構成 と な っ て いる . 

ハー ドウ エア ・ デ ィ ッ プス イッ チ で 可能 な 設定 は 以下 の 通り で ある . 


マル ///-57 /- の 20774 / パイ 


@ び PC-9801DX, UF, UR, DA, DS, GS 

上 記 機 種 で は ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ 3 つ , ハー ドウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス 
イッ チ 1 つ の 構成 と な っ て いる . 

ソフ トウ ェ ア ・ デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 方 法 は , 各 機種 内 蔵 の メニ ュー か ら 設 定 
する よう に な っ て いる . メニ ュー の 起動 方 法 は , 以下 の 2 通り で ある . 


・| HELP キー を 押し な が ら 電 源 を いれ る . 
HELP キー を 押し な が ら リ セッ ト す る . 
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衝 人 EE ジン トド トウェア ディッ ンス イッ チ 
は 設定 で き な い . 
MRNE 0 拓 


マル 79 放 - の の 7 ル 名 信人 ②@ 


人 @PC-9801N 


PC-9801N は ハー ドウ ェ ア デ ィ ッ プス イッ チ で 設定 する . 
マル ///-% ツー- の 9 の 7 ル 


マル ///-6 - の 97 厚 ー だ が 


で PC-9801, 上 , F1, F2, F3, M2, MS 
マル 57 放 - の 07 と 7/ ク クウ 必 め 


ャ の 27 の 属 物 人 昌 と の //- 肢 辺 の 局 克 認 
員 
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@W ハ イレ ゾ モ ー ド 
ハイ レゾ モー ド 時 に 有効 と な る ディ ッ プ スイ ッ チ は , SW1-4, 1-5, 1-6 お よび SW 


2-5, SW3-3(SW3-3 は PC- 98RL の み ) だ け で あり , それ 以外 の スイ ッ チ は ノー マル 
モー ド で の み 意 味 を も つつ. 


@PC-9801XA model 1 2 3 11, 21. 31 
マル ///-9 /- の の 26/ カク ラグ 27 9/ 


マル ///-57 - の 4 属 凛 デー が 


マル の //-6 /- の 4 女 輝 メデ ノ ソ ゲ アズ 
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学 / 音 


計り 込み ベク タ 


7.1 ベク ター 覧 


誠 グ みみ ペク ター 監 


第 8 章 ブー トス トラ ッ プ 


学 8 音 


ブー トス トラ ッ プ 


8.1 レコ ー ド 形式 


マブ ー ム スム ラッ フン の コーム ん 須 贅 
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筐 0 音 
早 
タイ ム ス タ ン パ 


タイ ム ス タ ン パ は , 待ち 時 間 制 御 に 使用 する ダミ ー ル ー プ お よび 1I/0 リ カバ リタ 
イミ ング の 保証 に 使用 する . 
タイ ム ス タ ン パ は , ARTIC(A Relative Time Indication Count er) と 2 つの 
1/0 ポ ー ト か ら 構 成 さ れる . ARTIC は , 3.26S で 順次 イン クリ メン ト す る 24 ビット 
・ バ イナ リ ・ ア ッ プ ・ カ ウン タダ で Read Only (初期 値 の 設定 は で き な い ) で ある . 
ARTTC は CPU クロ ッ ク に 依存 し な い 307. 2KHz の クロ ッ ク を 使用 し て いる た め 
CPU クロ ッ ク の 違う シス テム に お いて も 互換 性 が 保証 され る . 


TID 


上 高 分 本 能 ARTIC ポ ボート 


15 


低 分 主 能 妨 TIC ポ ボー ト 1 ロア ッ セ ス 


吉 分 前 能 ARTEG ボ ー ト : 
ウロ ッ ピ クター. 政 Hz』 時 EARTEC ポ ー ・ 
TEE の 上 信 11 ビ ッ ト 埋 読み 出す ボー ト 


2 つの 1/0 ボ ー ト は , 設定 する 時 間 に よ っ て 使い 分 ける 
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高 分 解 能 』RTIE ポー ト | 3.26gs| 213.6ms |UO5EH( ロ ー ド ) 
低 分解 能 』RTIC ポー ト |833.Bs| 54.Bs |HU5EH( ロ ー ド ) 


(\1 ) 最上 位 ビ ピット 中 変化 する 周期 


りり) リー ライ 占 


2 初期 仁 入力 
Ri 初期 値 か ら の 増分 


RETLRM 


Ma 目的 の デカ ロン ト 増 加 


dglaw 三 て リカ リー タイ あう (RTIDO の 定 酔 能 
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9.1 タイ ム ス タ ン パ サポ ー ト 機種 の 
識別 


了 凶 皿 還 選 所 還 
II ・ 5BH 


1: ポイ スン ィ サポ ボート 
lk イ スン 末 サ ポー ト 


注意 :PC-H98 シ リー ズ は 全 機 種 タ イム スタ ン パ を サポ ー ト し て お り , この ビッ ト 
に よっ て 議 別 で き な い . 
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9.2 サン プル プロ グラ ム 


リグ 


の た 。 o っ 6 


7 / の 7 た 6 


と 5A7////= 寺 の 項 27// 才 ん ガリ / 訂 不 記 //777///// 凍 べ 衣 //77/////// 
の //c 7// 人 6274 7 
// め //c 7// く 74 / 


// め //c / の 9 


// の //cZ // の 2 75 e/ の 


/C の 9 / ぶ - 


//776 S727 の 6/ ルル 6-2/ s/ の /O/7//7@ 


/ //776/72C@ 


- の バー ニン の //7776/ 
77 の 776 


/Z/////4 
の 7 の / た 
/6 ヶ / ゞ 7@/ ゞ 
47/// 7 6 の // 
7/// / の 2/// 
//?/4/ め の / の の 
//5/ 
7 の /7 ん 7// 
//s/ 
7/776_ /20 り /- 
の / 
// 
/77 
7 ワレ 
7/776_/20/ グ - 
/7 
S/ ひ 


7 の 7 /se の 


の 22c/ 
の 22e/ 
7762/ 
S/ 

2 ル 

/r 


S/, S/ 


2 47///Z 
ん 2 


2 47/// 7 
2 ん 
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/C/@g2/ の /@ レ / の OS 2 の 7///O 


の /@ レ / の の S 
メ // / の の の 


// 


7 の 
/ ひ 
7/2】// 


の 7 の 
// 


7/776 / の 6 グ er/ た . 


//// ペ リリ /2 衝 // 
/// ペ リル //2 衝 4 


7/776 / の の の 7 /. 


// 


7/776 /29/ グ / 


の /6@ レ / の の /S 
/7 /29/. 


// 


の の の 
の の の 
の の の 
/@ た 7 
@77 の の 
『/ ダ グ ク 
//s/ 
//S7 
//s/ 


メ O/ 


/7 
7//2】/4 
7// 
S/ の 
の 7 の 
ノ / の 
7//2】 ん 4 


の 7 の 


第 9 章 タイ ム ス タ ン パ 
2Y S/ // C///@7 た 297/7/ の /7 ぐ 
7/776_/20/ グ er/7 / 77e/7 @ 
S/, 2 //@S67 //@ レ / の /S 207/7// の 
2 の C え 


7/776_/20/ ク 


2 ル 6 
2 
S/ 


7762/ 

S/ 

2Y 

ん 

S/, S/ /C/@g/ の /@ レ / の /S 207/// の 


2 4//// / 
r 2 


2 477//Z / 

2 ん 

2 S/ // C///@77 2 の 7/7/ の 77 ぐ 
7/776_/29/ グ 2 er/ た / / 77@/7 er 


S/, 2 //@S67 //@ レ / の /S 2 の 7/// の 


レク 0 6 
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/ ひ 


7/776 /20/ グ er/ た / 


/// や メリ //2 衝 4 
/C の 9 / ぐ の - 


と の た 


///A】 


の の の 
の の の 
の の の 
/@ た 
677 の の 


且 //// 


7/776_/ の 9/ グ / 
/r 


2 
S/ 
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第 9 章 タイ ム ス タ ン パ 

注意 : タイ ム ス タ ン パ は , フリ ー ラ ン の カウ ンタ で ある た め に , 最大 値 FFFFFF め 

0 の みみ の SOW00⑳000 外 の タウ ウ が ラル ンド 学 人 の 
実際 の プロ グラ ム で は ラッ パラ ウン ド を 考慮 する 必要 が ある . 
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た ー ニ エー デ . 
第 10 草 
ンス テム 共通 域 情 報 


10.1 情報 参照 方 法 


0000 :0400H^0000 :05FFH に , 「 シ ステ ム 共 通 域 」 と いう メモ リエ リア が 設定 さ 
れ て いる . シス テム 共通 域 に は 。 アー キテ クチ ャ 情報 , CPU/ ク ロッ ク 識 別 情報 
CRT モ ー ド 識別 情報 , シス テム クロ ッ ク 識 別 情報 な ど が 格納 され て いる . 


シス テム 共通 域 の 参照 に つい て は 以下 の 点 に 注意 する こと . 

・ ソ フト ウェ ア か ら 参 照 の み 行い , 情報 の 更新 は 行わ な いこ と . 

・ 公 開 さ れ て いな い エ リア は リザ ー ブ エ リア で ある の で , 使用 し な いこ と . 
・ 必 ず ビ ッ ト 参 照 す る こと . 指定 ビッ ト 以外 は 不定 で ある . 


以下 に CPU/ ク ロッ ク 議 別 の た め の 参 照 手順 を 示す . この 図 の 手順 に し た が っ て 識 
別 す る こと . 


の クワ ロッ ク の 半 多 女 夏 フ ワー 
呈 
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一 アー キテ クチ ャ ー 識 別 


呈 。 貴明 国選 明 町 


III HH58H 


li FE-98H1 テ ニッ ロー ズ (EE 電 除く ) 
1 : MESH (Mew Extendgd Standard 首 Fchitgcturg 
(FE-HH8E ッ コーズ 9-HH9Gey ロ ー ズ ダラ 


時 呈 呈 中 中 叩 中 m 
IUHH i Il]1H 


IFE-81。 

ll : 一 一 一 

10 : PE-80H1。 次 。 HB。 LTEU 証 
11 : 民 。 LT 


pg mm pm 遇 De 遇 MD 
II ・ 5DH 
l・ 生還 他 


1 : 扱 引 ヴ ラコ ィ ッ クア ー キ テク キャー 
'PE-891 地 上 捧 用 し た , EE 色 表 示 構 能 赤 持 つ 村 種 


呈 。 貴明 本 叫 明 町 


III HH58H 


1 : マル キメ ディ アデ アー キテ エタ ウキ ャ ー (PE- 葉 ) 
Il 記 呈 他 
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田 CPU ク ロッ ク 識 別 


呈 。 中 H 明 胃 明 明 町 


II : HH 
1 ・ FE 由 185 填 
・ 年 本 他 
mr  m 呈 mm D4 呈 DE D1 MM 
II ・ 5HH 
1: 38BSL 8 
Il・ 生還 他 
1 : 4BBSR KPE-HHE ッ アリ ローズ 皿 再 う 
Il・ 生還] 他 
mr  mE 呈 H 呈 De hDl mu 
II : 5 衣 
IIHH1H THBESR 一 MHz 
II ・ HBSK 一 15MHz 
上 記 以 針 ロ ザー ゴブ 
Dr  mE hm D 呈 呈 DE D1 MM 
II ・ EEH 


1 : 4BBSR TPE-HHE ッ アリ ローズ 皿 再 う 
Il・ 生還 他 


50 


第 10 章 シス テム 共通 域 情報 


HE HMSHH 


品 : 8 症 。 選 FU11BTHLI。 
82HEIPE- BRTDga】。 
避 FEH13Ea。 選 FDig1E 

1 ig8B 

11 1 BE」48BE。Pgnt ium 


中 計 人 IETEII 


1 ・ BES 計 

Il・ 子 西 他 

Hi 38B-1HZ12 71BMHz 
1 ・ 88E- 串 間 = 

111 : 世 可 他 


HE II]H 


1・ 玉 FE11BTHLi。 玉 FD13B 店 。 玉 FE72 1B 
Il・ 世相 他 

メス テニ ジロ ッ ョ ツウ 

Hr5 ゲ 1IMHz 某 

1 : glHz 池 
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画 本 体 起動 時 の CRT モ ー ド 識別 


呈 。 晶 昌明 時 明 胃 町 


00 : 050Tl 較 較 較 団 凍 本 
・ メー マル モー ド 


(PE-999 1 エッ ローズ 舎 む ! 

1: コ イル ピロ ュー ジョー モード 
(オオ ゴル ショ ンーO8 バ イル レビ ピ ポ ー ド 音素 苦し 
イレ リロ ュ ー ジ ジョ ー モ ー ド 起 還 時 


・ ノ ー マ ル モー ド (640 ※400) 時 
0:501h D3 "0" で ノー マル モー ド で ある こと を チェ ッ ク 後 に 参照 


呈 。 中 昌明 国選 胃 町 


UO06 0540N LLLLLLL TI 
1 naKHz 


11 1.Hz 


・ ハ イレ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド (1120 X750) 時 
0:501h b3 "1”? で ハイ レゾ リュ ーション モー ド で ある こと を チェ ッ ク 後 に 参照 


中 果 昌明 国選 胃 町 


ロイ ンダ ター レス (22.8HRHz! 


1 マン イン ター レス (50.0EHz! 
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一 0UT 5Fh, AL サポ ー ト 機種 識別 ビット 


1 : nlT 5h. 中 廿 ポ ボー ト 構 竹 


nl: lT 5Fh, 串 末 サ ポ ボート 村 種 


注意 : 指定 され た ビッ ト 以 外 の ビッ ト は 不定 と な る . 
本 ビッ ト は 現行 機 (NESA 未 対応 機 ) で OUT 5Fh, AL サボ ー ト 機種 の み 「1」 と 


AE 
OUT 5Fh, AL の 使用 に あたっ て は , OUT 5Fh, AL サポ ー ト 機種 か どう か の 判 
別 を 行う こと . 


OUT 5Fh, AL:1/0 リ カバ リー タイ ム 確 保 の た め の ダ ミー ライ ト 


田 タ イム スタ ン バ パサ ポー ト 機 種 識別 ビ ピット 


HI HH5EH 


1 タイス ダー 廿 ポ ボート 様 種 
it ポイ ポン 示 サ ポー ト 様 種 


注意 : 指定 され た ビッ ト 以 外 の ビッ ト は 不定 と な る . 
本 ビッ ト は 現行 機 (NESA 未 対応 機 ) で タイ ム ス タ ン パ サボ ー ト 機種 の み 「1」 
02 
タイ ム ス タ ン パ : CPU に 依存 し な い I/0 リ カバ リー タイ ム 確 保 の た め の ダ ミー 
ライ ト 
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弄 シ ステ ムク ロッ ク 識 別 ビ ピッ ト 


UL LLLLL1ITII 
1 : MHz 系 


5〆1mMHz 江 


一 RAM ド ライ ブサ ポー ト 識 別 ビ ピッ ト 
呈 。 叩  H 時 明 明 町 


1: RM ドラ イ ゴ サ ポポ 一 上 稚 種 


Il・ 世 本 他 


FD モ ー タ 0N/OFF 制 御 サ ボー ト 識 別 ビ ピッ ト 


呈 。 中  H 明 時 取 胃 町 


UO00 046IN LLLLLLLLI 
内 蔵 1NE FDD モ エー タダ nN/ ロ FF 制 衛 


Il: 言 し 
1 : 箇 四 
中) 同 基 FED イ ンダ ター フェ イス 1MEZ 1 NB 
モー ド 時 本 貞 有 郊 . 
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田 フ ル セ ン トロ イン ター フェ イス サポ ー ト 識別 ビ ピット 


呈 。 昌明 本 明 明 町 


HE HMSHH 


5 本 だ 国生 守 間 

Il: 利 用 で 寺 坪 いい 

1: 利 用 で 寺 きる 

現在 の ゴリ ロン タイ ンダ ター フェ イス 
商品 セッ トロ 

1: コル セ ン トロ 


田 シ リア ルイ ンタ ー フ ェ イ ス の 高速 対応 識別 ビット 


呈 。 昌明 時 曳 明 町 


ロ 1 ロ HHhps 非 対応 * り 


1119 だ HHh 対 応 
呈 。 中 昌明 時 曳 明 町 


ロロ 115 HHhPs 非 対応 
(ば) 


1:115 2nnbps 対 応 
(*YFBEBHIHH か ら 続 く 2 イト 起 BBHJ21H で ある こと 
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第 2 部 
ハー ドウ ェ ア 


第 1 草 割り 込み コン トロ ー ラ 


た た - 


第 | 草 


吉 り 込み コン トロ ー ラ 


1.1 仕 様 


使用 LSI の ie 8259AC 相 当 ※2 
守り 込み レベ ル  … 15 種 


加 割り込み レベ ル と ベク タ 番 号 


マ /72 講 ク みみ レ ベルノ ベ クタ 区 史 / テ シャ アス 妊 一 息 


中 | 


り 7 


第 1 章 割り 込み コン トロ ー ラ 


1.2 |1/0 ア ドレ ス と 命令 


一 合 令 一 


マヤ 聞 グ みみ コン ム た ワ ロー ラ の / の の ん の ア が ズン と 砂 念 一息 


田 レ ジス タ の 説明 


@ イ ニシ ャ ライ ズ コ マン ド ワ ー ド (|CW) 
ICW は PD8259A を イニ シャ ライ ズ す る た め の も の で ある . PD8259A を 機能 
せる た め に は , この コマ ンド ワー ド に よる 設定 を 行う 必要 が ある . 


IDW] 


上 『 還 [II 中 ! ヨ IM 1 I 由 | 
7 5 前 請 sNEL|aDI|sNEL 


1: IP 直下 了 

ロロ ・ デット シン ぢ 政 

Il・ 固定 85 系 CPUH モ ー ド *} 
エッ ジ ト リガ ゴル 力 

IH・ 固定 8E 素 FI モー ドド) 


IDWE 


1! H H 中 。 H 中 1 中 
lmlmlrlkee's 


HH・ 固定 8E 素 PLH モ モード) 
イー ンー ポラ ゴト ペッ ウタ アド レミ 
マス 室 :OO1 
ヌレ ルー ブ :H1 


第 1 章 割り 込み コン トロ ー ラ 


ICSC マ 玄 補 


1! 還 還 昌 上 1 中 
glslslwlslslsls 


1 : IR 力 は ヌス レーブ プ 電 持つ 
li 1Rw 有 は スレーブ プ 埋 持た な し 1 


59 


第 1 章 割り 込み コン トロ ー ラ 


ICMS (スレーブ! 


中 遇 時 四 叫 丁 叫 
回 IIIE2GOE 
111: ヌ レー プ ID 


IDWH 


呈 。 中 中 IE 
回 回 回 に 


中 中 中 中 


mw 


1 : 固定 BECFU モ ー ド *} 

li・ デー デル LEI 

1 入 NRN 

1 : リッ フ コ ァ モー ド バ ( マ ス ) 

12422 
モー ド 

1 デット スー ジッ ャ ル 
コリ ロイ ネス エッ ドモ ー ド 


@ オ ペレ ーション コマ ンド ワー ド (OCW) 

イニ シャ ライ ズ の 後 は ,、 いつ で も 0CW を 書き 込み , 処理 を 求め る こと が で き る . 
0CW は , 割り 込み マス ク , 割り 込み 終了 , 優先 回 転 , 割り 込み ステ ー タ ス を 制御 す 
06 
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0 DE ps pt m DE 是 D0 
EKEEEIE 
1 111 1 と = フト vz2 
: セッ 
l き 居 板 が N 


LE Ll HI 


非 特 貴 En 
際 章 計 特 貴 EIIYW1) 割 中 込 叶 了 
] I 1 | 括 特 性 EII で 回 転 
1 II ロ | 自 動 EII モ ー ド 回転 (SET) | 自動 回 転 
1 自動 EII モ ー ド で 回 転 バ CELE 中 ) 
特殊 EL で で 回 転 (W1) 上 
隆 還 慢 示 セッ トコ マン ド (W1) 持 味 回 暫 


| フー オペ レー ジ ション | | 
(W1j 作用 され 計 IR し じ 小 音 指 定 
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ILWW 


上 『 呈 5 上 I 此 | II [1 I 由 | 
| 0 |ESW 3 串 開 剛 FR RIS 


10 : IRR リ ー ド 
11 : ISR リ ー ド 
1: ボー ルコ マン ド 


nz: デー ポポ 一 下 コ マン ド 


10: スペシャル マス クタ を リセット 
1 スペシ ジャル マ スタ 者 セッ ト 


ヤマ ポー ルコ マン ド に 対す る 読み 込み ワー ド 


是 。 叩 町 時 回 HE 時 是 
回 IEEEIECID 


サー ビス を 真 求 し て いる 
最高 優先 順位 加 進 半 コード 


割 身 千 志 れ ば 1 
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1.3 初期 化 ブ ログ ラム 


@/PD8259A マ スタ 初期 化 


切 hg 績 皿 田 反 思 


Welelelilglwlgli 


IR 博 豆 査 エッ セト リガ と すす 放 
隊 還 后 四 還 是 思 


PIDIIKIKIIHI 
マス PIE 


イー ンタ ポラ ゴト ペク タデ アド レミ 
切 還 岳 皿 還 凶 思 


MMBMIdli 
ヌス レ ー プ PIE 電 こ こ 直 上 呈 と 放 


IRA 電 は スレ ループ 電 言 む : 
陳 還 績 目 還 反 思 


malelelelilirileli 
EN0200NN0 記 2 思 起 補 
スペ シャ ルフ リ イ ネ ステ ッ ド モー ド 


ドモ ー 
に 0 
中 能 | に す 放 


第 1 章 割り 込み コン トロ ー ラ 
@/PD82594A ス レー ブ 初 期 化 


陳 四 績 目 還 序 思 


milelelelilglwlgli 


IR 恒 号 坦 エッ ジ ゼ ト ロゴ と すす 5 
隊 四 績 皿 還 反 思 


PIDIDHIII 


ュ スレーブ PIEm 
イー ンタ ポラ ゴト ペク タデ アド レミ 
切 四 岳 四 男色 思 


OWN 
スレ ー ゴ ID 


隊 岳 四 男色 思 


eelelelmlelrreleli 
1 es 
トス ペ シ ジャ ルフ リ イ 


ー 
ネス テッ ドモ ー ド 
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1.4 PIC の 制御 方 法 


(1) ISR の 読み 込み (割り 込み サー ビス 中 の 割り 込み レベ ル を 確認 する ) 

(②) IMR の 読み 込み / 書 き 込み (PIC の 割り 込み マス ク 状 態 の 確認 , 設定 ) 

(3)EOI の 送り 出し (割り 込み 終了 を 通知 し , 割り 込み サー ビス 状態 を リセ ッ ト す る ) 

(4) IRR の 読み 込み (割り 込み 要求 レジ スタ を 読み 。 要求 し て いる 割り 込み レベ ル を 
確認 する ) 


① 央 りり 込み 禁止 状態 (IF=0 ) 中 の プロ グラ ム か ら 割 り 込 み 要 求 が ある か どう ヵ を 
グミ 2 の 

② 凡 り 込 み サ ービス の 制御 を ソフ ト 的 に 行う . 
(IRR を 呼ん で , 割り 込み ベク タ を INT で コー ル す る な ど ) 


(5) ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み の 許可 , 保留 
ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み の 許可 , 保留 は , CPU レベ ル で 制御 され る . これ は 割り 込 
み 許 可 フ ラグ (IF) の 状態 に よっ て 決定 され る . 


・IF=0( 割 り 込み 許可 フラ グ を オフ に し て いる ) の 場合 
CPU は PIC か ら の INT 信 号 を 無視 し , 次 の 命令 を 実行 する . 
PIC は CPU か ら の 応答 が ある か , 要求 の 必要 が な く な る まで , INT 信 号 を アク 
ティ ブ の 状態 の まま に し て お く . 
CLI(Clear Interrupt-enable flag) の 命令 に より IF=0 と な る . 


・IF=1 (割り 込み 許可 フラ グ を オン に し て いる ) の 場合 
CPU は 割り 込み を 認め , それ を 処理 する . 
CPU は 割り 込み を 受け つけ る た め に INTA バ ス サ イ クル を 2 ご つ 続 け て 実行 する . 
最初 の INTA で PTIC に 応答 し , PIC は これ に 応え て サー ビス を 要求 し た 機器 の 割 
り 込み レベ ル を 知ら せる . 0 て 255 の 1 バイ ト デ ー タ が PIC か ら CPU に 送ら れる . 
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CPU は これ に よっ て , 応答 する 割り 込み さ ク タテ ー ブ ル の エン トリ を 探し , 現 
在 の CS, IP, フラ グ を スタ ッ ク エ リア に 格納 し , 捜し 出し た CS, IP を それ ぞ 
れ セ ッ ト す る . セッ ト さ れ た 状態 で 実行 を は じ め る . 

STI (Set interrupt-enable flag) 命令 で IF=1 と な る . 


注意 : 割り 込み ベク タ の 内 容 を 変更 する と か , 現在 の 割り 込み サー ビス プロ グ ヌ ム 
の 
この 場合 は CLI 命 令 を 実行 し , で きる だ け 得 時 間 の 割り 込み 祭 下 状態 に 
寺 必要 が な く な れ は STI 命令 を 実行 し , 割り 込み 許可 状態 に する こ 
0 


(6)HALT 命 令 と ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み 
CPU が HALT 谷 令 を 実行 する と , 8086, 80286, 386, 486, Pent ium の 場合 は 
ホー ルド 状態 に 。70116 (H) の 場合 は スタ ン バ イ 状態 に 入る . 


・HALT 状 態 の 解除 (8086, 80286, 386, 486, Pentium の 場合 ) 
REBSET ラ イン が アク ティ ブ に な る か , NMI ライ ン 上 の ノン マス カブ ル 逢 り 込み 
要求 を 受け つけ る か , また は 割り 込み イネ ー ブ ル 状態 で あれ ば , INTR ラ イン 上 
の マス カブ ル 割り 込み を 受け る こと に よっ て HALT 状 態 か ら 抜 け 出す . HALT 命 
令 は プロ グラ ム が 割り 込み を 待た な けれ ば な ら な い 状 況 に お いて , エン ドレ 
2 ツ グ ト ん ョ ブルー シン の 代わ お り と し て 用 い ② の こと が できる. 


・ ス タン バイ 状態 の 解除 (70116 (H) の 場合 ) 
8086 の 場合 と 同様 で ある が , 割り 込み フラ グ の 状態 に よっ て 動作 が 異な る . 


a) 割り 込み 禁止 状態 (DI) 
HALT 偉 令 の 次 の 命令 か ら プ ログ ラム の 実行 を 再開 する . 
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注意 : 割 り 込 み 禁 止 状 態 で , INT 入 力 に より スタ ン バ イ モー ド を 解除 する 場合 , IN 
信号 は , HALT 命 令 の 次 の 命令 が 実行 開始 され る まで, すなわち 15 クロ ッ ク 
(HALT 命 令 を 実行 し た 状態 で キュ ー が 空 に な っ た と き を 想定 し て ) の 間 , ハイ 
レベ ル に 保つ 必要 が ある . また , ウェ イト ステ ー ト を 挿入 し て いる 場合 は 
その 分 を 付加 する 必要 が ある . 


b) 割り 込み 許可 状態 ET) 
いずれ の モー ド か ら 起 動 きれ た スタ シン バイ モー ド に お いて も, ネイティブ 
モー ド の INT ル ー チ ン が 起動 され て , スタ ン バ イ モー ド が 解除 され る . INT 
ルー チン の 終わ り で IRET 命 令 が 実行 され る と , HALT 谷 令 の 次 の 命令 か ら プ 
ログ ラム が 再開 され る . し た が っ て , 70116 (H) の 場合 に は 8259 が INT 出力 
を アク ディ イグ に し て いる 間 ほ は JALT 谷 令 を エン ドレ ス ・ ソ ント ウェ アル ー 
プ の 代わ り と し て は 使用 で き な い . 
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1.5 NMI (Non Maskable Interruput) 
F/F 


1 ボー ト 
as yu PA 


本 F/F は “1 の 時 , RAM の パリ ティ エラ ー が 起き た 場合 , NMI を 発生 させ る . 本 
F/F が “0 な ら ば , 上 記 パ リティ エラ ー が 起こ っ て も CPU に は 割り 込み が 発生 し な 
い . 

な お PF/F と は 無関係 に シス テム ボー ト B の D, (0①D。) ビッ ト を 読み 出す こと に よ 
り , 標準 実装 RAM( お よび 拡張 RAM) の パリ ティ エラ ー が 起こ っ た か どう か を 判断 す 
の こと た の 0 でき の ( だ だ し 。 マス テム バボ ポート 0 の 0D ドット 0、 0 で ある と き は 、 パリ 
ティ エラ ー は 常に 無視 され , ボー ト B は 常に エラ ー な し の 状態 と な り , NMI も 発生 し 
Ya) 

PC-9801U2 で は 本 機能 は な い . 
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2.1 仕様 


使用 LSTI imiminnin・ 8237AC 相 当 

カス ケー ド 楼 続 …… チャ ネル 0 以外 可能 

デー ク 幅 敵 叶 mm 8 ビッ トド (ハイ レノ / モ ー ド 8l6E ッ トド 

デー タク 転送 量 (最大 ) … 64K バ イト (ハイ レゾ モー ド 16 ビ ッ ト 転 送 時 は 128K バ イ 
ト ) 


G-VRAM,T-VRAM の DMA 転 送 は 保証 され な い 
VRAM の グラ フィ ッ ク チ ャ ー ジ ャ ー モ ー ド で の DMA は 不可 
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田 ア ドレ ス 填 囲 


DMA コ ント ロー ラ の 直接 アク セス 範囲 は 16 ビッ ト (64K バ イト ) . 

アド レス の 下位 16 ビ ッ ト を 8237 に , 上 位 4 ま た は 8 ビッ ト を バン クレ ジス タ に 
セッ ト す る . ハイ レゾ モー ド 時 は 16 ビ ッ ト 転 送 が 可能 . この 場合 ア ド レス レジ スタ 
の 下位 15 ビ ッ ト が アド レス バス の 1 て 15 ビ ッ ト に 出力 され (ソー ドア ドレス) , アド 
レス レジ スタ の 最上 位 ビ ッ ト は 無視 され る . 


プク // ク //P な コグ /2Z の 3 
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@]1MB 以 上 の アド レス へ の DMA 転 送 

通常 , DMA コ ント ロー ラ の バン クレ ジス タ に 設定 する アド レス の うち , A23^A20 
は すべ て 0 に マス ク さ れ て いる . し た が っ て , DMA 転 送 ア ドレ ス 範 囲 が 24 ビ ッ ト 以 上 
の 機種 で , 1MB 以上 の アド レス に DMA 転 送 を お こ な う 場合 , DMA ア ドレ スマ スク レジ 
スタ の 再 設定 が 必要 . 


山内 有 HPE ト | デー 
0 リラ ドレ ュ lpr pe Ds Da D3 hl DI 


年 NSK Hi 本 rg 誠 
1 Im 首 舞 郊 

注 ・ 本 し ジス タ は 宮 杜 種 合 色 様 な 用 達 に 
恒 用 き 所 で いる を 生 。 NSK ビッ ョ ト 圭 
宣 昌 する 場合 は 下す 本 し レジ スタ 回 
ー ド 守 選 門 いい 。 MSE ビ ョ ト 中 鹿 
箕 思 し た 後 ホレ ジス タ に 書き 戻 本 
ご と . NSK ョ ト 眉 中 軸 ビ ョ ト 可 変 
更 さ 紀 走 場合 , 生 作 は 保証 さ 近 な な もい. 
] HE B 以上 の Ap 四 転 送 夫 終了 
之 第, HSK ビ ョ ト 志 元 下値 に 書き 民 
1 
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田 チ ャ ネル 割り 当て 


モー ド , 機種 に より 未 使 用 チャ ネル が 異な る た め , DMA を 使用 する オプ ショ ン 
ボー ド は チャ ネル に 注意 する こと . 

ハイ レゾ , ノー マル の 両 モ ー ド で 動作 する オプ ショ ン ボ ー ド は , チャ ネル 切 り 敬 
え 可 能 に 設計 する 必要 が ある . 


マ / 始 チャ ズル 基 グ 当て ( 計 懇 久 一 赴 


拡張 スロ ッ ト に 出力 され て いる 信二 は 機種 に より 以下 の よう な 差 典 が ある . 


マ 六 紙 ス ワッ ム だ に 太 て いる 2 婦 チャ ネル ( 交 邦 釣 一 目 


PC-980 1T, DA, DS, DX, CS, PC-98RL, GS の 内 蔵 固定 ディ スク の DMA チ ャ ネル 
は , 以下 の 項目 に より 確認 で きる . 

また , PC-9801FA, FS, FX, PC982 1Ap, As, Ae, Af で は 専用 SCSI イ ンタ ー フ ェ 
イス ボー ド の DMA チ ャ ン ネ ル を 確認 で きる . 
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の マウ スポ ボート B 
7FDBH: ノー マル モー ド 
0063H: ハ イ レゾ モー ド 


* E ロ 引き せ は | HI 


ey : 内 蔵 固定 ディ スッ ツ h 央 隆 ャ キル 1 バッ アー マル ルモード! 


、 DA チャ キル 2 (イレ ゾ モ ー ド ) 
1 : 内 蔵 固定 ディ スク Da チャ キル 0 
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2. 2 


1/0 ア ドレ ス と 命令 


還 合 令 一 覧 


h 
マ / 始 の ん の ア が ンズ と 恋 今 一 


田 レ ジス タ の 説明 


大 全 
- 喝 


コマ ンド レジ スタ (カッコ 内 は シス テム 設定 値 を 示す ) 


中 晶 貴 明 国 胃 町 


| 且 
中 ・ 
1 ・ 
中 ・ 


Ll 一 L | ミエ ロ 
人 中 電 セ ゼット 
キャ ギル LU デア ドレ スポ ポー ルド 許可 
キャ ギル 0 デア ドレ スポ ボール ド 華 止 
(HH 埋 セ ゼット 


※・ ビ ピッ ト 店 本 と 寺 無 視 


74 


: 回 転 優先 前 全 


: コン トロ ー ラ 華 止 

コン トロ ー ラ 許可 

: 尊 イミ ンダ 

| 四 負 ポイ ミー ンダ ー 引 坦 ゼット} 


・ ビ ッ ト ロ 志 1 相 と 言 舞鶴 
員 電 セ ゼット} 


・ 固定 偶 先 順位 

: 拡張 ライ ト 選 択 

: 遅れ ライ ト 選 択 員 電 セッ ト 』 
・ ビ ッ ト 3 直 本 と 言 舞鶴 


: DREH ア タテ ィ ゴ ロウ 

: DREn ア ウ テ ィ ゴブ ハイ (| を セッ ト ) 
: DaEK ア マテ イィ ゴ 
: DARK ア ウ テ ィ ゴブ ロロ 0 谷 セッ ト ) 


イイ 


第 2 章 DMA コ ント ロー ラ 


@ び モー ドレ ジス タ 


器 : 陸 + キ ルル 選択 
1・ 手 ャ キル 1 選択 
10 : チャ キル 愉 選択 
11 : チャ キル 3 選択 
mi ペリ ロコ ァ イ 転 送 
1・ ラ イト 転送 (IZ0ー ポ モロ リョ 
山村 隊 ド 転 送 (メモ ローI/Z ロ ) 


mm・ オ ー ト イニ シャ ライ ズ 華 止 

1・ オ ー ト イニ シャ ライ ズ 許 可 

li: アド レル スー イン タロ ミヌ ント 選択 

1・ 了 アド レス デジタ ロメ ント 選択 

中 に ジン ダル ルモード 選択 
(1 電 セ ッ ト 。 シン ダル モー ド 選 択 ) 

注 : 地 記 モ ー ド 埋 選 択 し た 場合 躍動 作 | は 
証 で きき 議 し 1。 


@ リ クエ スト レジ スタ 使用 禁止 
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@ マ スク レジ スタ 


・ シ ング ルレ マス ク レジ スタ ビッ ト 
中 DE 呈 申 呈 DE 1 m 


: チャ ネ JLU マ スタ ピッ ト 赤 選択 
: チャ ネル 1 マス タビ ピッ ト 赤 選択 
: チャ ネル LE マス タビ ピッ ト 赤 選択 
: チャ ネル 3 マス タビ ピッ ト 恋 選 所 
マス ワウ ピッ ト を ウリ ア 
: マス ウ ビ ピッ ト 交 セッ ト 
> オー ルレ ンス クレ ジス ク ド ピッド 
ni チャ キル LU マス タッ ピット 赤 の リロ デ 
1: チャ ネル 0 マス ワウ ピ ビッ ト き セット 
: チャ キル 1 マス タビ ピッ ト を ウリ デ 
1: チャ ネル 1 マス ワウ ピ ビッ ト き セッ ト 
ni チャ キル LE マス ウタ ピッ トウ リロ デ 
1: チャ ネル 2 マス ワウ ピ ビッ ト 幸 セット 
0 キャ ネル マス ツ ピ ッ ト さ ツリ デ 
1: チャ ネル 3 マス ワウ ピ ビッ ト き セッ ト 


各 マ スク ビッ ト は , その 付随 する チャ ネル が オー トイ ニシ ャ ライ ズ に プロ グラ ム 
され て いな けれ ば , その チャ ネル が EOP を 発生 し た と き に セッ ト さ れる . 
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@ ス テー タス レジ スタ 


Dr DE 5 中 呈 呈 中 D 

: チャ キル 昌志 TE に こ 到 落 

: チャ キル ル 1 直 TEI こ 到着 

: チャ キル 2 志 TH こ 到 落 

: チャ キル 3 直 THI こ 到着 

: チャ キル 直り エ スト 
: チャ キル 1 直り エ スト 
: チャ キル LE 直り エス ト 
: チャ キル 3 直り カエ スト 


ーー ーー ーー 一 ー ーー ーー 一 一 


ビッ ト 0-3 は , その チャ ネル が TC に 到達 する ご と に , また は 外部 EOP が 入力 され 
の この に セッ トド きれ る 、 で それら の ドッツ ト は リピ ビッ ド ま だ は ステ デ テー クシ リー ド ご こと に 
クリ ア さ れる . ビッ ト 4-7 は , それ ら の 該当 チャ ネル が サー ビス を 要求 する と , い 
つ で も セッ ト さ れる . 


の バン ク に セッ ト す る アド レス の デー タフ ォ ー マ ッ ト 
IM 還 [II 還 HB 上 HE 1 中 
図 図 回 隊 還 本 本 還 
バン ク へ の 書き 込み は で きる が , バン ク の 内 容 の 読み 出し レコ マン ド は な い . 
PC-9801, E,F1, F2, F3。M2。 M3, U2。VF2, VMO, VM2, VM4, UV2。VM21 
UV21, LV21, CV21, UV11, VM11, LV22,。 DO。N, DOT, NV。UF, UR, UR/20 で 


は , A19^A16 の 4 ビッ ト の み 有 効 . 
PC-98XA model 1, 2,。3, 11, 21, 31 で は , A22^A16 の 7 ビッ ト の み 有 効 


77 


第 2 章 DMA コ ント ロー ラ 


@ バ ンク モー ド 

(バン クア ドレ ス オ ー ト イン クリ メン トモ ー ド レジ スタ ) 

PC-9801, E, F1, FE2,F3,。 M2。 M3, U2, VEF2,。 VMO, VM2,。 VM4, UV2, VM21, 
LV21, CV21, UV11, VM11, LV22。 DO, N, DOT, NV,UF, UR, UR/20 に は 存在 し 
2 


中 晶 貴 明 本 叫 胃 町 
回 回 EE 


申 了 ャ ンー キル 
器 : キャ * キ ルル 0 
] : 手 ャ キル 
・ 子 ャ ギル 
: チャ キル 3 
ィ ン クリ メン トモ ー ド F CDWa 寺 界 ) 
2 の EE | . 人 
8287 か 出力 され る アド レス と 連結 し て パン タ 0: 1M バ イト 
アド レス を イン クリ メン ト す る . 10 : 計 定 不可 
: パン ウタ ア ドレ ス を イン クリ メン ト し な い 0 
・ 1 イト 主 下 ウイ アン ウロ ミー ント PE-8 結 層 は 1 中 設定 | は 不可 


1 16M バ イト まで の イン ジロ ョ ント 
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@ ソ フト ウェ アコ マン ド 


の 2 リデン ジー スベ トン アタ トド トッ リッ クン ノン ソロ ツア ソン リッ クツ ボル シク アル ウラ ク グ 
グ 尽 ジ ) 

この コマ ンド は , PD8237A に 対 し て 新しい ア ドレ ス ま た は ワー ドカ ウン ト 情 
報 を シラ イト また は リー ド す る の に 先立ち 実行 され る . これ に より フリ ッ プ フ 
ロッ プ が 上 既知 の 状態 に イニ シャ ライ ズ さ れ , その 後 の ア クセ ス が 正 し い シ ー 
ケン ス で 上 位 と 下位 バイ ト を アド レス する よう に な る . 

2 ペタ ダク グリ デ 

この コマ ンド は , ハー ドウ ェ ア デア リセット と 同じ 効果 を も っ て いる . コマ ンド 
グー デー グズ の リク スト ラン ボン ルル で し て 人 MM クア アァ ー ス トド / ラ クス トド トシ ジ リッ 
プ フ ロ ッ プ が クリ ア さ れ , マス クレ ジス タ が セッ ト さ れる . PD8237A は アイ 
ドレ サイ クル に 人 入る. 

・ ク リア マス クレ ジス タ 

この コマ ンド は , 4 チャ ネル 全部 の マス クビ ッ ト を クリ ア し , それ ら が DMA 要求 
を 受け つけ られ る よう に する . 
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田 そ の 他 


・ 転 送 モ ー ド 

PC-9800 シ リー ズ で は , シン グル レル トラ ンス ファ モー ド の み を 使用 し て いる . す な 
わ ち , デバ イス は 1 回 の 転送 だ け を 行う よう に プロ グラ ム さ れる . 各 転 送 後 , ワー 
人 ト が デ ク リ メン ト さ れ , アド レス が デ ク リ メン ト ま た イン クリ メン ト され 

1 回 の DMA リ クエ スト に 対し て 1 バイ ト の 転送 を 行う . 

NN 

モー ドレ ンス ク の ビッ トト を ジロ グラ ム す の こと し より, ある チャ 共 ル を オー トイ 
ニシ ャ ライ ズ チ ャ ネル と し て 設定 で きる . オー トイ ニシ ャ ライ ズ に 初期 設定 が され 
て いる と , EOP に 続い て ,。 カレ ント アド レス と カレ ント ワー ドカ ウン トレ ジス タタ の 
も と の 値 が . その チャ ネル の ベー ス ア ドレ ス と ベー スワ ー ド カウ ント レジ スタ か ら 
自動 的 に リト ス ア され る . 各 ベ ー ス レジ スタ に は , 各 カ レン ト レジ スタ に 内 容 が 自 
動 的 に ロー ド さ れ , DMA サ ービス 中 保持 され て いる . チャ ネル が オー トイ ニシ ャ ラ 
イズ に 設定 され て いる と き は , マス クビ ッ ト は セッ ト さ れ な い . その た め オ ー トイ 
ニシ ャ ライ ズ の 後 , 有効 な DRBQ が 検出 され る と すぐ , その チャ ネル は CPU の 仲介 な 
MG が つ を 半生 で きる 、 

宮 た こし 。 DMA パ レシ クア ドレ スレ シス ク は ほ は ポート イニ シャ ライ の き され な いい ので 
オー トイ ンク リ メ ン トモ ー ド 時 は 注意 する こと . 
・ プ ログ ラミ ング の 注意 点 

PD8237AC-5 の プロ グラ ム 中 は , DMA 要 求 が 起き る の を 避け る 必要 が ある . この た 
000( に アラ ロラ の ム 有 II コン トロ クラ を 祭 上 に よる ( ヨ マ ャ ンド レジ スグ の ピッ トド 2 を セッ 
ト す る ) か , また は その チャ ネル を マス ク す る 必要 が ある . プロ グラ ょ 完了 後 
コン トロ ー ラ を イネ ー プ ルレ し, マス ク さ れ な いしい 状態 に する こと . 

電源 投入 後に は , すべ て の 内 部 レジ スタ (特に モー ド レジ スタ ) に は , ある 有効 な 
値 を ロー ド す る 必要 が ある . これ は 使用 され て いな い チ ャ ネル に つい て も 行う 必要 
が ある . 
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兎 3 草 
タイ マ 


3.1 仕 様 


使用 LSI in 8253C 相 当 

ビッ ト 長 909eeiteedOra es 16 ビ ッ ト 

カウ ンタ 数 ………… バ . 3 組 

カウ ント レー ト ・……… 500.8ns(1.9968MHz) : シス テム クロ ッ ク 8MHz 動 作 時 


406. 9ns (2.4576MHz) : シス テム クロ ッ ク 5 ノ 10MHz 動 作 時 
* シ ステ ムク ロッ ク に つい て は 「! 第 1 部 第 1 章 1.3 機 種別 仕様 」 を 参照 . 


注意 : 98NOTE[PC-9801N ,NV , NL を 除く ],PC-9801P で は , 従来 の 機能 に 加え , 内 
蔵 固定 ディ スク の モー タ O0N ン OFF 制御 に よる 低 消 費 電 力 化 を 実現 する た め 
に , 専用 の タイ マ を 内 蔵 し て いる が , この タイ マ は , 固定 ディ スク の モー タ 
制御 な ど , 装置 制御 用 と し て 使用 する た め , アプ リケーション が この タイ マ 
を 利用 し た 場合 , 本 体 動作 に つい て は 保証 で き な く な る . 
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第 3 草 タイ マ 


田 カ ウン タ の 割り 当て 


| PE-8801/E/F1.2,3/H2,3 | 左記 以外 
カウ ンタ 家 有 イン ター バル タイ マ イン ター バル タイ マ 


カウ ンタ #| メモ リリ コレ ッシュ スピ ー カ ー 周 注 数 設定 
カウ ンタ 培 有 RB-232D RS-232[ 
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3.2 |/0 ア ドレ ス と 箇 令 


一 向 令 一 覧 
マタ アブ マ の ん の アバ レズ ご 砂 念 一 覧 
マタ アマ の アレ ルズ 一 息 ( 凌 厚 太 彦 区 


カウ ンタ を 動作 させ る 場合 は , 0UT 命 令 に こよ り コ ント ロー ル ワ ー ド , カウ ント 数 
を あら か じ め 指 定 する 必要 が ある . プロ グラ ム は カウ ンタ 別に 行い それぞれ の カ 
ウン タ に 付属 する モー ドレ ジス タ , カウ ント レジ スタ に ロー ド す る . 一 度 プ ロ グラ 
ム す る と , 新た に コン トロ ー ル ワー ド を 書き 込ま な い 限 り は その モー ド で 動作 す 
る . た だ し カウ ント 数 は カウ ント 動作 を 行う ご と に 指定 する . 


カウ ンタ の 移 誠 
m 
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第 3 章 タイ マ 
弄 レ ジス タ の 説明 


@ コ ント ロール ワー ド 
カウ ンタ の 動作 モー ド を 指定 する た め の も の で , カウ ンタ の モー ド 指 定 お よび カ 
ウン ト デ ー タ の ラッ チ 動 作 に 使用 する . 


マタ ププ マ フン トム ワー ルク ー だ 


m 


・SC1 て SCo (セレ クト カウ ンタ ) 
カウ ンタ #0, 持 , 的 の うち の 1 つ を 選択 する . RL1 て 0, Mo て 0, BCD の 指定 は 
SC1 て 0 で 選択 し た カウ ンタ に 対し て 行わ れる . 


RUITRL0( リ ー ド ノー ルド 

カウ ント レジ スタ に ロー ド す る カワ ント 数 , お よ ぴ リー ド す る カウ ント デー タ の 
バイ ト 長 , (1 バイ ト ま た は 2 バイ ト ) また は カウ ント デー タラ ッ チ 動作 の 指定 を 行 
2. RL]^o=01, 10 の 場合 は それ ぞ れ 下位 バイ ト , 上 位 パ イト の 1 バイ トリ ー ド ン 
ロー ド を 指定 し , RL]^o=11 の 場合 は 2 バイ トリ ー ド ブロ ー ド (下位 バイ ト , 上 位 バ 
イト の 順 ) を 指定 する . 


・ Mo ^ 人 M) (モー ド ) 
モー ド 0^ へ 5 を 指定 する . 


・BCD 
バイ ナリ カウ ント お よび BCD カ ウン ト の 選択 を 行う . 
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第 3 章 タイ マ 
田 モ ー ド の 指定 


モー ド 0: カ ウン ト 終 了 時 の 割り 込み 

指定 し た カウ ント が 終了 する と 0UT が 1 に な る . 

コン トロ ー ル ワー ド に より モー ド を 指定 する と 0UT は 0 と な り , カウ ント 数 を ロー 
ド す る と た だ ち に カウ ント が 開始 され る . カウ ント が 終了 する と 0UT は 0 か ら 1 と な 
る . カウ ント 終了 後 は , 新しい カウ ント 数 を ロー ド す る まで OUT は 1 の 状態 を 続け 
る . な お , 0UT が 1 と な っ た 後 も カウ ンタ の デ ク リ メン ト は 続け られ る . 

カウ ント 中 に 新た な カウ ント 数 を ロー ド す る と , 新しい カウ ント 数 で カウ ント を 
開始 する . カウ ント 数 が 2 バイ ト の 場合 は , 下位 バイ トト を ロー ド す る と カウ ント が 
停止 し 上 位 バ イト を ロー ド す る と 新しい カウ ント が 開始 され る . 


@ モ ー ド 2: レー ト ジ ェ ネ レ ー タ 

入力 クロ ッ ク の n 分 周 カ ウン タ で ある . た だ し , OUT は 1 クロ ッ ク サ イク ル だ け 0 
GR の 0 で チョ ー ジ イー 導き こる 

コン ドー ルアー ド に だ り モ ー ド 2 多久 定 す る と 00 つ 1 と な る 。 カ ツン トト 交 が 
ロー ド す る と カウ ント を 開始 し , カウ ント の 最後 で 1 せ クロック サイ クル の 期間 0UT=0 
2O 

カウ ント 中 に 新た な カウ ント 数 を ロー ド し て も , 実行 中 の カウ ント に は 影響 を 与 
えな い が , 次 の サイ クル か ら は 新しい カウ ント 数 で カウ ント が 行わ れる . 
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モード 3: 方 形 波 レー ト ジ ェ ネ レ ー タ 

モー ド 2 と 同様 ,。 入力 クロ ッ ク の n 分 周 カ ウン タ で ある . た だ し , カウ ント 数 が 偶 
数 の 場合 の デュ ー テ ィ ー 比 は 1 /2 で ある . 奇数 の 場合 の デュ ェ ュー ティー 上 比 は n-1/2n 
8) 左 洛 人 ウン トド KN9 の だ き は ニー ジィ イー 弟 50 ノブ リク 選 ツ ) の ん 
の 

コン トロ ー ル ワー ド で モー ド 3 を 選択 する と 0UT=1 と な り , カウ ント 数 を ロー ド 
する と カウ ント が 開始 され る . カウ ント 数 が 偶数 の と き は , カウ ント の 前 半 1/2 が 
OUT=1, 後半 1/2 が OUT=0 と な る . 奇数 の と き は , 前 半 n+ 1/2 が 0UT=1, 後半 n-1/2 
が OUT=0 と な る . 

カウ ント 中 に カウ ント 数 を ロー ド す る と , 次 の サイ クル か ら 新 し い カ ウン ト パ 開 
始 さ れる . カウ ント 数 が 偶数 の 場合 は カウ ンタ は 2 ずつ デ ク リ メン ト さ れ , 奇数 の 
場合 は 0UT=1 の と き に は 最初 の 1 クロ ッ ク で 1 デ ク リ メン ト さ れ , 2 クロ ッ ク 有 目 か ら 
は 2 ずつ デ ク リ メン ト さ れる . OUT=0 の と き に は 最初 の 1] ク ロッ ク で 3 デ ク リ メン ト 
され , 2 クロ ッ ク 目 か ら は 2 ずつ デ ク リ メン ト さ れる . 
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画 動 作 に 関す る 注意 点 


・ 書 き 込み 動作 

カウ ント 数 の 書き 込み は コン トロ ー ル ワー ド 書 き 込 み の 直後 に 続い て 行う 必要 は 
な く , コン トロ ー ル ワー ド 書 き 込 み 以 後 、 どの 時 点 で も 行う こ と が で きる . た だ し 
2 バイ ト を 指定 し た 場合 は 下位 , 上 位 バ イト は 切り 離せ な い の で , 必ず 下位 バイ ト 
の 直後 に 続い て 上 位 バ イト を 書き 込む こと が 必要 で ある . 


・ カ ウン ト 動 作 

カウント 数 の 指定 は 1 バイ トト の み と す る こと が で きる が , カウ ンタ は 常に 2 バイ ト 
で 動作 する た め , RL」~0 で 下位 バイ ト を 指定 する と 上 位 バ イト の 初期 値 は 0, 上 位 
バイ ト を 指定 する と 下位 バイ ト の 初期 値 は 0 と な る . 


・ 読 み 出 し 動作 

カウ ント 中 の カウ ンタ の 内 容 を 読み 出す 場合 は , カウ ンタ の 内 容 を 一 時 スト レー 
ジレ ジス タ に ロー ド し , それ か ら リ ー ド 動作 を 用 いて ラッ チ さ れ で て いる デー タ を 読 
み 出 す . 

ラッ チ は , 読み 出し た い 時 点 に 次 の よう な コン トロ ー ル ワー ド を 書き 込む こ と に 
所 M 条 の 。 


Dz D。 Ds DD D ゥ ? DD = SC1, SCO, 0, 0,。 X, XX, X 
7 6 り 5 P4 『3 『 り 2 サリ ]1 り 0 
カウ ンタ の 選択 不定 


コン トロ ー ル ワー ド の 書き 込み に より , SC1 て 0 で 選択 され た カウ ンタ の 内 容 が ス 


oo この 後 カ ウン タ を 選択 し て スト レー ジレ ジス タダ 
に ラッ チ さ れ て いる デー タ を 読み 出す . 
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3.3 タイ マ 設 定 値 
田 インター バル タイ マ (30) 


割り 込み イン ター ノッ ツ ル nm ミ リ 秒 に 対し , 以下 の 数 値 を 使用 する . 


・ シ ステ ムク ロッ ク 5 ノ 10MHz 時 


nX2457.6 に 近い 整数 (最大 26.666 ミ リ 秒 まで 品 ) 
・ シ ステ ムク ロッ ク 8MHz 時 


nX1996.8 に 近い 整数 (最大 32. 821 ミ リ 秒 まで 可 ) 
画 ス ピー カ 周 波数 設定 ( 寺 ) 


PC-9801, E, F1, F2, F3, M2, M3 以 外 の 機種 で PCC-9801, E, F1, F2, F3, 
M2, M3 相 当 の 電子 ブザー 音 ( 約 2KHz ) を 出す た め に は , リセ ッ ト 後 に カウ ンタ 1 に 対 
し 次 の よう に 設定 する . 

モー ド (3FDFH) ドミ 2 用 2 は 電王 ド 

カウ ント 値 (3FDBH) 1229( シ ステ ムク ロッ ク 5 ノ 10MHz 時 ) 

998( シ ステ ムク ロッ ク 8MHz 時 ) 

注意 : PC-9801, E,F1, F2, F3, M2, M3 で は , カウ ンタ #l を メモ リリ フレ ッ ャ シス 

に 使用 し て いる . 


ポー ト 73H, 77H で 時 に 対す る 設定 を 行っ て は な ら な い . 
PC-98XL 等 で は カウ ンタ 値 と し て 1008 を 使用 する 場合 が ある . 
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画 RS-232C 2) 


09 le | 


調歩 同期 式 1/1g | 調歩 同期 式 1.』 


同 期 式 


ロ 
r 
| っ 
ニー 1 ーー 
| | 
ェ ーー 
CT 1 ビ コ 
Cr 1 は コ 
1 | 
ロコ 
CT 1 に コ 
| ピコ 
守 1 
守 
Ce] 1 に コ 
コー ゴー 
ビュ 1 ェ ー 
mm 詳 間 mm 
LTTO 
mm 回 還 cm 
二 1 中 1 


ER 
デ 11 デ 
較 旧 
"11 デ 
時 | 氏 
回 
に 
時 
志 | ご 
出 
a 
Pu 
時 | 
昌 | 選 
還 
Fr | ビュ 
ィ ー | ピコ 
馬 
ma 較 = 
ms 回 還 =] 
ご ュ 1 エロ 
ーー | ビュ 


iz ama les4 la 


転 近 速 度 


(ポー』 


同期 所 時 式 
5/1UMHz 


転 技 速度 


ボー 
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3.4 ビー ブ プ 音 


PC-9801, E, F1, F2, F3, M2, M3 以 外 の 機種 で は , ビー ブ 音 の 発生 に タイ マ を 
使用 し て いる . これ ら の 機種 で は , ビー プ 音 の 制御 は スピ ー カ の ON ノ 0FF( シ ステ ム 
ボー ト C, Ds ビッ ト ) と カウ ンタ #1 の 設定 に よっ て 行わ れる . 
較 ビ ー ブ 音 の 設定 

RI 2 形 選 ん キレ ー ト 替 

カウ ント 値 : カ ウン ト 値 (Q) は , 周波 数 ぜ ) より 次 の 式 に よっ て 決定 され る . 


_。 F(WHz) 
f (HHs】 


F2457.BRHz( シ ステ ムタ ロッ ツタ 5/10MHz 時 ) 
1996.8RHs( シ ステ ムウ ロッ ク 8NHz 時 ) 


注意 :PC-9801, E,F1, F2, F3, M2, M3 と 互換 性 を 保つ た め , 電源 0N お よび 
セッ ト 押 下 後 , カウ ンタ 反 を 方 形 波 レート ジ ェ ネ レー タモ ー ド に 設定 し , カ 
ウン ト 値 を 設定 する こと . 
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ii 訪 図 (PC-9801, 上 E, F1, F2, F3, M2, MS3 
以 


Ooare 音 癌 【 ビ ー プ 音 設定 ) 
Il111111 111H11H11 

タイ マコ ント ロー ラ BEB3 
【dF 】 HB) ンタ # キ 1 ライ ト ア リー ド 


タイ マコ ント ローラ 
II111111 111I1111 1 

had コッ トロ ー ル 
「 ロ F 」 hF 」 ロー ドラ イト 


マタ アプ マ どー ン 友 学 素 の 友 
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4.1 仕様 


使用 LST _‥………… シリ アル 1I/0 カ レン ダ 時 計 PD4990A 相 当 
PC-9801, FE, F1, F2, F3, M2, M3, U2, VF2, VMO, 
VM2, VM4, UV2 
PC-98XA model 1, 2, 3, 11, 21, 31 は PD1990C 相 当 
機能 …………… ド ーー 時, 分 , 秒 。 お よび 年 , 月 , 日 , 曜日 の 設定 , 読み 出し が 
可能 


大 小 の 月 は 自動 判別 
(た だ し , 年 は PD4990A 相 当 の 拡張 モー ド に お いて 有効 ) 
バッ クア テッ プ …… バッ テリ ー に より 約 2 ヵ月 間 バ ッ ク ア デップ 


カレ ンダ 時 計 は BIOS を 通じ て 利用 する こと , ハー ドウ ェ ア を 直接 利用 し た 場合 
動作 の 保証 は され な い . 
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4.2 |1/0 ア ドレ ス と 命令 


田 / PD1990 の レジ スタ の 説明 


@ セ ッ ト レ ジス タ 
マ // の 722 の 9 セッ トレ ジス タ 


リー ド デ ー タ 
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@ 入 出力 デー タ 形式 


LSB 


MSB 


LSB か ら 1 ビ ッ ト ず つ 行 われ る . 


ーー 
し ー 


入出 力 は 常 ( 
こ 、 


DECIMAL で ある . 


[月 」 の みみ HEXA 


4 
9 
3 
シレ 
呈 
〇 
3 
ES 
AN 


間 
間 


HEK DEEIMWL TU1HHEH 


H 
H 


国 
畑 
想 
Hm 


EE 


94 


第 4 章 カレ ンダ 時 計 
田 / PD4990A の レジ スタ の 説明 


PD4990A は PD1990 の 上 位 互換 の LSI で あり , テス トモ ー ド (PC-9800 シ リー 
ズ で は 使用 せ ず ) を 除き PD1990 と コン パチ ブル な 動作 が 可能 で ある . また 
PD4990A に は 年 を 扱う 事 の で きる 拡張 モー ド ( シ リア ルコ マン ド に よる ) が 用 意 さ 
れ て お り , 拡張 モー ド 時 の 内 部 レジ スタ は 52 ビ ッ ト ( コ マン ド 4 ビッ ト + デ ー タ 48 
生み bh あがる 、 

シリ アル コマ ンド の 発行 は , PD1990 の Co, C1, Cp に よる パラ レル 方 式 と は 異 
な り , DI か ら 4 ビ ッ ト の シリ アル 情報 の 形式 を と る . シリ アル コマ ンド は , その 時 
点 の モー ド に か か わら ず ( レジ スタ ホー ルド コマ ンド で は シリ アル コマ ンド レジ ス 
タタ の ホー ルド は 行わ な い ) 随時 PD4990A に 書き 込む こ と が で き , C ゥ , C1, Co=1 
と ど し た 和 杖 能 で 上 1 より シリ アル コマ ンド を 設定 する , 


@ セ ッ ト レ ジス タ 
〒 マ // の の 22924 セッ トム レジスタ 


ma 


@ リ ー ド デー タ 
PD1990 に 同じ . 
マ // の の 29924 ソー デー タ 


呈 
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@ 入 出力 デー タ 形式 
年 データ は 西暦 2 桁 で ある . 
その 他 は PD1990 に 同じ . 


MSB LSB 


i0 1 月 晴 10 1 10 1 1 1 1 


ー1 


1 


ーー ーー 


"ーーー 


還 3 計 語法 お 生計 室生 
位 位 。 位 位 位 位 位 位 位 位 倍 


入出 力 は 常に LSB か ら 1 ビ ッ ト ず つ 行 われ る . 
デー タ 形 式 は BCD で ある が , 「 月 」 の み HEXA-DECIMAL で ある . 


WO 
B 


O | 
切 
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@ シ リア ルコ マン ド 
DI か ら 4 ビ ッ ト の デー タ を 送る こと に より , コマ ンド を 指定 する . 
年 機能 が 有効 . 


MSB LSE 


no 
bp 」 0 0 lr 
| 」 


] 
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4.3 使用 方 法 


田 コ マン ド の セッ ト 


@ び バラ レル コマ ンド 
マカ レン タ タ 渡辺 パラ レン ル フ マ ン た の 央 み フ ロー 


避 


マカ レン タ 半 辺 パラ レン ルフ マン ム た の 須 の の タプ ミン グ テ ャ ー ム 


@ シ リア ルコ マン ド 
マカ レン タ 肖 辺 シソ ノ アルフ マン た の 須 グ フ ワー 


避 
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一 時 刻 の 設定 


マカ レン タ 灯 記 圧 廊 の 脱 定 フワ ロー 


ココ 


マカ レン タ 肖 圧 到 の 逐 定 の タ ア ミン グ テ チャ ヤー ム 


画 時 刻 の 読み 出し 


マカ レン タ 消 巡 友 尼 の 鞍 多 みみ し フ ワー 


叶 


マカ レン タ 太 訪 克 丸 の 鞍 多 し の タプ アミ ンク テ チャ ー ム 
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4.4 MS-DO0S に お ける 時 刻 精度 の 向上 


PC-9821Xt13, Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xe10, Ne 3, Nd2, Cx2, Cb 2, PC-9801BX4 に つ 
いて は , 従来 , 1 秒 単 位 で あっ た 時 刻 精 度 を 約 1/100 秒 単位 に 向上 (2nd タイ マ の 追 
加 ) . INT21H の ファ ンク ショ ン リ クエ スト (2CH/2DH ) で 時 刻 取 得 / 設 定 が 可能 で あ 
0 


@ ん AP 作成 上 の 注意 点 
・AP が タイ ムチ ェ ッ ク 期 間 (31. 25ms) 以上 割込み 禁止 に し た 場合 , 時 刻 カ ウン ト 
が 進 れ る . 
・AP が DOS を 介さ ず , BIOS 経 由 で カ レン ダ 時 計 の 時 刻 を 設定 し た 場合 シス テム 共 
通 域 の 更新 が 行わ て な いた め , その 後 INT21H で DOS が 返す 時 刻 に 反映 され な い . 


注意 : ・ 本 機能 は 上 機種 に バン ドル され て いる MS-D0S6. 2 に お いて , HRTIMER.S 
を 組み 込ん だ 場合 の み 有 効 
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シス テム ボー ト 


5.1 仕 様 


使用 LSI … rpPD8255A 相 当 

機能 ………・ 以下 の 処理 に 使用 する 
・ ス ピー カ の 起 呼 / 停 止 の 制御 
・ カ レン ダ 時 計 の 読み 出し 


・CRT デ ィ ス プレ イ の タイ プ を 識別 
・ メ モリ エラ ー に よる NMI 割 り 込 み の 識別 
・ デ ィ ッ プス イッ チ の 状態 の 読み 出し 
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5.2 1/0 ア ドレ ス と 命令 


ン ム 、 臣 拓 
脅 命令 一 覧 


ンタ の NL 息 


ママ ンス テム が 一 ん の ア が レンズ と 門 今 一 


田 レ ジス タ の 説明 
@ ボ ポート A 入 力 
ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 状態 を CPU の IN 命令 に より 読み 出す こと が で きる . 


の イッ グイ ン で 0 。 イッ タフ ラン で 90 必要 で ある . 
ハイ レゾ モー ド 動 作 時 は , D4 ビ ッ ト (SW5) の み 使 用 . 他 の ビッ ト は 使わ れ な い . 


マン スズ テム が 一 人 が ー ム 4 スカ 
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@ ボ ポ ボート B 入 力 
ボー ト に 入力 され る 外部 信号 を CPU の IN 命令 に よっ て 読み 出す こと が で きる . 


マン シン スズ テム が 一 人 が ー ム ルカ 
マ が 一 人 パソ テア ァ エ ラー 竣 学 功 廊 


マ ボ ー ム た Z ノイ ソ テ ア テラ ー 凌 学 夢 娘 の の -9 の 2 人 4 衝 る 履 / 


@ ポ ボ ポート C 出 力 

CPU か ら の ビッ ト セ ッ ト ブ リセ ッ ト 谷 令 に よっ て ビッ ト 単 位 に 制御 され る . 

ボ ポート C は リセ ッ ト 時 (電源 投入 また は リセ ッ ト キ ー 押 下 ) は 入力 モー ド に な る の 
で , 必ず 各 制 御 『/F を 初期 設定 する 必要 が ある . 


マン シズ テム が 一 人 が ーー ム 人 のみ 
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@ モ ー ド 設定 

PD8255 の モー ド 設 定 の 順 席 に より , セン トロ ニク スイ ンタ ー ブ フェ イス の PSTB 
が 出 て , 誤動作 する こと が ある た め , モー ド 設 定時 , PSTB を マス ク す る 必要 が あ 
る . モー ド 設 定 は 次 の いずれ か の 手順 に よる こと . 


NZEM ドリ 遇 マス ワウ セッ トト 必要 
リセ ッ ト 
本 回 52 ジス テム ポー ト ゆ 
SAD モー ド り ド EN 
本 2 人 R 回 還 人 0 0 シス テム ポー ト で 
コ ェ イス の PSTB 寺 コ PSTB マ スッ オン ニン 


MUW dgH ER 回 思 9200320g ラ 
HIT 3 計 。 央 フェ イス の モー ド セ ゼット 


」 セン トロ ニタ ス インター 
y の の 尋 理 へ フェ イス の PSTB オ フ 


JCnL 理 や 
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信号 線 000 


・ 本 体側 : PD8251A 相 当 
キー ボー ド 側 : PD8048 相 当 


…・ セパ レー ト タ イ プ ( 本 体 と カー ルケ ー ブ ル に より 接続 ) 


た だ し , 以下 の 機種 は 本 体 と の 一 体型 
PC-9801LT model 1, 2, 11, 21, 22 
PC-9801LV21, 22 
PC-9801LS2, 5 
PC-9801LX2, 4, 5, 5C 
98NOTE 
PC-9801P で は オプ ショ ン で サポ ー ト 
6 本 : アー ス , +5V, 信号 線 , 制御 線 3 本 


調歩 同期 レシ リ アル 通信 
転送 速度 : 19. 2Kbps 
デー タ 長 :8 ビ ッ ト 


スタ ー ト ピッ ト は 1 
スト ッ プ ビッ ト :1 
2U テッ :ODD 
信号 レベ ル :TTL 
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キー トッ プ ………… 79 て 107 : 機 種別 仕様 参照 
CAPS, カナ ロッ ク … 機 種別 仕様 参 照 
デー タ 発 生 ‥………・ キー ボー ド 押 下 時 Make デ ー タ , 解放 時 Break デ ー タ を 発生 


押下 が 0. 5 秒 以 上 連続 し た 場合 ,、 キーボー ド 側 で Break 
ン Make デ ー タ を 連続 し て 発生 (リピ ビー ト 機 能 

複数 キー 同時 押下 時 の キー コー ド の 発生 順序 は 特定 され 
で て いない. 


PC-98X ル ン XL2 ン RL に は , 。f・11 て f・15| , HOME キー が ある が , 
ノー マル モー ド 動 作 時 , これ ら の キー は BI0S で 無視 され る た め 使用 で き な い . 


田 キ ー ボ ー ド イン ター フェ イス ブロ ッ ク 図 


マチ キー が 一 人 7 プリ ロッ クタ アプ アク グ ラム 
ココ 


弄 シ リア ル デ ー タ の ビッ トト フォー マット 


2 テト ドド 1 ビッ ト 
デー 長 ロビ ピッ 
jj リ ロティ ビッ トー 一 DD パリ ティ 
ュ スト ッ ゴ ビッ ョ トー ディ 1 ビット 
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一 デ ー タ フォ オー マッ ト 


hm 所 凶 四 四 岳 psp 
ューーーーーーーーーー タ ーーーーーーーーーーー" 


斑 : メイ は キー 店 押 下さ れ た 時 中 割 向 知 庄 考 志 し , 
ブレ イジ は キー 癌 離さ れ た 時 朴 割 貞和 刺 意志 す . 
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6.2 1/0 ア ドレ ス と 命令 


マヤ /6 の / チ ん の アレ ズン 門 念 一 息 


田 レ ジス タ の 説明 
@ モ ー ド ライ ト 


尽 PD8251A の 一 般 的 特性 を 設定 する た め の 動 作 で ある . PD825 1A の 内 部 ま た は 
外部 の リセ ッ ト 動 作 後に 続く 必要 が ある . モー ドラ イト 後 は コマ ンド ライ ト が 可能 


に な る . 


マ // の 274 4 の) モー バラ アプ た 


ココ 


@ コ マン ドラ イト 


コマ ンド ライ ト は モー ドラ イト の 後に 続け る 必要 が ある . コマ ンド ライ ト は 需 祭 
の 動作 を 制御 する . 送受 信 の 許可 , エラー の リ セット , キー ボー ド 制 御 等 の 


ファ ンク ショ ン は , コマ ンド ライ ト に よっ て 設定 され る . 


一 度 モ キー ドラ イト が 行わ 


れる と . それ 以降 の 制御 書き 込み は コマ ンド ライ ト と し て 受け 取ら れる . 内 部 また 
は 外部 の リセ ッ ト 動 作 が 行わ れ た 直後 の 制御 書き 込み の み が モ ー ド ライ ト と な る . 
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PD8251A の 汎用 出力 ポー ト で ある RTS, DTR を 用 いて , キー ボー ド 送 信 デ ィ ス 
エー ブル 機能 キー ボー ドイ ンター フェ イス の リト ライ 信号 を 実現 し て いる . ま 
た , PD8251A か ら BREAK キ ャ ラク タ を 送出 する こと に より , キー ボー ドイ ンタ ー 
フェ イス の RST 信 号 を 作っ て いる . し た が っ て , 


UD 定 の ボー 導 目 アイ スペ デーン ル の セッ ト リセ ッ ト 
(2) RTY 出 力 の ON, OFF 
(3) RST 出 力 ON, OFF 


を 行う 場合 は コマ ンド ライ ト を 行わ な けれ ば な ら な い . 


マッ / の 2274 (42 コマ ン バ ラ アム た 


ココ 


・ キ ー ボ ー ド イン ター フェ イス が リセ ッ ト 信 号 を 受信 し た 時 , シフ ト 系 キー 
(CAPS,。 カナ , CTRL, SHIFT, GRPH キー) と その 他 の キー が 同時 に 押下 され て い 
た 場合 , リ セッ ト 後 の キー コー ド の 発生 順序 は 不定 で あり , キー コー ド の 発 牛 順 
序 を 固定 と 期待 し た ソフ ト を 開発 し た 場合 に は 正常 動作 は 保証 され な い . 

・ キ ー ボ ー ド リセ ッ ト (BIOS で は , キー ボー ドイ ンタ ー フ ェ イ ス の 初期 化 ) は , 次 の 
リセ ッ ト 実 行 ま で に , 約 1ms* の 間隔 を 必要 と する . 

し た が っ て , 連続 し た キー ボー ドリ セッ ト を 実行 する (BI0S で は , キー ボー ド 
イン ター フェ イス の 初期 化 の 連続 実行 ) ソ フト を 開発 し た 場合 , 正常 動作 は 代 時 
され な い . 


*PC-980 1FA 以 降 お よび PC-9801NS。T, DOT,。NV。 DA,。 DS, DX,。UF。 UR。NS/E 
NC, CS, の 場合 は , 約 600 rs 以上 
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@ ス テー タス リー ド 

PD8251A は , 動作 中 な ら ば いつ で も , デバ イス の ステ ー タ ス を 読み 出せ る . ス 
テー タス の 読み 出し 中 は ステ ー タ ス の 更新 は 禁止 され る . ステ ー タ ス の 更新 は , ス 
テー タス に 影響 を 与え る 事象 が 起こ っ て か ら (8251 の 動作 クロ ッ ク で ) 最大 28 ク 
ロッ ク 周 期 の 遅延 が ある こと に 注意 する こと . 


マッ // の 822274 (5 ステー タス グー だ 


ココ 


画 動 作 フ ロー 


〒 マ /2/ / 克 の ソノ を ッ ム 芳 其 フロ ー 


ココ 


マ 之 肝 必 に 7 / チ で テラ ー グ の 懇 全 し た 間 含 の 女 密 フロー 
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6.3 キー ボー ド タ イ プ 


PC-9801FA 以降 の デス クト ッ プ 機 お よび PC- 9801RA,。RX。EX, ES, RS, DX 
DA, DS, CS,。PC-98RL, GS で は , キー ボー ド に 


VT・1 が から 1 の 5 つの 
キー が 追加 され た . PC-9801LS2, 5, LX2, 4, 5, 5C, 98NOTE で は , 


NUM 
キーON 時 に は | f・6 | か ら f・10 | キー を 押下 する こと に より yvf・1 から 
vyf・5 | の キー コー ド が 発生 する よう に な っ て いる . 

前 記 の 機種 で ご は マル チタ スク 0S を 動作 させ る 場合 を 考慮 し 
カナ | キー と | CAPS | キー が , メカ ニカ レル ロック か ら ソ フト ウェ アロ ッ ク ( 変 


更 さ れ , ロッ ク 状 態 表 示 用 の LED が 用 意 さ れ て いる . た だ し PC-9801N, NV の 
キー ボー ド は 電気 的 ロッ ク で ある . 
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田 キ ー ボ ー ド の 識別 
従来 の キー ボー ド と 新た な キー ボー ド を 識別 する た め に は , 以下 の シス テム 共生 


城 を 参照 し な けれ ば な ら な い . な お , 参照 する 際 に は 意味 付け の され て いる ビッ ト 
の み 参 照 す る こと . 


キー ボー ド タ イ プ 議 別 ビ ピッ ト 


7 BE 5 』 8 2 1 1 
000 : 0481H 拓 較 開 岡 剛 較 
中 還 較 計 


器 ・ 旧 ゴイ ゴゴ キー ポー ド 

HE FE-81FAE は 降下 デス ツタ トッ ゴ 航 お 上 
PE-8I1R 半 RWJER ES。RS.H 半 、DS ES。 
PE-8RL. 

中 ・ 凶 -8H1LS.LW。T. ヨ 8NUITE 
ディ ッ ゴ スイ ッ チ SEP-7 時 

11 : PE-8H1LSJLW.T.8NMHTE 
ディ ッ ゴ スイ ッ チ SE-? IFF 時 


な お , PC-9801LS, LX, T, 98NOTE に お ける ディ ッ プ スイ ッ チ SW2-7 の 設定 は 
vf キ ー の 有効 / 無 効 を ソフ トウ ェ ア に 通知 する た め の 機 能 で あり , vf キー の キー 
コー ド 発 生 を 抑止 する も の で は な い . ソフ トウ ェ ア 側 で は 必要 に 応じ て vf キー の 
キー コー ド を 破棄 し な けれ ば な ら な い . 


@ 動 作 フ ロー 
マチ キー が ー バ タプ ブン 読 多 の フワ ロー 


憶 
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第 6 章 キー ボー ド 
田 キ ー ボ ー ド の ソフ トウ ェ ア 制 御 


PC-9801FA 以 降 の 機種 お よび PC-9801RA, RX, EX, ES, RS, DX, DA, DS, CS, 
PC-98GS の キー ボー ド で は , RST 信 号 を キー ボー ド へ の 下り コマ ンド 信号 と し て 利 
用 する こと に より , キー ボー ド を ソフ トウ ェ ア に より 制御 する こと が で きる (マル 
チタ スク 環境 で 本 機能 を 利用 し た ソフ トウ ェ ア を 実行 する 場合 , 他 の ソフ トウ ェ ア 
と の 関係 に つい て 十分 な 配慮 が 必要 で ある ) 

キー ボー ド へ の 下り コマ ンド は , 1/0 ポ ー ト 41H へ の 書き 込み に よっ て 発行 す 
る . 


マチ キー が 一 人 交 交 の た を た め の ん の アレ ズン 砂 訪 一息 


キー ボー ド に 対し て 下り コマ ンド を 発行 する 際 は , キー ボー ド の 内 部 状態 を 考 
する 必要 が ある . キー ボー ド の 内 部 処理 に よっ て , キー ボー ド か ら の 応答 が 遅れ た 
り , タイ ミン グ に よっ て は , キー ボー ド か ら の 応答 が ある まで の 間 に , コマ ンド に 
は 無関係 の キー コー ド が 送ら れ て くる こと も 考え られ る . 

PC-9800 シ リー ズ の キー ボー ド は , 送信 し た デー タ が 本 体側 に 引き 取ら れる まで 
は 次 の 処理 に 進ま な いよ うに 設計 され て いる . 特に 新 キ ー ボ ー ドド では, キー ボー ド 
へ の 下り コマ ンド を 発行 し た 場合 で も , それ 以前 に キー ボー ド が 送信 し た デー タ が 
本 体側 に 引き 取 られ て いな い 場 合 , デ ー タ が 引き 取ら れる まで は コマ ンド が 実行 さ 
れ な い . これ は リセ ッ ト コ マン ド で も 例外 で は な い . し た が っ て , 本 何 出 の デー タ 
引き 取り に は 十分 注意 する 必要 が ある . 

キー ボー ド に 対す る 下り コマ ンド を , キー ボー ド の リセ ッ トト 直後 に 発行 する 場合 
は , 必ず リセ ッ ト 後 3 て 10msec の 間 に 発 行 す る 必要 が ある . これ を 守ら な い 場 合 
キー ボー ド の 動作 は 保証 され な い . 

た だ し , リセ ッ ト 後 50msec を 過ぎ た 後 は , 任意 の タイ ミン グ で 下り コマ ンド を 
発行 する こと が 可能 で ある . 
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下 喘 / ド ドド US II 旧 昌 后 / ド 上 コマンド 
送 恒 華 止 EEEl 送 恒 華 止 送 ] 言 g[ 
emーーーーーーーーーー ト ーーーーーーー 一 
l 3 1 El 「msEc』 


@ 下 り コ マン ド に よる キー ボー ドリ セッ ト 
マチ オー が 一 人 の グッ た 婦 夏 フワ ロー 


114 


第 6 章 キー ボー ド 
一 CAPS。 カナ キー の ソフ トウ ェ ア コ ント ロー ル 


PC-9801FA 以 降 の 機種 お よび PC- 9801RA, RX, EX, ES, RS, DX, DA, DS, CS, 
PC-98GS は , CAPS と カナ の ロッ ク 状態 を , 以下 の 様 な ハー ドウ ェ ア 手 順に より ソフ 
トウ ェ ア で 制御 する こと が で きる . 

た だ し , マル チタ スク 環境 等 で 本 事項 に 対応 の ソフ トウ ェ ア を 実行 する 場合 を 考 
慮 し , 他 の ソフ トウ ェ ア と の 関係 に 関し 配慮 する こと . 


@ 動 作 フ ロー 
マカ ナブ み ぐ チー ラン フン の 弥 フ ワー 


ココ 


マ チー が ーー 人 ム 光 の フワ ロー 
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6.4 キー 配列 と キー コー ド 


画 キー 配列 


@PC-9801FA 以 降 の 機種 お よび PC-9801RA, RX, VM11, EX, ES, 
RS, DA, DS, DX, UF, UR, CS, PC-98RL, D0, DOT, GS 
マチ キー 族 少 /( 友 訪 遂 


副 


@98NOTE シ リー ズ (NL, NS/L を 除く ) 
マチ ー 寂 多 (⑳ の 7 の 


@PC-9801NL, NS/L 
マー 祖 多 //- の 97 人 ルル, ルツ 


避 
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で PC-9801, 上 , FM U, VF, VMO, VMZ, VM4, UV, VM21. VX 


UX, CV 
マキ ー 尺 多 の - の の 7 と た の 訪 北辺 


ココ 


@PC-98LV 
マチ ー 尺 多 /7 の - の 2 の 7/ 


避 


@ で PC-9801LI model 1.2 
〒 チー 中 多 (7/ と の 7 7 の e/ 7 の 


ココ 


で PC-98LT model 11, 21, 22 
マチ オー 応 多 7 の - の 7 7 /oge/ 77 27 ググ 


員 
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@PC-9801LS,LX, T 
ャ キー 有 多 の の -92 の 775 / ル 


m 


@PC-98XA. XL, XL< 
マチ ー 中 多数 ク 


田 キ ー コ ー ド 
マ チー コー バム 一 息 
BE 


マチ キー フー バム 一 息 / ク ラフ ァ ッ クン シン 巡 の 


m 
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第 6 章 キー ボー ド 


6.5 106 キ ー ボ ー ド 


PC-9800 シ リー ズ 上 に て PC/AT 互 換 機 と 同様 の キー 操作 性 を 実現 する キー 
ボー ド . 


画 機 能 仕様 
使用 可能 な 本 体 ・PC-9800 シ リー ズ デ スク トッ プ / ラ ッ プ トッ プ 機 (PC-9801 
を 除く ) 
・98NOTE( ドッ キン グ ス テ ーション 経由 ) 
キー 配列 ・106 キ ー (AT 互換 機 と 同様) 


イン ター フェ ー ス ・98 本 体 採用 と 同一 の キー ボー ドコ ネ ク タ ( ミ ニ DIN 8 ビン) 
田 キー 配列 


〒 /2 チ ーー が 一 寂 多 
m 
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笛 7 音 
天 / 早 
CRT デ ィ ス プレ イ 


7.1 仕様 


田 ノ ーママ ルモード 


@16 色 モー ド 

水平 同期 周波 数 24.8KHz ノ 31. 5KHz* 

走査 方 式 ノン イン タ レー ス 

スキ ャ ン 方 式 アデ アン ダー スキ ャ ン 

座標 系 標準 グラ フィ ッ ク 640 X200 プ 400 2 画面 
拡張 グラ フィ ッ ク 640 X400(4096 色 中 16 色 ) 
テキ スト 表示 80 桁 X20/25 行 (16X16 ドット, 

カラ ー8 色 また は モノ クロ 濃淡 ) 

(標準 拡張 グラ フィ ッ ク は 一 者 択 一 

出力 アナ ログ RGB, デジ タル RGB, モノ クロ 


*31. 5KHz は PC-9821A シ リー ズ , PC-9821B シ リー ズ , PC-9821X シ リー ズ , 98MU 
LTi, PC-9801BX4, BX3, BX2, PC-9801BA2, BS2, PC-9821Nd2 の み 
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@256 色 モー ド 
水平 同期 周波数 31.5KHz 
走査 方 式 メン イン タレ ー ス 
スキ ャ ン 方 式 の の の 
座標 系 256 色 表示 640 X400/480 
出力 アナ ログ RGB 


使用 可能 機種 PC-9821X シ リー ズ , PC-9821A シ リー ズ , 98MULTi, PC-9801B 
X4, PC-9821Na7, Nx, Ne3, Nd2, Np, Ne, Es 
田 ハ イレ ゾ モ ー ド 


水平 同期 周波 数 32.8KHz プ 50. 0KHz 


走査 方 式 ルッ ング クニ レー ペグ ノン イル ング レース 
スキ ャ ン 才 式 の グー ジグ 
座標 系 グラ フィ ッ ク 1120X750 1 画面 (4096 色 中 16 色 ) 
テキ スト 表示 80 桁 X25/31 行 (24X24 ドッ ト , 
カラ ー8 色 また は モノ クロ 濃淡 ) 
出力 アナ ログ RGB, モノ クロ 


使用 可能 機種 PC-98XA, XL, XL2Z,。RL お よび 98 ハ イレ ゾ ボ ー ド 実 桂 機 種 


注意 : それ ぞ れ の モー ド は , 水平 同期 周波 数 に 対応 し た ディ スプ レイ ^ 
用 する こと . 
機種 に に っ て は サポ ー ト し て いな いり 機種 が ある . 「 第 1 部 シス テム 概要 
1.3 機種 別 仕様 」 参照 の こと . 

注意 : デ バイ ス の 初期 化 は 必要 な い . 
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@PC-9821X シ リー ズ 

上 記 機 種 は アナ ログ RGB イ ンタ ー フ ェ イ ス の み 搭 載 し て いる . 640 X200 表 示さ 
未 サ ポ ボー ト で ある . 

ノー マル モー ド 時 , 水平 同期 周波 数 の 切り 替え が 可能 と な っ て いる . 切り 共 え 方 
法 は 以下 の 通り で ある . 1 度 設定 すれ ば 本 体 に 情報 が 記憶 され る た め , 再度 設定 す 
る まで 有効 と な る 。 


マ //- の クル ング ソー ズ の ノー マル 一 ん 炎 沈 尼 塊 逐 半数 の 変更 


@PC-9821Na7, Nx, Ne3, Es, Np, Nf 

上 記 機 種 は 167 7 万 色 表 示 が 可能 な TFT カラ ー 液 曲 デ ィ ス プレ イ を 搭載 し て いる . 
また , オプ ショ ン で 提供 され る CRT 接 続 ケ ー プ ブル で アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 
0 の 0 GS の 


注意 : PC-982 1Nx, Ne3 :TFT カ ラー 液晶 ディ スプ レイ と し て は 26 万 色 表 示 . ウィ ンド 
ウ ア クセ ラレー タ の ディ ザ リ ン グ 機 能 に より 擬似 的 に 1677 万 色 表 示 を 実現 


@PC-9821Nd2 

上 記 機 種 は 65, 53 6 色 表 示 が 可能 な デュ アル スキ ャ ン STN カラ ー 液 晶 デ ィ ス プ レイ 
を 搭載 し て いる . また , オプ ショ ン で 提供 され る CRT 接 続 ケ ー ブ ル で アナ ログ RGB デ 
ィ ス プレ イ を 接続 する こと が で きる . 


@PC-9821Ne2,. Lt, Ne, Ns 

上 記 機 種 は 4096 色 中 256 色 表示 が 可能 な TFT カラー 液晶 ディ スプ レイ を 搭載 し て 
いる . また , オプ ショ ン で 提供 され る CRT 接 続 ケ ー ブ プル で アナ ログ RGB デ ィ ス プ レイ 
を 拉 続 する こと が で きる . 


122 


第 7 章 CRT デ ィ ス プレ イ 


@PC-9821Ld, Nd 

上 記 機 種 は 512 色 中 256 色 表示 が 可能 な デュ アル スキ ャ ン STN カ ラー 液 曲 デ ィ ス プ 
レイ を 搭載 し て いる . また , オプ ショ ン で 提供 され る CRT 接 続 ケ ー ブ ル で アナ ログ 
RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 する こと が で きる . 


@PC-9821A シ リー ズ 

上 記 機 種 は アナ ログ RGB イ ンタ ー フ ェ イ ス の み 搭 載 し て いる . 640X200 表 は 
未 サ ポー ト で ある . 

また , オプ ショ ン の 98 ハ イレ ゾ ボ ー ド (PC-9821A-E02) を 増設 する こと に より , 
ハイ レゾ モー ド を 使用 する こと が で きる . 

ノー マル モー ド 時 , 水平 同期 周波 数 の 切り 替え が 可能 と な っ て いる . 切り 奉 え 方 
法 は 以下 の 通り で ある . 1 度 設定 すれ ば 本 体 に 情報 が 記 培 され る た め , 再度 設定 す 
る まで 人 有 多 と な る 


マー- の クル ガン グー ズ の ノー マル モー 人 ん 人 菊 芝 尼 塊 逐 有 数 の 変更 


@PC-9801BX4, BX3, BX2, BX, BA3, BA2, BA, BS2, PC-9821Cb2, Cx2, Cx 
, Ce2, Ce, Cs2, Cf 
上 記 機 種 は アナ ログ RGB イ ンタ ー フ ェ イ ス の み 搭 載 し て いる . 640 xx200 表 示 は 
末 サ ポー ト で ある 、 
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@PC-9801P 

PC-9801P は 本 体 に 8 階 調 表示 の STN 白 黒 液晶 ディ スプ レイ を 搭載 し て いる . ま 
た , 拡張 コネ クタ ボッ クス の コネ クタ に オプ ショ ン で 提供 され る CRT 撲 続 ケ ー プ レ 
を 払 続 する こと に より , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 撲 続 す る こと が で きる . 


@PC-9801NC, NA/C, NX/C 

PC-9801NC, NA/C, NX/C は , 4096 色 中 16 色 表示 が 可能 な バッ クラ イト 付き TFT 
カラ ー 液 晶 デ ィ ス プ レイ を 標準 で 搭載 し て いる (AC ア ダ プ タ を 使用 し な い 場 合 , 輝 
度 が 減少 する ) . また , オプ ショ ン で 提供 され る CRT パッ ク を 装着 する こと に より , 
アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 拉 続 する こと が で きる . 


@PC-9821Nm, Neel NS/A, NS/R, NS/L, NS/T, NS/E 

上 記 機 種 は 本 体 に 8 階 調 表 示 の モノ クロ 液 曲 デ ィ ス プレ イ を 搭載 し て いる . ま 
汗 オン アン ショ リン 朱 着 (NS/A, NS/R, NA, NS/T, NS/E) も し 
く は CRT 撲 続 ケ ー ブ ル を 使用 (NS/L) する こと に より , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 
撲 続 す る こと が で きる . 


@PC-9801NL/R, NL, NS, NV, N 
上 記 機 種 は 本 体 に 8 階 調 表示 の モノ クロ 液晶 ディ スプ レイ を 搭載 し て いる . 


@PC-9801LS 
PC-9801LS2, 5 は 本 体 に 8 了 調 表示 (15 階 調 表 示 品 の プラ ズ マ ディ スプ レイ を 搭 
載 し て いる が , カラ ー 表 示 を 想定 し た アプ リケーション の 実行 を 考慮 し , 4096 色 中 
16 色 モー ド 時 の カラ ー コ ー ド と ディ スプ レイ の 表示 と の 対応 を 以下 の よう に し て い 
9 
マ /- の の 7/$6 の カラ ー コ フー ムー 7 の /-72 宮 克 / 条 天 名 
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な お , 8 色 モ ー ド 時 の カラ ー コ ー ド と 表示 色 の 関係 は 以下 の 通り . 


マー- の 5 の 7/$? の カラ ー コ ー ム と (7 の 9 大 克 / 馬 天 名 


@PC-9821T, PC-9801T シ リー ズ 

PC-9801T model W2, W5, W7 は , 8 了 調 表示 の 白黒 液 馬 ディ スプ レイ を 搭載 し て 
いる . 

PC-9801T mode1 S5 は , 8 色 表 示 が 可能 な STN カ ラー 液 曲 ディ スプ レイ を 搭載 し 
て いる . 

PC-9801T mode1 F5 は , 8 色 表 示 が 可能 な TFT カラ ー 液 曲 デ ィ ス プレ イ を 搭載 し 
て いる . 

PC-9801T model F51, F71 は , 16 色 表示 が 可能 な TFT カラ ー 液 上 曲 デ ィ ス プ レイ 
を 搭載 し て いる . 

PC-9821T は , 4096 色 表 示 が 可能 な TFT カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ を 搭載 し て い 
8 

まだ 。 CRT デ ィ ス プレイ へ の アナ ログ ノ 表 示 を 可能 と する アナ ログ R6B イ ンク ー 
フェ イス コネ クタ も ゃ 実装 し て いる . 


@PC-98DOTDO 
上 記 機 種 は アナ ログ RGB イ ンタ ー フ ェ イ ス の み 搭 載 し て いる . 


田 レ ゾ リ ュー ショ ン 識 別 方 法 
参照 する 際 に は Ds ビッ ト の み を 参照 する こと . 


シス テム 共通 域 0000:0501H 
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陳 四 后 目 還 証 所 印 


hl き 人 
1: リ ロイ レゾ モー ド 
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7/.2 テキ スト 表示 


マテ キス / 天 区 要 


一 テ キス ト VKAM 


テキ スト VRAM は , CPU, GDC に 対し て 次 に 示す よう な メモ リ 冠 間 を も っ て いる . 


マテ キス //W4 の の の アバ ンズ と 4 の 〆/ ア が ルス 


員 


GDC と の イン ター フェ イス (表示 開始 アド レス , カー ソル 表示 位置 , ラ イト ペン 位 
置 等 ) は GODC ア ドレ ス で 行う . 

ノー マル モー ド に お いて , CPU が テキ スト VRAM を アク セス する と き 必 要 な アク セ 
ス 時 間 は 次 の よう に な る . 


・ 標 準 CRT は 平均 1.8rs プ バイ ト ( ま た は ワー ド ) 
・ 専 用 高 解像度 CRT は 平均 1. 4s プ バイ ト ( ま た は ワー ド ) 


CPU アド レス の A4000^A7FFF の 部 分 に メモ リ 等 を 実技 する こと は で き な い . 
ノー マル モー ド に お いて , 40 字 表示 の と き に は , GDC ア ドレ ス の 偶数 アド レス の 
み が 表 示さ れ て 奇数 アド レス は 無視 され る . 
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HIIH LUW 


(CEH・ 御 字 モ ー ド 時 に 使用 
※EI: 箇 字 モー ド 時 に | は 未 使用 


iDE デ ドレ スー EPU デ ドス 


また , 40 字 表示 時 の 漢字 コー ド は 下記 の 斜線 部 分 の よう に , GDC ア ドレ ス の 通 続 
する 偶数 アド レス に , 同じ コー ド を 左右 に 分 割 し て 格納 する . 


HIIH LHW 
同一 症 字 コー ド * 先 ! 
( 石 』 


(CEH・ 御 字 モー ド 早 に 使用 
※EH・ 箇 字 モー ド 時 に | は 末 使 用 


注意 : PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xe10 , Na7, Nx, Ne3, Nd2, Cx2, Cb2, PC-9801 区 
4 に 関し て は アク セラ レー タ 使 用 時 の テキ スト VRAM エリ アヘ へ の アクセス は 不 
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田 文 字 コ ー ド 表現 
文字 コー ド の 設定 は 次 の よう に 行う . 


@ANK 
津 字 を 使用 し な いい 場合 は 0 


文字 コー ド 
注 : PC-9801/E に お いて 濾 字 オ ゴ ショ ン き 付け 
て いな い 場 合 。Dm か ら Ds ま で は 存在 しない. 


@ 簡 光 グ ラフ (ノー マル モー ド の み ) 


Madg F デ Ft 三 ロ で 
アト リピ ビュー トコ ー ド 中 
ロー1 加 崩 寺 
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@ 標 準 若 字 


JIS コ ー ド lt 全局 学 洋 
リ イト 串 1 バリ イ ト 直 上 H 斉 
中 いた も 本 
示 合 用 河 字 本 堪 /" 右 
・ 左 便 
1 : 右側 


上 記 の よう に 灘 字 の VRAM 上 の 表現 は 4 バイ ト で 行わ れる . すなわち , 次 の よ うな 
形式 で ある ( 各 文 字 の コー ド に つい て は BASIC の マニ ュ ア ル を 参照 する こと ). 


2?0H--7FH 7EH 一 2HYW1) 
人 000 id 
FH ま で 


92H--5 (PC-8801EF1.2。87MZ。87Z は ] 


?BH 一 20HODa 
字 の 左右 
・ を 前 
ロ | 
(W1) 7BH が から 20H を 引い た 値 「: 右 姜 
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・ 第 1 バイ ト に は JIS コ ユー ド よ り 20H を 引い た コー ド を 格納 する . 

・ 前 記 の 表 の すべ て の 場所 に 文字 が 対応 し て いる わけ で は な い . 文字 の な い コ ユ コード 
を 指定 する と , スペ ー ス が 表示 され る . 

・2byte 系 全角 文字 の 2 つの 連続 する カラ ム に は 同一 の コー ド を 格納 する . 

Dz=0: 左 側 
=1 : 右側 

・JIS 非 漢字 JIS 漢字 第 1 水準 , 第 2 水準 の コー ド ( 全 角 コ ー ド ) で , 右側 の コー ド 
表示 に は 関係 しない. 

・ そ の 他 の 2byte コー ド ( 半 角 表 示 :2byte 半角 コー ド (9, 10, 11 区 ) , 全角 表示 : 
2byte 半角 コー ド (12, 13 区 , 拡張 渓 字 , ユー ザー 定義 ) ) で は この 限り で は な い 
が , 全角 表示 半角 コー ド の 右側 に 全角 コー ド を 格納 する と , 全角 表示 半角 コー ド 
文字 の 左 半 分 と 全角 コー ド 文 字 の 全角 が 表示 され る . 


画 表 示 文 字 種 


@ANK 
第 2 バイ ト (①] ぉ g^Ds) が すべ て ゼロ の 場合 , 次 の 文字 が 表示 され る . 


ーー 日 斑 
中 琴 HE 
ーー 日 軒 攻 
中 環 肝 


マ 4/ 人 の チャ ラク タフ コ 一義 
副 
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@2 バ イト 文字 
第 2 バイ ト が ゼロ で な けれ ば , JIS2 バ イト コー ド に より 文字 が 表示 され る . 


マグ クィ アプ 人 叉 学 の キャラ クタ コー た 生 
中 


@ 莉 線 

文字 列 と し て は 以下 の 署 線 等 が 使用 で きる . 

た だ し , ハイ レゾ モー ド , また は ノー マル モー ド の 20 行 表示 で は , 縦 方向 の 絹 は 
つなが ら な い . 


マ 京 雪 の チオ キャ ラク タコ ーー/ 閉 
地 


132 


副 文 字 構 成 


の ノー マル モー ド 
マ 学 の 導 (シー マル モー だ 44 と 上 舌 昌 グ ラブ 


マ 学 の 尊 ( ン ー マ ル ぞ ー た /" 差 
マデ ァ ス プレア ( 交 雰 / 湯 彦 恋 ) の 芝 多 


マ 4 人 フチ テン ム 久 グ 旋 そ / ァ /? の の 


@ ハ イレ ゾ モ ー ド 
マヤ 文学 の 導 クィ アン ジテ ー バ 


マ 良 門 の 大 巡 プレ ジン ぞ ー パ 
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第 7 章 CRT デ ィ ス プレ イ 


田 ア トリ ビュ ー ト 表現 
アト リ ビ ュ ー ト は 画面 上 の 1 キャ ラク タ を 修飾 する た め の 8 ビ ッ ト の 情報 で ある . 


ヤマ ア ム た ソ ど ュー トム ど ピッ ム 北 
避 


アト リ ビ ュ ー ト は 画面 上 の すべ て の 文字 に 対し て 8 ビッ ト が いつ で も 有効 で ある 
た め , その 文字 の 属性 を 正確 に 書き 込む 必要 が ある . た と えば , アン ダー ライ 9 
継続 し て 表示 する 場合 に は , それ ら の 文字 全部 に つい て UL ビッ ト ( ビ ッ ト 3) を 1 に 
な けれ ば な ら な い . また アト リ ビ ュ ー ト は 各 文 字 に 対応 し て いる の で , 0 
等 で 文字 を 移動 させ た 場合 は それ と 同じ 移動 を アテ トリビュー ト に 対し て も 施す 必 
要 が ある . 

アデ アトリビュート の 機能 を 次 の 表 に 示す . 


ヤマ アム た グ ど ュー トム ど ピッ トム の 座 須 一 息 
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田 カ ー ソ ル 表 示 


@ 形 状 
_ カー ソル は 基本 的 に は ブ プリン キン グ ブ ロッ ク 形式 で ある が, GDC に 対す る プ ブログ 
ム に よっ て 上 自由 な 形 に 設定 する こと が で きる . シー クレ ッ ト 領 域 で も カー ソル は 
RY の の し CO の 。 


注意 : GDC の 制約 に より , 画面 の 第 0 行 目 で は 自由 な 設定 が で き な い こと が ある . 
ハイ レゾ モー ド で は , イン タレ ー ス 制御 が 乱れ る た め , カー ソル ブリ ン キ ン 
グレ ー ト の 設定 を 行っ て は な ら な い . 


信 字 表示 時 の カー ソル 表示 
全角 文字 の 後半 を カー ソル 位置 に する と, 後半 の 部 分 の 1 カラ テム の み に カ ー ソ ルレ 
表示 され る . し た が っ て 漢字 の と き の カ ー ソ ル 移 動 は 2 カラ ム ず つと する . 


〒 作 厚 叉 デ と に ある カー ン ル 大 巡 
地 
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7.3 グラ フィ ッ ク 表 示 


マク ラフ ァ ッ ク 税 雄大 導 且 


@CPU, GDC, メモ リ , VRAM の 関係 
マ の の の 2 メモ 中 4 の 肢 秦 


呈 


@ メ モリ ーー VRAM 間 の ビッ トンド ッ ト 移 送 上 の 注意 
7 こと 書き 込ん だ り , 逆 に 読み 出し た り 
する 方 法 に 


・ 直 接 CPU か ら ア クセ ス す る 方 法 
・GDC 経 貼 で アク セス する 方 法 


の 2 通り が ある . この と き に b) の 場合 は a) の 場合 と ビッ ト - ドッ ト 間 の 対応 が 間 
に な る . 


マヤ の / 湖 太 この の 湖 太 の の! アク を スズ の 運 の ) 


呈 
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田 グ ラフ ィ ッ ク VRAM (ノー マル モー ド ) 


ノー マル モー ド で の グラ フィ ッ ク VRAM は 次 に 示す よう な メモ リ 空 間 を も っ て お 
り , モー ド お よび グラ フィ ッ ク 解 像 度 に 応じ て メモ リ の 表示 画面 に 対す る 割り つけ 
方 が 異な る . 


マ -/7 人 の ア が だ ンス と プレ ー ン の 勤 グ 攻 て (ンー マ ルー 


GDC 経 貼 で デー タ を リー ドン ライ ト す る 場合 に は , 最初 に 表示 され る ドッ ト が LSB 
に な る . な お , PA00, PA10, PA20, PA30 と PA01, PA11, PA21, PA31 (同様 に PAO 
と PA1) と の 切り 奉 え は 1 /0 ボ ー ト アド レス 0A4H (表示 時 ) , 0A6H (描画 時 ) に OUT ( 出 
力 ) する こと に よっ て 行う . また , 200 本 モー ド の P. B に つい て も 同様 で ある . 

「7.4 TI/0 ア ドレ ス と 命令 画 グ ラフ ィ ッ ク 制 御 命令 」 参照 の こと . 


@ 画 面 モ ー ド と ハー ドウ ェ ア の 関係 
各 画 面 モ ー ド , 使用 CRT に 応じ て , ハー ドウ ェ ア 各 部 を 次 の よう に 設定 する 必要 
が ある . 


マヤ 局 太 デー 人 と の 7 の 大 之 含 が に よる ん の 玩 定 
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@ 画 面 合成 コー ド 

画面 合成 に 関係 する 表示 プレ ー ン の ドッ ト が オン (1) で ある 場合 に , 指定 され る 
パレ ッ ト レ ジス タナ ン バ の 内 容 ( 値 ) を オー ル 1 (7 また は F) も し く は 緑 (4) に し , 他 
を すべ て 0( 黒 ) に し た と き , 画面 合成 され る . 

この 表 は (PA00, PA10, PA20), また は (PA01, PA11, PA21) の 合成 方 法 を 示し 
て いる . また , PB 系 に つい て も 同様 で ある . 

画面 合成 に 関係 する プレ ー ン を O 印 , 関係 し な い プ レー ン を X 印 で 示す . 


〒8 色 モー ド 
マ 大 房 合成 表 地 プレ ー ン と ノイ ン ッ トレ ジス タ の 論 (@ 包 チー 


ヤマ 16 色 モー ド 
マ 雇 応 今 磯 素 去 プレ ー ン と パレ ッ ト レ ジス タ の 論 72 事 テー 


注意 : PC-9821Xt13, Xa12, Xa10,Xa9, Xa7, Xe10, Na7,Nx。Ne3, Nd2, Cx2, Cb2 (お 
いて は , アク セラ レー タ 使 用 時 の 98 互 換 グ ラフ ィ ッ ク VRAM エ リア へ の アク セ 
ス は 不可 
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較 グ ラフ ィ ッ ク VRAM (ハイ レゾ モー ド ) 


ハイ レゾ モー ド で は , グラ フィ ッ ク VRAM は 1 組 で あり , 解像度 も 一 定 な の で メモ 
リ の 割り つけ は 常に 一 定 で ある . 


マグ -/7744 の ア が だ と レス と プレ ー ン の 攻 ク 当て クノ ュ アン ジテ デー 


避 


4 プレ ー ン の メモ リ は 同一 の アド レス に 割り つけ られ て お り , CPU が READ ン WRITE 
する プレ ー ン の 選択 は 。1/0 ポ ー ト アド レス 0A4H の グラフィック チャ ー ジ ャ の モー 
ドレ ジス 久 に よっ て 生 う 。 
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7.4 1/0 ア ドレ ス と 命令 


一 テキ スト 表示 制御 命令 


テキ スト 制御 用 の GDC で ある GDC( マ スタ ) PD7220 お よび 各 制 御 回 路 は , 次 表 に 
示す 命令 に よっ て 制御 され る . な お , ア ドレ ス 6CH の レジ スタ は ノー マル モー ド の 
み 有 効 で あり, アド レス 6AH の レジ スタ は , ハイ レゾ モー ド で も 一 部 有効 で ある . 


マテ キス / 羨 寺 券 災 // め ググ の の ん の アンズ と 六 念 一 監 


副 


@ ラ イト モード レジ スタ (2) 
マヤ テキ ス / 閉 寺 故 (Z め ク 22) ラノ ム モ テー だが レジ スタ 


の Mode F/F 
ハイ レゾ モー ド 時 は , Mode F/F の 5, 6, 7 の み 有 効 . 
マ テオ キス 先天 盛 // の ググ の /2e ん 7 育 線 
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@ 不 揮発 性 メモ リ の 使い 方 (MODE F/F の 使い 方 ) 
ハイ レゾ モー ド 時 , 不揮発 性 メモ リ の アド レス は E3FE2H^E3FFFH と な る . 


書き 込み 方 法 
ル 47, の / 
の /7 6 の 7 47 …………・ 施 逐 少 メデ ノ ぎ を 考 き 以 必 み 式 尽 に こす る. 
4 ル の 227 
太 ル 7? 4 ルル 


/ ルル た 27 
婦 / の 7 た /77/ ル , 7 … 557 4 が と グー タク 9 の が 7 
/ ルル が た 67 
妙 / 7 た /77/ ル , の 97 … 55 4 が と の ー の 27 


/ 6 
M が 7 4 の タ 
娘 / 7 た 7727. の の … 55/2 4 が と てこ 597 (4 が 7 まで を 
/W// が / が で て の こる . 
刀 47 が 
の 7 697 44 ……………… 婦 交 胞 迷 メ モノ ぽ 姓 き メ みみ ズ 弥 に チ る 
読み 出し 方 法 
九 / 4 007 
// 人 ダバ 彦 //6 
/ が 4 た 
ルル / み 7 ーー グー の 4 多め 


4 め の 7 ………mn 芝 メモ ソノ ゲ ア ズ の チェッ ク を な フ 
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田 ラ イン カウ ンタ 制御 命令 


ライ ンカ ウン タ 制 御 回 路 は , CC ライ ンカ ウン タ 出 力 , ア ンダ ー ラ イン の タイ ミン 
グ 出 力 , ス ムー スス クロ ー ル 機能 を 実現 する た め の ア ドレ ス 加 算 回 路 へ の タイ ミン 
グ 出 力 等 , CRT の 垂直 方 向 の 制御 信号 を 出力 する . 

ライ ンカ ウン タ 制 御 回路 は ライ ト だ けが 可能 な レジ スタ を も っ て いて , 次 の 表 に 
示す 命令 に よっ て 制御 する . 


マラ ブン カウ ンタ の ん の アレ ズン 砂 念 一 息 


マラ アン カウ ンタ デ ァ スプ レア と が 諸 に こよ る 尽 , 必 , み 芝 定 


ライ ンカ ウン タ 設 定 値 の 例 (ノー マル モー ド ) 


PL, BL, CL の 設定 値 
マラ アン カウ ンタ 妥 征 多層, 太 , の / 


避 


SUR, SDR, SSL の 設定 値 
マラ ブン カウ ンタ 妥 征 交 (7 67 59/ 


ココ 
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田 ス ムー スス クロ ー ル 制御 (ノー マル モー ド の み ) 
スム ー ス スク ロー ルレ は お も に ライ ンカ ウン タ 制 御 回 路 に よっ て 実現 され る . ソフ 


トウ ェ ア は 基本 的 に は SUR, SDR を セッ ト し , 1 画面 ご と の タイ ミン グ で SSL を 増 成 
する こと に より スム ー ス スク ロー ル ア ッ プ , ダウ ン さ せる こと が で きる . 


マズ ムー ズ ス クワ ロール の スク ワー ル テ ソ アン 


避 


マス ムー ズ ス クワ ー ル 弥 六 の フワ ロー 
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田 グ ラフ ィ ッ ク 制 御 命 令 (ノー マル モー ド ) 


グラ フィ ッ ク 制 御用 の GDC で ある GDC( ス レー ブ ) PD7220 お よび 各 制 御 回 路 は 
次 表 に 示す 命令 に よっ て 制御 され る . 


マク ラフ ァ ッ ク 義 寺 禄 の / の アレ スン 門人 訪 一息 (ンー マル テー 


@ モ ー ド レジ スタ 
マグ ラフ ァ ッ ク 義 寺 必 (の グ 2 の テー が レジ スタ 


@ バ レッ トレ ジス タ 
マグ ラフ ァ ッ ク 義 示 故 // め ググ ノイ レッ トレ ンジ スタ 


AA, AC, AE は リー ド す る と 上 位 4 ビ ッ ト が 下位 4 ビッ ト に コピ ビー され る . 
ディ スプ レイ の 選択 は , 前 述 し た よう に シス テム ポー ト B の デー タビ ッ ト 3 の 設定 
区 つて 全う 。 


マデ ァ ズ スプ ブレア (旅券 / 湯 彦 有 / の 多 
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田 グ ラフ ィ ッ ク 制 御 命 令 (ハイ レゾ モー ド ) 


グラ フィ ッ ク 制 御用 の GDC で ある GDC( ス レー ブ ) PD7220 お よび 各 制 御 回 路 は 
次 表 に 示す 命令 に よっ て 制御 され る . な お , ア ドレ ス A4H, A6H は , グラ フィ ッ ク 
チャ ー ジ ャ (GRCG) の レジ スタ で ある . 


ヤマ クラ ファッ ク 義 到 旨 の / の アレ ズン 砂 訪 一息 と! ア レン モー パ 


マグ ラフ ァ ッ ク 閉 雪 が 一 た じ ! ア レン モー /) の 有 基 募 匠 
m 


田 グ ラフ ィ ッ クチ ャ ー ジ ャ 制御 命令 
グラ フィ ッ ク チ ャ ー ジ ャ (GRCG) は PC-9801, E, F1, F2, F3, M2, M3 で は 使用 
不可 (PC-980102 で は オプ ショ ン ) . 
GRCG は , 内 部 に ライ ト だ けが 可能 な レジ スタ を 2 つつ 持つ . 
6 の ん の ア が レンズ と 門 一 息 


マヤ 7 の 7 の 訪 放 到 線 
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・GRCG 動 作 中 は , CPU に WAIT が か か り , モー ドレ ジス タ の 変更 が 不可 と な る . 
・GRCG 動 作 中 は , バス が 占有 され る た め DMA 転 送 レー ト が 低下 する . 原則 と し て 
DMA と GRCG は 同時 に 使用 し な いこ と (た と えば , 固定 ディ スク の DMA 転送 な ど 
と , GRCG に 対す る スト リン グ 命 令 に よる アク セス は 同時 に 行わ な いよ うに する 
必要 が ある ) . 


@ モ ー ド 


・TDW モ ー ド 
VRAM に 対し て CPU が ライ ト す る と , CPU の ライ ト デ ー タ は 無視 され , タイ ルレ ジ 
スタ の 内 容 が 各 プ レー ン に ライ ト さ れる . 


〒 7 デー だ 


員 


・TCR モ ー ド 

CG モ ー ド 設定 後 , 当該 アドレス を CPU が リー ド す る と , 各 プ レー ン と タイ ルレ ジ 
スタ の 一 致 を と り , すべ て の プレ ー ン で 一 致 の と れ た ビッ ト を 1 に し て CPU に リー ド 
デー ツ と し て 中 力 する . 


〒 マ / の テー 


避 
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・RMW モ ー ド 
RMW モ ー ド 設定 後 , CPU が VRAM に ライ ト す る と , ライ ト デ ー タ の 1 の ビッ ト は タイ 
プレ レジ スタ の 内 容 が ライ ト さ れ , 0 の ビッ ト は 元 の デー タ が 残さ れる . 


///2 コ 5 た 


ココ 


画 EGCO 


EGC は , GRCG に 次 の 機能 が 追加 され る (EGC 搭 載 機種 に つい て は , 「! 第 1 部 シス 
テム 概要 1.3 機種 別 仕様 」 を 参照 の こと ). 


・GRCG と の 互換 モー ド あ り ( た だ し , GDC か ら も 使用 可能 ) . 
・4 面 の VRAM を ハー ド 的 に 同時 制御 可能 . 

・ ラ スタ オペ レー ショ ン 可 能 . 

・VRAM 内 の デー タ 移 動 の た め , ビッ ト 単 位 の シフ ト 機 能 を 持つ . 


EGC は , CPU と VRAM の 間 に 介 在 し , CPU が 読み 込み ・ 書 き 出し を 行う 際 の デー タ を 
捉え , デー タ の 加工 を 行う も の で ある . EGC を 機能 させ る た め に は , EGC の レジ スタ 
を セッ ト し た 後 , CPU に "MOVS" な どの 命令 を 実行 さす せる . する と CPU が 読み 込み 動 
作 を 行っ た と き に VRAM か ら 送 られ て くる デー タ を EGC が 取り 込み , 次 に CPU が 書き 
出し 動作 を 行う 際 に , EGC は 書き 出し の 対象 と な っ た VRAM か ら デ ー タ の 読み 出 し を 
行い , 以前 か ら VRAM に 有 っ た デー タ と CPU が 書き 込む デー タ (お よび FEGC 内 部 の レジ 
スタ 内 の デー タ ) と の 間 で ラス タオ ベレ ーション (ビッ ト パ タ ー ン 間 で の 演算 : 以後 
ROP と 記述 ) を 行い , その 結果 を VRAM に 書き 出す . 


@ モ ー ド 切り 替え 
後述 の 拡張 モー ド レジ スタ の Ex ビッ ト が 0 の と き , 従来 の GRCG と 互換 と な る . 電 
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源 00O お よび リセ ッ ト 時 も 互換 モー ド と な る . 
7 の の ん の ア が ンス と 六 念 一 息 


各 ビ ッ ト 仕 様 は 従来 と 同様 . 
RMW モ ー ド 時 は , メモ リリ ー ド を 禁止 する . 


価 拡 張 モ ー ド 
Ex ビッ ト が “1”" の 時 , 4 面 ま で の VRAM を 制御 で き る 拡張 モー ド と な る . この 
時 , アド レス 7CH の CGmode は 1 で な けれ ば な ら な い . 


マ / の の チ 六 交 チ ー バ へ 女 グ 旋 そ る ガー ム 


Ex ビッ ト は , mode F/F( ア ドレ ス 6AH) に お いて Reg Write Enable 中 で な けれ ば 
変更 で き な い . また モー ド 切 り 替 え は , GDC 描 画 中 に 行っ て は な ら な い . 

以下 に Norma1, 互換 , 拡張 の 各 モ ー ド で の CG モ ー ド お よび Px ビ ッ ト の 状態 を 示 
すす 。 


マル 2/772/, 万 導 姓 チ モー バ が で の デー と みみ ど ッ ム 
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弄 CG ウ ィ ン ド ウ 


CG ウ ィ ン ド ウ は , メモ リ 空間 の 一 部 に 割り 当て られ た 窓 で あり , この 窓 を 通し 
て , 文字 フォ ント の READ ン WRITE を 実行 する こと が で きる . CG ウ ィ ン ド ツ 搭 載 機種 
に つい て は , ! 第 1 部 シス テム 概要 1.3 機種 別 仁 様 」 を 参照 の こと . 

ウィ ンド ウ に 割り 当て る 文字 は , 次 の I/0 ボ ー ト に 出力 する . 


の @ ウ ァ ン ムツ 効 交 が 一 人 


@ ノ ー マ ル モー ド 時 
マ の の ウ ァ ン バ ムウ の フォ テン ム 攻 紗 パ ターン (/ 学 文 


呈 


マウ ァ ン バウ の の フォ テン ム 攻 細 パ リターン ( 一 落馬 用 文 
(7 ウ ァ ン ム た の の フォ テン ム 凌 紗 リ ターン ( デ 友 駐 9% ぞ 一 ん 4 


呈 


マウ ァ ン バツ の フォ テン ム 攻 紗 パ ター ン (@⑳ の テー ん 4 人 
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@ ハ イレ ゾ モ ー ド 時 


マウ ァ ン バウ の の フォ テン ム 攻 紗 パ リタ ー ン ウブ レン 宅 厚 叉 


:・CG ウ イィ ンド ウ は , 0A4000H か ら 0A4FFFH (ハイ レゾ モー ド 時 , OE4000H カ ら 


OE4FFFH) まで の 空間 に 割り 当て られ て いる が , 0A4020H( 同 OE480H) 以上 
の アド レス は 同じ パタ ー ン の 繰り 返し と な る . 


・CG で ウィ ンド ウ に 対し て DMA 転 送 し て は な ら な い . 
・ 前 記 コ ー ド は テキ ス ト VRAM に 格納 する コー ド と 同一 で ある . 
・ ユ ー ザ ー 定 義文 字 に フォ ント を 靖 録 する 場合 も , 前 記 ポ ー ト に 7620H- 


2000H か ら 765FH-2000H を セッ ト し た 後 , メモ リラ イト を 行う. 


・CG の アク セス は 次 の ライ ト オ ペ レー ショ ン に より 2 つの モー ド が ある . 


MEITE mode F/FMBBH 


DaTa 
PO が MDeD5D403D2D1D0 


nnnini』 
の 全 だ の ほ と モ ー ド ll ll | 1 日 1 H 


150 


第 7 章 CRT デ ィ ス プレ イ 


ロー ドア クセ ス | 有 有 [oc seo ぁ 


た だ し , WRITE 1st byte code, 2nd byte code は モー ド に か か わら ず 
随時 行え る . 

VSYNC=1 は 12. 5ms 中 , 152 s で ある . 

また , ANK CG の 読み 出し は , モー ド に か か わら ず VSYNC 中 の み 可 能 . 
・CG で ウィンド ウ の メモ リア クセ ス は 2wait で ある . 

・ コ ー ド アク セス モー ド で フォ ント の 読み 取り が YVSYNC 中 で 終わ ら な いと き 
は , 一 時 的 に ビッ トマ ッ プ モー ド に し , 表示 開始 まで に コー ドア デア クセス 
モー ド に 戻す の は か まわ な い . 表示 開始 は VSYNC の 立 F 上 が りか ら 395  s で 
ある . 
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一 キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ 制御 命令 (ソー マル モー ド の み ) 


漢字 キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ (KCG), ANK キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ (ANK-CG) を 制 
御 する 命令 を 示す . 


0 [中 ボ 一 上 デー 守 
ii 昌 r hm hm [hm hm [eg hi | 人 
ライ ト 文 字 コ ー ド 文字 コー ド 
豆 バ イト 事 ? バ イト 
ライ ト 字 コー ド に 文字 コー ド 
弟 1 イト 事 1 バ イト 


ライ トラ イン カウ Ph R_ R R 

由 HH 1 じ 上 ] 
区 4 8 : ーー 
ライ トイ タ ー ン 2 凍 5 トー 


(1」 上 民 は 王 角 河 字 左 (1) , 右 漠 》 斉 指 定 
REH--RE 引 は キャ ラウ 補足 ー 2 の らら イ だ 
進 部 で で 指定 する . た だ し CEOD 呈 ーー ン は 18 ラ イン 固定 
ja で RE は nH と し て お くく 未定 義 で よし 1》 。 


ヤマ グー バラ ブダ る 駐 学 リターン 
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@ 字 コー ドア クセ スモ ー ド 

CG お よび CcG カ ウン トレ ジス タ (Cc を CPU が アク セス する と き に アド レス を セッ ト 
し て お く レジ スタ ) の アク セス 方 式 の 切り 替え は , 漢字 コー ドア デア クセス モー ド の 選 
択 に よっ て 行 の 、 


・ ビ ッ ト マ ッ プ の 選択 …… MOV AL, OBH 
OUT 68H, AL 
・ コ ー ド アク セス の 選択 … MOV AL, 0OAH 
OUT 68H, AL 


ビッ トマ ッ プ モー ド で は CG, CGC カウ ント レジ スタ の アク セス は いつ で も よい . 

コー ドア クセ スモ ー ド は CG, CC カウ ント レジ スタ の アク セス は GDC の VSYNC=1 中 
に 行う こと が 必要 で ある . 

た だ し , VSYNC=1 で ある こと を 検出 し て も , ソフ ト SS | 

き は ず で に VSYNC=0 と な っ て いる 可能 人 邊 が ある . これ を 人 避け る た め に は VSYNC=0 直 
後 の VSYNC=1 を 検出 する か , CRTV の 割り 込み を 利用 する . VSYNC= 0 は 最小 
190 s で ある . 

ANK-CC の アク セス は , モー ド に か か わら ず VSYNC 中 と する . 


@ 送 字 ROM ボ ー ド の 有無 の 検出 


画面 メモ リ の 第 2 バイ ト に "00” と "FEF" の 両極 価 が 読み 書き で きる か 人 否 か に より 判 
AESG き の 
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較 ラ イト ペン (ノー マル モー ド の み ) 
ライ トペ ベン は モノ クロ 出力 を 持つ 機種 で の み 使 用 可能 で ある . 


・ ラ イト ペン は 40/80 字 モー ド に か か わら ず ', GDC 表 示 ア ドレ ス で 報告 され る . 
40 字 モー ド 時 は 1 字 に GDC の 2 つの 表示 アド レス が 対応 し て いる の で , その ど ち 
ら か が 報告 さも れ る. し た が っ て ソフ トウ ェ ア で は アド レス の 最 下 位 ビ ッ ト を 無 
視 す る こと に より , 文字 と の 対応 を と る . 

・ ラ イト ペン の 検出 アド レス は , 検出 部 で の リニア な 遅延 お よび 内 部 処理 で の デ 
ジタル な 遅延 の た め , 実際 の 値 よ り 4 文 字 以 上 大 き な 値 を と る の で , ソフ ト 
ウェ ア で 補正 する 必要 が ある . 

PC-9800 シ リー ズ で は -6 で 処理 し て いる . 

・ ラ イト ベン デー タ の 読み 込み は 次 の 様 な フロ ー で 行う . 


メ エ テー ツメ ス 欄 つ リ ロ デア する た 
ステ ー タ ス を クリ ア ォ 


メス テー スー1 許 確認 


本 来 の ライ ト 滞 上 力 待 ち 


1 
FI 三 LaLL 


以下 同様 に ヨ バ イト 読 設 辻 む 
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田 スー パー イン ボ ポーズ (ノー マル モー ド の み ) 


スー パー イン ボー ズ 機 能 は , PC-9801, E, F1, F2, F3, M2, M3 以 外 の 機種 の う 
ち , デジ タル ハル RGB 出力 を 持つ 機種 で の み 使 用 可能 (オプ ショ ン ) . 

本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の ビッ ト 2 を ON に する こと に より , RGB 出 力 コネ クタ 
(デジ タル ) の DOT CLOCK 端子 が 入力 端子 と な る . スー パー イン ポー ズ ボ ー ド は , リ 
セッ ト 時 に この 端子 の 信号 に よっ て スー パー イン ポー ズ を 行う か 人 否 か を 判定 する . 


ELIEK 端子 ュー ザー イン ボー ゴキ モード 


出力 (HT ELOEEI スー ザー イン ポ ボーズ 埋 行わ も ない. 


芳 才 ( ボ ポー ド か らら 見 て 溝 に 11 スー ザー イン ポー ズ 圭 条 う . 


田 ブ ラズ マデ ィ ス プレ イ (ノー マル モー ド の み ) 


プラ ズ マ ディ スプ レイ は , PC-9801, E, F1, F2, F3, M2, M3 以 外 の 機種 の う 
ち , デジ タル RGB 出 力 を 持つ も の で の み 使 用 可能 (オプ ショ ン ) . 

プラ ズ マ ディ スプ レイ 使用 時 は , CLOCK と の スキ ュー を 保障 し た RGB 信 号 を 出力 
する . その た め に , プラ ズ マ ディ スプ レイ 使用 時 は , 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 
の ビッ ト 3 を ON に し な けれ ば な ら な い . 本 体 は 次 に 示す ポー ト に より , SW1 の ビッ ト 
3 を セン スズ する. 


ヤマ プラ ママ ディ スプ レア 聞 続 の 革 久 
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7.5 256 色 モー ド 


PC-9821A シ リー ズ , X シリ ー ズ , 98MULTi, PC-9821Np, Ne, Ns, Es, PC-9801BX4 
で は 16 色 モー ド と 256 色 モー ド の 2 つの CRT モ ー ド を 持つ . 

256 色 モー ド で は 16 色 モー ド の グラ フィ ッ ク と は 排他 的 に 5 12K バ イト の 拡張 グラ 
フィ ッ ク VRAM を 搭載 し , 256 色 表示 機能 を 実現 し て いる . 


@16 色 表示 時 


au 中 に 哲 ri 守 族 問 


購 
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@256 色 表示 時 
5IX4UH 25B 色 の 場合 64IX4HH 5B 色 の 場合 


ゴゴ ッ ウ クト 
ビッ セル 


REB ブ レー 


画 256 色 表示 


PC-9821A シ リー ズ , X シ リー ズ , 98MULTi, PC-9801BX4, PC-9821Na7, Nx, Ne3, Nd 
2, Nf, Np, Ne, Ns, Ld2,Ld, Lt, Es は PC-9800 シリ ー ズ 共通 の 表示 画面 (テキ スト , グ 
ラフ ィ ッ ク ) お よび ぴ , 256 色 表示 可能 な 拡張 グラ フィ ッ ク 画 面 を 持っ て いる . 


マ バ パッ クム た ど ク を ん 一 人 泡 の 7-/74 の 丸 


@ バ レッ ト 
拡張 グラ フィ ッ ク 用 の パレ ッ ト は 表示 画面 に 対し , 256 個 存在 する . 
1677 万 色 中 256 色 同 寺 発色 8bit パ レッ ト ※1※256 
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第 8 章 フロッピー ディスク 
向 8 音 
志 O 早 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


8.1 1MB フ ロッ ピー ディ スク 
男 板 要 


1MB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス は , ディ スク ドラ イブ を 4 台 ま で 制御 す 
る こと が で きる . 制御 は PD765A フ ロッ ピー ディ スク コン ト ロー ラ (FDC) に よ っ て 
行わ れ て いる . 

デー タ 転 送 は DMA に よっ て 行わ れ , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対す る デー タ セ ッ ト ン 
デー タ 読み 取 り は DMA コ ント ローラ PD8237 に よっ て 行わ れる (ノー マル モー ド : 
チャ ネル #2, ハイ レゾ モー ド : チャ ネル #1) . また FDC は , READ DATA グ ルー プ 
WRITE DATA グ ルー プ の コマ ンド の 処理 が 終了 する と , CPU に 対 し て 割り 込み (INT 
42H) を 発生 し , リザ ルト ステ ー タ ス お よび パラ メー タ の 読み 取り を 要求 する . 

1MB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス は , PC-9801, M2, M3 で は 本 体 に 標 代 
実装 され て いる が , PC-9801E, F1, F2, M3,U2, VF2 で は オプ ショ ン の 拡張 ボー 
ド の (PC-980 1-15) に よっ て サポート さ れる . また , その 他 の 機種 で は , 1MB プ 640 
KB 両用 インター フェイ ス が 実装 され て いる た め , PC-9801-15 は 基本 的 に は 不要 で 
ある . 

拡張 ボー ド 上 に は , IPL ロ ー ダ お よび 基本 入出 力 プ ログ ラム 用 ROM が 実 親 され て 
お り , ROM ア ドレ ス お よび 割り込み レベ ル を ディ ッ プ スイ ッ チ に よっ て 決定 する よ 

うに な っ て いる . た だ し , ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 は シス テム 固定 され て いる も の 
で あり , むやみ に 変更 すべ きも の で は な い . な お , ボー ド 上 に は ROM の 動作 を 禁止 
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する た め の ジ ャ ン パ スイ ッ チ も 搭載 され て いる . 

PC-9801-15 は , 回 路 の 構成 上 , PD70116CPU の 10MHz モー ド で は 動作 不可 能 で 
ある . また , 1MB ノ 640KB 両 用 の イン ター フェ イス が 実装 され て いる 機種 に PC-9801 
-15 を 実装 する 場合 に は , 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ 3-1 を 固定 モー ド に し , スイ ッ チ 
3-2 を 640KB モ ー ド に する 必要 が ある . PC-9801E, F, U, VF, VMO, VM2, VM4 
UV, CV, PC-98XA 以 外 の 機種 で は , 拡張 スロ ッ ト に DMA#2 の 制御 信号 が 出 て いな い 
た め , PC-9801-15 は 使用 不可 能 で ある . 


田 |/0 ア ドレ ス と 命令 


マ / め / / チ の ん の アンズ と 砂 訪 一 息 
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弄 レ ジス タ の 説明 
但 ラ イト コン トロ ー ル レジ スタ 


・D7 ビ ッ ト :RST … Reset 

PD76 5A の RESET 端 子 の 入力 信号 と な る レジ スタ で あり , PD765A を 初期 化す 
る の に 使用 する . 初期 化 は /PD765A へ の コマ ンド , パラ メー タ の 転送 シー ケン ス や 
リザ ルト ステ ー タ ス 転 送 シ ー ケ ンス が 乱れ た 時 等 に 使用 する こ と が で きる . な お 3 
初期 化 は 電源 投入 直後 お よび RBSET ス イッ チ 押 下 時 に ハー ドウ ェ ア で 行わ れる . 


*・De ビ ッ ト :FRY … Forced Ready 

PD765A の RDY 端 子 の 入力 信号 と な る レジ スタ で あり , ディ スク ドラ イブ の RDY 
言 写 と の 論理 和 で ある . この ビッ ト は ドラ イブ の 接続 状態 ドラ イブ の 電 誠 投 入 状 
態 を チェ ッ ク す る た め に 使用 され る . 

ディ スク ドラ イブ と の イン ター フェ イス に は , ドラ イブ が 接続 され て いる か 
か , 電源 が 投入 され て いる か 谷 か の 上 位 を 直接 示す 信号 線 は 無い そこ で ドラ イブ 
に リキ ャ リプ ブレ ー ト 動作 を させ て Track00 信 号 が 返っ て 来 た ら , その ドラ イブ は 接 
続か つ 電 源 投 入 状態 で ある と 判定 する (ドラ イブ は ディ スク が 挿入 され て いな く て 
も リキ ャ リプ ブレ ー ト 動作 を 行う ). この 際 , PD765A は RDY 端 子 が OFF で ある と リ 
キャ リブ レー トコ マン ド を 実行 し な い . そこ で FRY ビット に よっ て 強 制 的 に RDY 端 子 
を ON に する こと に より , リキ ャ リブ プ レート コマ ンド を 実行 させ る こと が で きる . 

な お 通常 の シー ク 読み 出し 書き 込み コマ ンド 実行 時 は FRY ビッ ト は OFF に し 
て お く こ と . さも な いと Not Ready を 検出 で き な く な る . 


・D4 ビ ッ ト DMAE … DMA Bnable 

DMA チ ャ ネル を 使っ て デー タ 転 送 を 行 うろ 時 , DMA コ ント ロー ラ か ら の DRQ 信 号 
DACK 信 号 を 許可 する フリ ッ プ フロ ッ プ で ある . DMA 使 用 時 の み 0N に し , 使用 し な い 
SN ラジ 0 の ee 
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リード スイ ッ チ シグ ナル 


・D7, Da ビッ ト :FINT1, FINTO 

1MB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス 基板 に 搭載 され て いる ディ ッ プ スイ ッ 
チ SW1 の S7, Se ビット の 状態 を 読み 取る . シス テム 皮 定 値 は , FINT1=0 (ON), 
FINT0=1 (OFF) と な る . 


・Dsa ビット:DMACH 
同上 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の S3 ビ ッ ト の 状態 を 読み 取る . シス テム 財 定 値 は 0 
(ON) と な る . 
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8.2 640KB フ ロッ ピー ディ スク 


一 概 要 


640KB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス は , ディ スク ドラ イブ を 4 台 ま で 制 
御 す る こと が で きる . 制御 は PD765A フ ロッ ピー ディ スク コン トロ ー ラ (FDC) に 
の で 付い の 、 

デー ク 転 送 は DMAIC よ っ て 行わ れ 。 フ ロッ ピー ディ ズ スグ に 対す る デー タ セ ッ ド ジ 
デー タ 読 み 取 り は DMA コ ユン トロ ー ラ PD8237 に よっ て 行わ れる (PC-98XA の み チ ャ 
ネル 2,。 その 他 は チャ ネル #3) . また FDC は , READ DATA グ ルー プ , WRITE DATA グ 
ルー プ の コマ ンド 処理 が 終了 する と , CPU に 対し て 割り 込み (INT 41H) を 発生 し 
リザ ルレ トス テー タス お よび パラ メー タ の 読み 取り を 要求 する . 640KB フ ロッ ピー 
ディ スク イン ター フェ イス は , PC-9801F1, F2, F3, U2, VF2 で は 本 体 に 標準 実装 
され て いる が , その 他 の 機種 で は オプ ショ ン の 拡張 ボー ド (PC-9801-09, PC-9801 
の み PC-9801-08) に よっ て サポ ボー ト さ れる (98NOTE シ リー ズ で は , 640KB フ ロッ 
の ディ イス クイ シン グー ク ュ イジ は は び ポ ー ト され な いり 

拡張 ボー ド 上 に は , IPL ロ ー ダ お よび 基本 入出 力 プ ログ ラム 用 ROM が 実 親 され て 
お り , ROM ア ドレ ス お よび 割り 込み レベ ル を ディ ッ プ スイ ッ チ に よっ て 決定 する よ 

うに な っ て いる . た だ し , ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 は シス テム で 固定 され て いる も 
の で あり , むやみ に 変更 すべ きも の で は な い . な お , ボー ド 上 に は ROM の 動作 を 禁 
止 す る た め の ジ ャ ン パ スイ ッ チ も 搭載 され て いる . 

PC-9801-09 は , 回 路 の 構成 上 , PD70116CPU の 10MHz モ ー ド , PD70136A の 
16MHz モ ー ド で は 動作 不可 能 で ある . また , 1MB ノ 640KB 両 用 イン ター フェ イス が 実 
革 さ れ て いる 機種 に PC-9801-09 を 実装 する 場合 に は , 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ 3-1 
を 固定 モー ド に し , スイ ッ チ 3-2 を 1MB モ ー ド に し た うえ , ボー ド 上 の ジャ ン パ ス 
イッ チ に より ボー ド .- 上 ROM の 動作 を 禁止 する 必要 が ある . 

PC-9801-09 を PC-9801DA, DS, DX, FA, FS, FX, US, 98MATE, 98MULTi の 拡張 スロ ッ 

ト に 実装 する 場合 , 本 体内 蔵 ド ライ ブ を 1MB フ ロッ ピー ディ スク に 固定 する 他 に こ 
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CPU を PD70116 8MHz の モー ド に 指定 し , DMA ク ロッ ク を 五 換 モ ー ド に する 必要 が 


ある . よっ て , PD70116 8MHz 相 当 の 動作 モー ド を 持た な い 機 種 で は 利用 で き な 
座 泊 


注意 : 640KB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス の ボー ド 上 に は ディ ッ プ スイ 
チ が あり , DMA チ ャ ネル お よび 割り 込み レベ ル の 変更 が 可能 だ が , PC-98XA 
で は , 640KB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス に 専用 スロ ッ ト を 用 意 す 
る こと に より DMA チャ ネル 2 を 使用 し て いる . ディ ッ プ スイ ッ チ は チャ ネル 3 
の 設定 の まま で 使用 する こと . 


田 |/0 ア ドレ ス と 命令 


224 の /2/ / チ の ん の アバ ルズ と 砂 念 一 息 
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田 レ ジス タ の 説明 
@ ラ イト コン トロ ー ル レジ スタ 
・D7 ビ ッ ト :RST … Reset 
尽 PD76 5A の RESET 端 子 の 入力 信号 と な る レジ スタ で あり , PD765A を 初期 化す 
る の に 使用 する . 初期 化 は PD765A へ の コマ ンド , パラ メー タ の 転送 シー ケン ス や 


リザ ルト ステ ー タ ス 転 送 ジ ツー ケン ス が 乱れ た 時 等 に 使用 する こ と が で きる . な お 
初期 化 は 電源 投入 直後 お よび RESET ス イッ チ 押 下 時 に ハー ドウ ェ ア で 行わ れる . 


・D ぉ a ビ ッ ト :FRY … Forced Ready(PC-9801U2 の み ) 

PD765A の RDY 端 子 の 入力 信号 と な る レジ スタ で あり , ディ スク ドラ イブ の RDY 
言 写 と の 論理 和 で ある る . この ビッ ト は ディ スク の 接続 状態 , ディ スク の 電源 投入 
状態 を チェ ッ ク す る の に 使用 され る . 

ディ スク ドラ イブ と の イン ター フェ イス に は , ディ スク が 拉 続 され て いる か 癌 
か 電源 が 投入 され て いる か 否 か の 状態 を 直接 示す 信号 線 は 無い そこ で ディ スク 
に リキ ャ リプ ブレ ー ト 動作 を させ て Track00 信 号 が 返っ て きた ら , その ディ スク は 接 
続か つ 電 源 投 入 状態 で ある と 判断 する (ドラ イブ は 媒体 が 挿入 され て いな く て も リ 
キャ リプ ブレ ー ト 動作 を 行う ). この 際 , PD765A は RDY 端 子 が OFF で ある と リキ ャ リ 
ブレ ー ト コマ ンド を 実行 し な い . そこ で FRY ビ ッ ト に より 強 制 的 に RDY 端 子 を 0N こ 
する こと に より 、 リ キャ リプ レー トヨ マン ド を 容 行 さき ぜ る こら が で きる ., 

な お , 通常 の シー ク 定 読み 出し 書き 込み コマ ンド 実行 時 は FRY ビ ッ ト は OFF に 
し て お く こ と . さも な いと Not Ready は 検出 で き な く な る . 
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・D ぉ sg ビ ッ ト :AIE … Attention Interrupt Enable(PC-980102 の み ) 
プラ ンジ ショ ンク イシ タラ クト を 詳 思 する ビッ ツ 引 で め る の 、 
た だ し , 実際 の 動作 は AIE=1 の 時 FRY の セッ ト , リセ ッ ト を 可 に し , 
AIE=0 の 時 FRY の セッ ト , リセ ッ ト を 無効 に する . 


MEFRYT は 前 本 民 量 の まま 


1MFRY は 前 中 状 助 号 ま 放 
MERTEH に ロゼ セット 
11MFRT=1 に ゼット 


・D4 ビ ッ ト :DMAE … DMA Enable 

DMA チ ャ ネル 2 また は #3 を 使っ て デー タ 転 送 を 行う 時 , DMA コ ント ロー ラ か ら の 
DRQ 信 号 , DACK 信 号 を 許可 する フリ ッ プ フロ ッ プ で ある . DMA 使 用 時 の み ON に し 
使用 し な いと き は OFF と する こと . 


・Ds ビ ッ ト :MTON … MOTOR ON 

ディ スク ドラ イブ の WOTOR ON 端子 の 入力 信号 を 保持 する . 

本 FDC ボ ー ド で 制御 され る すべ て の ディ スク ドラ イブ の モー タ を 同時 に 0N ノ OFF 
する の に 使用 する . 
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・D ゥ ビット:TMSK … Timer Interrupt Mask 

FDC か ら の タイ マ 割 り 込 み を マス ク す る た め の レ ジス タ で あり , 本 ビッ ト を “0" 
に する こと に より , FDC か ら の タイ マ 割 り 込 み は マ スク され る . 

パパ ワーON 直 後 は "0" で あり , タイ マ 未 使用 時 は "0" に し て お く こ と . 

この ビッ ト を “1 に し て か ら ダ イマ を トリ ガ す る と , タイ ムアツ ウト 以前 に 割り 
込み 信号 が 1 回 出る の で 注意 する こと . 


・Dop ビ ッ ト :TTRGC … Timer Trigger 

VFO の TRIG IN 端子 の 入力 信号 で あり , ディ スク ドラ イブ の モー タ ON ン OFF 制御 
の 時 間 設定 用 タイ マ の トリ ガ と し て 使用 する . 前 記 IMSK ビッ ト が “1” で, か つこ 
の ビッ ト を “1” に する と , 約 100ms 後 , 本 ボー ド 上 の スイ 人 れ た 
割り 込み 信号 (この 場合 は ITR10) が “1” に な る . 

この タイ マ 機 能 は 。 トリ ガ 入 力 後 100ms 以 内 に 再び トリ ガ を 入力 すれ ば , 後 の ト 

リガ が 有効 に な る リト リガ 機能 を 持つ . 

ディ スク ドラ イブ の モー タ を 0FF に する た め に は , 前 記 MTON ビ ッ ト を 0” に す 
れ ば よい . 湊 に モー タ 0N ン ノン OFF 制御 の 貝 剤 5 


62 の の /2 の 7 スピ デン ん / ル データ / げ / 學 刻 フ ロー 


ココ 


マ 6 グ 2 の の // の スピ ン ん / ル ぞ ー タ の 學 密 フロー 


マ 6 の 2 の の /7 の スピ ン / ル データ 次 の タプ ミン グチ ャ ー ム 


叶 
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リード スイ ッ チ シグ ナル 


・D?, De ビッ ト :FINT1, FINTO 

640KB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス 基板 に 搭載 され て いる ディ ッ プ ス 
イッ チ SW1 の S7, Se ビッ ト ( 割 り 込 み レ ベル 選択 スイ ッ チ ) の 状態 を 読み 取る . シス 
テム 既定 値 は , FINT1=0, FINT0=1 (INT4=IR10 選 択 ) と な る . 


・D ぉ ビット :DMACH 
同上 ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の Ss ビッ ト の 状態 を 読み 取る . シス テム 既定 値 は 1 
(DMA チ ャ ネル 3 選択 ) と な る . 


* D4 ビッ ト :RDY 

フロ ッ ピ ビ ピー ディス ク ドラ イブ の RDY 端 子 の 状態 を 読み 取る . 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ と の イン ター フェ イス に は , ドラ イブ が 接続 され て 
いる か 否 か , 電源 が 投入 され て いる か 人 否 か の 状態 を 示す 信号 線 は な い . そこ で ドラ 
イブ に リキ ャ リプ ブレ ー ト 動作 を させ て , Track00 信 号 が 返っ て 来 た ら , その ドラ イ 
ブ は 接続 か つ 電 涼 投 入 状態 で ある と 判定 する (ドラ イブ は ディ スク が 挿入 され て い 
な く て も リキ ャ リブ レー ト 動 作 を 行う ). この 際 , PD765A は RDY 端 子 が OFF で ある 
ご りり キャ リア レー トラ マン ド を 完全 し な か ない 、 て そこで , 640KB ン 旨 ツ ピー ディ スク 
イン ター フェ イス で は (PC-980 1U2 を 除き ) PD7 65A の RDY 端 子 は “1 に 固定 し て 
ある . この ビッ ト は , 通常 の シー ク 写 読み 出し 書き 込み コマ ンド を 実行 する 場合 
に ディ スク ドラ イブ の Ready を チェ ッ ク す る た め の も の で ある . 

デバ イス 接続 状態 デバ イス 電源 0N プ OFF 状 態 マウ ント 状態 の チェ ッ ク 方 法 の 
例 を 次 図 に 示す . 


62 の の /7 の シリ プス 遂 疾 迷 沈 半 誰 の 誠 ん 迷 沈 の 説 開 多 フワ ロー 
m 
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6.9 IMB プ 0640KB 両 用 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


画 概 要 


1MB ノ 640KB 両 用 フロ ッ ピ ビ ピー ディス クイ ンタ ー フ ェ イ ス は , PC-9801VMO, VM2, 
VM4, UV2 以 降 の 本 体 に 標準 実装 され ん る も の で , 外 付 け ユ ニッ ト , オプ ショ ン な ど で 
は サポ ー ト され て いな い . 

この イン ター フェ イス は , 内 蔵 す る ディ スク ドラ イブ を 2 台 と 外 付 け の 1MB デ ィ ス 
ク ドラ イブ 2 台 ( 内 蔵 ド ライ ブ の 無い モデ ル の 場合 , 外 付け の ドラ イブ を 4 台 ま で ) を 
制 入 す る こと が で きる . た だ し , 1MB プ 640KB 両 用 インター フェイス と し て の 機 紅 
は , 内 蔵 ド ライ ブ の 2 台 に 対し て の み に 限 られ る . 

た だ し , PC-9821Ap3, As3, Ap2, As2, An で は 外部 フロ ッ ピ ピー ディスク ドラ イブ を 
増設 する 場合 に は , 1MB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス PC-9821A2-E02 を , 
PC-9821BX4, BX3, BX2, BX, BA3, BA2, BA, BS2, PC-9821B シ リー ズ , PC-9821X シ リー 
ズ で は PC-9801-87 を , 98MULTi で は PC-9821C2-E02 を 利用 する 必要 が ある . 

この イン ター フェ イス は , 前 述 の 1MB イ ンタ ー フ ェ イ ス と 同等 の 機能 を 持っ た 1MB 
モー ド と , 640KB イ ンタ ー フ ェ イ ス と 同等 の 機能 を 持っ た 640KB モ ー ド の 2 つの モー 

ド を 持つ , ノー マル モー ド に お いて は , 動作 モー ド の 切り 益 え は ア ドレ ス の 切り 警 
え に よ っ て 行わ れ , FDC の I/0 ア ドレ ス を 切り 替え る と 同時 に モー ド が 切り 換わる . 
ハイ レゾ モー ド で は , モー ド 切 り 替 え は 1/0 ポ ー ト アド レス 094H の Ds ビット の み に 
よっ て 行わ れ , 1/0 ポ ボー ト ア ドレ ス は 固定 され て いる . 割り 込み , DMA な どの 制 入 
は , 前 述 の イン ター フェ イス に 準じ る が , 本 イン ター フェ イス で 使用 する チャ ネ 
ル , 割り 込み は 以下 の よう に な る . 
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SE パイ レビ モー ド 
1HB モー ド gaHRBE モー ド 
DA チャ ネル 


IR11 (INT42) | IR10 (INT41) * | 1R11 (THT42) 
I 活 ポー ト | 1HB FDE 専用 | B4KB FDE 専用 


* PF[-HB21Esg。 [hg FE- ロ HE1Nd」NdZ」 PE-HBg1WB1H 隻 は 初期 官 は 未 全 用 


PC-9801NL は 標準 添付 の 外 付け 3. 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 台 と 拓 尽 
の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 台 を 制御 で きる . 
田 デ ィ ッ プス イッ チ 


1MB ノ 640KB 両 用 イン ター フェ イス を 実装 し て いる 機種 で は , 本 体 の ディ ッ プ ス 
イッ チ を , 使用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構成 に 応じ て 設定 する 必要 が ある 
(PC-98XA を 除く ) . 


ggrnm 台 に 対し 番号 #1, 吉 
還 記 外 付 ッ 前, 制 
台 に 対し 番号 替 , 着 

。 / 


#1。 を 
WAR ド 
SM3-1 に ポー トロ BEH の PRT EX[ ビッ ト 記 有効 ) 
固定 モード 


上 5 40KRB モー ド | 上 記 固定 モー ド 時 に ? 台 の 内 蔵 


IFF |1HBE モー ド DD に 対す 人 る モー ド 設 
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な お , ディ 生生 ッ チ SW1-4 の 状態 は . ノー マル モー ド で は 1/0 ポ ー ト 94H 
(CCH) の TYP ビッ ト に より 読み 出す が , ハイ レゾ モー ド で は 1I/0 ポ ー ト 0063H( マ ウ 


スポ ボー ト B) の FDU ビ ッ 了 に より 読み 出す . また , ハイ レゾ モー ド で は , SW3-1, 
SW3-2 に 相当 する 設定 は な い . 


@ ド ライ ブ を 内 蔵 す る タイ プ 
功 受 の の 半 鞍 ター ン と デ ァ ッ プ ス ア ッ テ の 閉 症 燈 // 


ココ 


7 の の 皮 続 パタ ー ン と ディ ァ ッ フス ブッ テ の 妥 定 灯 / の 


共 逐 / の の 此 続 ターン と ディ ァ ッ プス アッ テ の 謙 定 友 (⑦ 
中 


@ ド ライ ブ を 内 蔵 し な い タ イプ 
マ //7/ の 皮 続 ター ン と ディ ァ ッ プス アッ テ の 謙 定 怒 


避 
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弄 モー タ 制 御 


PC-980 1VX ま で は , 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ が 1MB イ ンタ ー フ ェ イ ス 時 
に は 常時 モー タ 0N, 640KB イ ンタ ー フ ェ イ ス 時 に は モー タ 0N ン OFF 制御 を 行っ て い 
た が , 以下 の 機種 で は , 1MB イ ンタ ー フ ェ イ ス 時 に も モー タ 0N ン OFF 制御 が 可能 こ 
な つた だ 。 


モー タオ ング オ ノン フ 制御 可能 機種 :PC-9801FA 以 降 の 機種 。 98N0TE シ リー ズ お よ 
び , PC-9801UX21, UV41, RA,RX,。LS, EX 
ES,。LX, RS,RL, T,。 DX, DA, DS, CS, UE 
UR 


また モー タ 0N/0FF が 可能 と な っ た 初期 の 機種 * 以 外 で は , モー タク ON 後 の 最初 の 
FDD ア クセ ス は 各 ユ ニッ ト 毎 に Ready の チェ ッ ク を 行う 必要 が ある . ディ スク BI0S 
で は , モー タダ 0N か ら Ready ま で の 監視 を , SenseDeviceStatus コマ ンド で 約 1 秒 拉 
行っ て いる . FDD ア クセ ス が 15 秒 以上 な か っ た 場合 は モー タ 0FF す る (98NOTE の 場合 
に は 2 秒 以 上 な か っ た 場合 に モー タ O0FFE) . 


* ま PC=960LUA20、 UN を 1 KA IS。 人 19 MA BS 1 KU DA DS 0 
PC-9801KL 


モー タ O0N ン OFF 制 御 の 有無 は ,。 シス テム 共通 事項 で 判断 可能 で ある . 


HH 中 明 明 中 中 


| 王 8 
1 : 内 華 1ME FD モー 宇 叩 デ FF 制 件 


注 ・ 肉 識 FED イン ター フェ イメ 
1MB.Z1.4HME モー ド 時 中 麗 有 郊 


III IHSHh 
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PC-9801FA 以 降 の 機種 で は, モータ が 停止 し て いる 場合 で も DISK_RESULT の ST 悠 


が 変化 し な い . フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 直接 アク セス する 場合 に は , 以下 の 実施 が 必 
要 で ある . 


1.BIOS の 「ID の 読み 出し 」 コマンド を 発行 する . 
2. モ ー タ 0N の 1/0 を 常に 発行 する . 


田 リ キャ リブ レー ショ ン の 実施 
以下 の 時 に リキ ャ リブ レー ショ ンコ マン ド を 実施 する . また オフ トラ ッ ク し た 時 
に も , エラ ー リ カバ リ 処 理 と し て リキ ャ リブ レー ト す る . 


@PC-9801FA 以 降 の 機種 . 98N0OTE シ リー ズ 
・ 装 置 電源 が 授 入 され て いる と き , モー タ を OFF し 再度 モー タ を 0N に し た 後 の 最 
初 の アク セス 時 . 
・ 装置 電源 が 投入 され て いる と き , 媒体 を 排出 後 , 再度 媒体 を 挿入 し た 後 の 最初 
の アク セス 時 . 
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田 ] 44MB フ ロッ ピー ディ スク 


以下 の 機種 の 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンタ ー フ ェ イ ス で は 640KB ノ 1MB ン 
1. 44MB の 3 つの モー ド が サポ ー ト され て いる . た だ し , 5 イン チ フ ロッ ピー ディ ス 
クイ ンタ ー フ ェ イ ス で は 従来 通り , 640KB プ 1MB の み が サ ポー ト さ れ て いる . 


PC-9821Af 以降 の 機種 


PC-9601BA PC-9821Ap 
PC-9601DX PC-9821As 
PC-9801NS/R PC-9621Ae 
PC-9801NX/C ド し =-99821(C6 
PC-9821Ne 


一 |/0 ア ドレ ス と 命令 (ノー マル モー ド ) 


マ // め /62 の の / / チ の ん の アバ レンズ と 夏 念 一覧 (ノー マル ぞ ー パ 
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弄 レジ スタ の 説明 
@ び ライ トモ ー ド チェ ンジ レジ スタ 


・Dn ビ ッ ト :PORT EXC … Port Exchange 
この イン ター フェ イス を, ソフ トウ ェ ア か ら 見 た 場合 の 1/0 ポ ボー ト ア ドレ ス を 設 
定 する . 
1:1MB イ ンタ ー ブ フェ イス と 同等 の アド レス 
0:640KB イ ンタ ダ ター フェイ ス と 同等 の アド レス 


・D]」 ビ ッ ト :FDD EXC … FDD Mode Exchange 
本 制御 部 に 接続 され る 1MB ノ 640KB 両 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 を , 1MB ノ 640KB 
の どちら の モー ド で 使用 する か を 設定 する . 
1:1MB モ ー ド 
0:640KB モ ー ド 


・D ゥ ビッ ト :EMTON … Enable MoTor ON 
グロ ッ ロ ー デ ティ イペ クイ ンク ニー ク ョ イス に 計 まる リラ イト ラシン トロール レジ スグ 」 
(ポー ト 94H) の MTON ビ ッ ト ⑪。 ビ ッ ト ) を 有効 に する . 
1 : 1MB イ ンタ ー フ ェ イ ス (94) の MTON ビ ッ ト を 有効 に する . 
0:1MB イ ンタ ー フ ェ イ ス 時 , 常に モー タオ ン 状 態 に する . 


EMTON を “1” にし, ライ トコ ント ロー ルレ ジス タ の MTON ビ ッ ト (Ds ビ ッ ト ) を 
IO だ さき に 一 が ONIG な る 、 

な お , PC-9801LV, CV, UV11, UF, UR, CS で は , 立ち 上 げた 時 に ディ ッ プ ス 
イッ チ 2-7 を ON( 既 定 値 ) に し て お く こと に より , 「 ラ イト コン トロ ー ル レジ ス タタ 」 
の MTON ビ ッ ト が 有効 に な る . 
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@⑯ リ ー ド モー ドス テー タス レジ スタ 
65。 DE 下 関し で は ジイ トモ モー ド チ ョ ンジ レシ スク 8 同 訪 


・D ゥ > ビッ ト :FTX … Fix mode 
IN 09020 
と する 自動 切り 替え モー ド の 状態 を 読み 取る . 
1 : 固定 モー ド 
0: 自動 切り 替え モー ド 


・Ds ビ ッ ト :DSW … Dip SWitch 
自動 切り 替え モード 時 の FDD の 立上り 状態 を 読み 取る . 
1:1MB モ ー ド 
0:640KB モ ー ド 


@ ラ イト コン トロ ー ル レジ スタ 


各 ビ ッ ト の 機能 は , 前 述 の 1MB イ ンタ ー フ ェ イ ス ま た は 640KB イ ンタ ー フ ェ イ ス 
と 同等 で ある . 
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リード スイ ッ チ シグ ナル 


・D4 ビ ッ ト :RDY 
ディ スク ドラ イブ の Ready 端 子 の 状態 を 読み 取る (640KB イ ンタ ー フ ェ イ ス と 同 
人 
・Ds, D ゥ ビッ ト :TYP1, TYPO 
この イン ター フェ イス に 拉 続 され る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ は 4 台 ま で で あ 
る が , その ディ スク ドラ イブ の 種別 を 番号 (1, 的 , #3, #4) に 対応 させ て 読み 取 
9 
TYP1 は , #3, #4 の ディ スク ドラ イブ の 種別 
TYPO は , 前 , # の ディ スク ドラ イブ の 種別 
1:1MB ノ 640KB 両 用 
0:1MB 


叶 


1 H 山 療 両用 
旧 ] 沖 付 1H 
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一 |/0 ア ドレ ス と 命令 (ハイ レゾ モー ド ) 
特に 解説 の 無い レジ スタ , ビッ ト は ノー マル モー ド と 同様 . 


マ // め 62 の の / / チ の ん の アバ レンズ と 砂 念 一覧 (ハア ブレ ン ぞ ー パ 


田 レ ジス タ の 説明 
@ ラ イト コン トロ ー ル レジ スタ 


・Dg ビ ピット:HD … High Density 

1MB モ ー ド か 640KB モ ー ド か を 指定 する . 
HD=0 : 1MB モ ー ド 
HD=1:640KB モ ー ド 


HD ビ ッ ト に よっ て ドラ イブ の モー ド を 切り 准 え た 時 , 必ず コン トロ ー ラ リセ ッ ト 
お よび リキ ャ リプ ブレ ー ト を 実行 する こと . 切り 替え の フロ ー を 次 に 示す . 


リキ ャ リプ ブレイ ト 


SEE 
hata RW 
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デバ イス 接続 状態 デバ イス 電源 0N グ OFF 状 態 , 媒体 マウ ント 状態 の チェ ッ ク 方 
法 の 例 を 次 図 に 示す . 


7642 の /7 の シア スズ 鞍 迷 況 半 大 の 導入 炎 況 の 競 読 % 密 フワ ー 
ma 


のび リー ドコ ント ロー ルレ ジス タ 


・D ァ 7 ビッ ト :MODE 
内 蔵 ドラ イブ (1MB ノ 640KB 両 用 ) が ある か 否 か を 示す . 
MODE=0: 内蔵 ドラ イブ あり 
1: 内蔵 ド ライ ブ な し 


・D ぉ sg ビット :HD … High Density 
ライ トコ ント ロー ルレ ジス タク で 設定 され た HD ビ ッ ト の 状態 を 示す . 
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8.4 RAM ド ライ ブ 
男 概 要 


98NOTE, PC-9801P (P80/P を 除く ) に は , RAM ドラ イブ が 実装 され て いる . 

RAM ドラ イブ と は , 1M バ イト ノンノ 640K バ イト 両用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 1. 25M バ イ 
ト の RAM で 実現 し た も の で ある . BIOS レ ベル で 内 蔵 フ ロッ ピー と 同じ 取り 扱い が 可 
有 通 と な っ て いる た め , アプ リケーション 側 か ら は 1 . 25M バ イト の RAM ド ライ ブ 専 用 
刈り 年 二 シロ ッ ビ ニー ティ ベク ドク イン と し で 取り 扱 9 こ こき が で きる 

PC-9821Ne, NX/C, NS/A, NL/R, Np で は 1M バ イト ノンノ 640K バ イト に 加え て 1. 44M ヾ 
イト も 扱え る よう に な っ た . 1. 44M バ イト ノ 1M バ イト ノンノ 640K バ イト 用 フロ ッ ピ ー 
ディ スク を 1. 44M バ イト の RAM で 実現 し た も の で ある . 従来 同様 , BI0S レベ レル で 内 
蔵 フ ロッ ピー と 同じ 取り 扱い が 可能 と な っ て いる た め , アプ リケーション 側 か ら は 
1. 44M バ イト の RAM ドラ イブ 専用 メモ リ 空 間 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ と し て 
取り 扱う こと が で きる . 


@RAM ド ライ ブ 用 メモ リバ ッ ク ア ッ プ 時 間 

98NOTE, PC-9801P(P80/P を 除く ) の RAM ドラ イブ 用 メモ リ の 内 容 は , バッ テリ 
パッ ク で バッ クア デップ する こと が 可能 と な っ て いる . バッ クア ッ プ スイ ッ チ を ON に 
9 の だ (で よ りり グモ リポ パック メタ ノンノ と すう 。 

な お , バッ テリ パッ ク 交換 時 は , 本 体内 蔵 の サブ バッ テリ で RAM ドラ イブ 用 メモ 
8 ボボ の ス テム メ 年 の パッ クノ ク デック グ を 且 う 。 し だ が っ つて 。 パッ デリ パッ ク の 例 
換 を 行っ て も RAM ドラ イブ の 内 容 は 数 時 間 は 保持 され る . 

内 蔵 バ ッ テ リ の 容量 が な く な り RAM ド ライ ブ の 内 容 が 消え た 場合 , お よび バッ ク 
アッ プス イッ チ が OFF に な っ て いる 場合 に は , 本 体 電 源 0N( ま た は , リセ ッ ト ) 時 に こ 
BEEP 音 と 共に , 以下 の メッ セー ジ が 画面 に 表示 され る . 

この 場合 は RAM ドラ イブ を 再び 利用 する た め に は , 初期 化す る 必要 が ある . 
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た / テ 0 に 
嘱 早 
固定 ディ スク 


9.1 仕様 


PC-9800 シ リー ズ の 固定 ディ スク に は , PC-98H53R 等 に 代表 され る SASI 準 狼 の 固 
定 デ ィ ス ク と , PC-HD300 等 に 代表 され る SCS1 準 拠 の 固定 ディ スク が ある . これ ら 2 
つの タイ プ の 固定 ディ スク は , 同時 に 装備 する こと が で き , SASI 準 拠 の タイ プ で は 
同時 に 2 ユニ ッ ト ま で , SCSI 準 拠 の タイ プ で は , 同時 に 4 ユニ ッ ト ま で 制御 する こと 
が 可能 で ある . た だ し , 0S ノ 2 Ver1.21A, PC-UX ノ V(Re13. 2A 以 降 ) を 利用 する 場 
合 は , 同時 に 7 ユニ ッ ト ま で 制御 する こと が で きる . 
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以下 の 機種 で は , 標準 で 本 体内 に 固定 ディ スク (SASI 準 拠 ) を 装備 し て いる . 


IPC-98RL model ロ , 1! 40MEIPC-98G8 modg11, 2 ! 4 
PC-98XL model 4 |! 20MEIPCC9BXL2 4OWE 
IPC-98Q1UR/20 ia し WW 
PC-9801Da5 | 40MBIPC-9801DA5/T5 |40M 
「 一 | 


FLー ロ ga11i5 ロ 「 MEIPC-9801hg5/T5 
FLー gu1LRG | 40MEIFC-B8Q1UY/T5 ) は 人 
FL レーBBU1T modEl 5 ロ  ! MEIP し BBO1T modEl FG 4 は ME 


レーBBU1Eg ロ 1 UMEIP レ ーBBu1T mode」 W ロ ME 


ビー 

FC-9801L5 | 4OMEIPC-98O1LXRC |! 4aOE 
FC(ー ロ 1ERa ロ | (IFCーBBO1RY4 | CME 
F(ー ロ 1V 黄 は 1 9MBIPCーdBO1T41 「 9 
IEC-g8017M4 | 20MEIPC-9801VX4 | 20MHE 
IFC-98O1RS 。。 。 ! 1CMEIFC-9B01MWS | 20WE 


以下 の 機種 で は , 標準 で 本 体内 に 固定 ディ スク (CSI 準拠) を 装備 し て いる . 


IPCC9821Xt13 。 [1.2GBIPC-9821Xt/C10W 

IEC-9821XaZC1O0W 。  ! 1GEI 0 0 0 クト 
FC-g8O1FBT ji1O ロ 務 IFC-9801FSZTT 1 OHE 
IEC-98O1FXG 「! 4OMEIPC-9801FX/T5 「 40MHE 
IPC-9801FBR ! 4OMEIPC-9801F/T5 | 4CME 


IPC-98O1FA7 「100MEIFPCC9BO1FA/TY H10QE 
IFC-g801FA 。 4 呈 FC-98O1FM/T5 「 4』WE 
FC-g8n1T modEl WY 1 ロ 0MEIEC-B8n1T modE1l FT1 i1OG ロ ME 
FC-g8O1DAT jiH1GQ|FC-98Q1DA/TT WI 
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PC-9821Xt, Xt13 で は , 本 体内 蔵 の 固定 ディ スク の ほか に 専用 HDD ベ イ に 固定 デ 
ィ イズ ス ク を 2 放 ま で り 背 談 で きる 
以下 に HDD ベ イ 用 増設 固定 ディ スク ドラ イブ を 示す . 
VH ロ アーFII2 1 GE 
Ga アーFn1 1 GR 


以下 の 機種 で は , 標準 で 本 体内 に 固定 ディ スク を 装備 し て いる . 
これ ら の 機種 で は 増設 用 コネ クタ が な いた め , 固定 ディ スク の 増設 は で き な い 
PC-9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド も 使用 で き な い . 


Y/ 友 まだ デレ ノ ス ク ダ ア ズ 一 臣 


半 


以下 の 機種 で は , 標準 で 本 体内 に 固定 ディ スク を 装備 し て いる . 

これ ら の 機種 で 固定 ディ スク の 増設 を 行う 場合 は ファ イル スロ ッ ト 用 の 増設 用 語 
定 デ イィ ス ク ドラ イブ を 利用 する . PC-9801 -27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド は 使用 で き な 
い 、 


FC-g821As2/TgW ia4WE 
FC-9821An2/U8W i40MB| 0 0 0 0 0 0 tt! 
FC-821An/TT。 補 。i120 
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以下 に ファ イル スロ ッ ト 用 増設 固定 ディ スク を 示す . 


FL(ー-HLD1 TES i] Tu 


に ーHILI だ は F ig 


FL-HLG4OF 本 EMI 


以下 の 機種 で は , 標準 で 本 体内 に 固定 ディ スク を 装備 し て いる . 

これ ら の 機種 で 固定 ディ スク の 増設 を 行 う 場 合 は ファ イル ベイ 用 の 増設 用 
ディ スク ドラ イブ を 利用 する . PC-9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド は 使用 で き な 
い 、 


PC-g821YaB/Cd 50ME IPC-9821YaB/CG ia 
FC-g821XaT/Cd ia2MEIFC-BB21YaT/CB IBM 上 E 
FC-gan1EXSrT2 洗 521 ロ ME FC-98n1EBAS/T2 吉 i210ME 
SW- ヨ 8 modEgl 1 ij51 ロ EIC-gg21XE 町 軍 i21 ロ WE 
FC-g821m/TBT igTm 務 FC-gg21Xn 釘 中 ioTWE 
FC-g821 テ sg 箱 補 ig1 ロ MEIFC-B821YT 箱 是 i2TOME 
IPC-9821Xa 困 時 Ii2TOMEIPC-9821Ef iS4OE 
FC-g821Eg 中 7 1 TE IPC-g821EE 中 7 1 2 
IFC-g801BS2ZTT 20 聞 | 0 0 へ 


PC-9821Xa 12, 10, Xa9 , Xa7 で は , 本 体内 蔵 の 固定 ディ スク の ほか に 専用 HDD べ ベイ 
に 固定 ディ スク を 1 台 ま で 増設 で きる . 
FC-HLi は 2H 本 前 


FUーHILEGH iB ロ WE 


FCL-HD1 EGOH 1 . 2B 
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また , ファ イル ベイ に は 以下 の 固定 ディ スク を 1 まで 増設 で きる . 


に ーHIHZLI 
に ーHIIG4[ 
に ーHIIGG[ 
トーHI1 ZI 


過 
眼 


以下 の 機種 で は , 標準 で 本 体内 に 固定 ディ スク を 装備 し て いる . SCSI イ ンタ ー 
フェ イス を 内 蔵 し て いる た め , SCSI 準 拠 の 固定 ディ スク の 増設 が 可能 で ある . 
PC-9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド は 使用 で き な い . 


FUーB ロ gl moHE1 5 と iME IPC-BB21CE mode1S2  i12 ロ WE 


前 記 以 外 の 機種 で は , PC-9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 実装 する こと に よ 
り , 外部 (に SASI 準 拠 の 固定 ディ スク を 2 吾 接続 する こと が で きる (ラッ プ ト ッ プ 型 の 
機種 で は , 1/0 拡 張 ユ ニッ ト 等 が 必要 ) . 
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以下 の 機種 で は , 本 体 に 内 蔵 す る 形式 の 専用 の 固定 ディ スク も 用 意 さ れ て いる . 
これ ら の オプ ショ ン は , PC-9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド の 機能 を 含ん で いる 
た め , 実装 後 は 固定 ディ スク 内 蔵 の 機種 と 同様 に , 外部 に 増設 用 固定 ディ スク を 1 


台 撲 続 す る こと が で きる . 

PC-9801UX21 。  …… PC-9801UX-31 (20MB) 

PC-9801VMI1  」…… PC-9801RA-34 (20MB) 

PC-9801RA2, 21 PC-9801RA-35 ノ ルン U (40MB) 

PC-9801RX2, 21 

PC-9801RS21 

PC-98RL model 2, 21 

PC-9801BX2 。 」…… PC-9801ES-34 (20MB) 

PC-9801ES2 、 

PC-9801DX2,/U2 |」 …… PC-9801RA-34 (20MB) 
PC-9801RA-35U (40MB) 

PC-9801DA2, /U2 PC-9801RA-34 (20MB) 

PC-9801DS2, /U2 PC-9801RA-35/35L グ 35U (40MB) 
PC-9801DA-35 (40MB) 

PC-9801T model W2 。  …… PC-9801T-35 (40MB) 

PC-98XA model 1, 11 。 …… PC-98XA-06 (20MB) 

PC-98XL2 ーー  …… PC-98XL2-31 (20MB) 


な お , PC-98XL2 を 除き , 本 体 に 内 蔵 す る 40MB の 固定 ディ スク は , 固定 ディ スク 
の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 に より , 20MBX2 に 分 割 し て 使用 する こ と が で きる . 分 
害し た 場合 , 外部 に 拡張 用 固定 ディ スク を 拉 続 する こと は で き な い . 
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以下 の 機種 で は , 本 体 に 内 蔵 す る 形式 の 専用 の 固定 ディ スク が 用 意 さ れ て いる . 
これ ら の 固定 ディ スク を 内 蔵 し た 場合 ,。 PC-9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド は 使用 
で き 7 


PC-9801NS/E | DE PC-9801NS/E-34 (20MB) 
PC-9801NC PC-9801NS/L-35 (40MB) 
PC-9801NS/E-35/U (40MB) 
(PC-9801N-26 が 必要 ) 
PC-9801NS/T | DEE PC-9801NS/E-34 (20MB) 
PC-9801US PC-9801NS/E-35/U (40MB) 
PC-9801NS/T-36 (80MB) 
PC-9801NS/L-35 (40MB) 
、 (PC-9801N-26 が 必要 ) 
PC-9821model1S51 。 」 …… PC-9801NS/E-34 (20MB) 
PC-9801NA, NA/C PC-9801NS/E-35/U (40MB) 
PC-9801NS/R PC-9801NS/T-36 (80MB) 
PC-9801Ce modelS1 PC-9801NA-37 (120MB) 
PC-9801NS/L-35 (40MB) 
(PC-9801N-26 が 必要 ) 
PC-98D07 PC-98DOT-35 (40MB) 
PC-9801CS2 PC-9801CS-35 (40MB) 
PC-9801BA/U2, /M2 DE PC-9801B-36 (80MB) 
PC-9801BX/U2, /M2 PC-9801B-37 (120MB) 
PC-9801B-38 (240MB) 
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PC-9821Ap/U2, /M2 
PC-9821As/U2, /M2 
PC-9821Ae/U2, /M2 
PC-9821Ap2/U2, /M2 
PC-9821As2/U2, /M2 
PC-9821An/U2, /M2 


PC-9821Ne 
PC-9801NX/C 
PC-9821Ts 
PC-9801NS/A 
PC-9621Nm 


PC-9821Ce model S1 


PC-9821A-EO5 
PC-9821A-EO6 
PC-9821A-EO7 
PC-HD170A 
PC-HD240A 
PC-HD340A 
PC-HD420A 
PC-HD510A 


PC-9801NS/E-34 
PC-9801NS/E-35/U 
PC-9801NS/T-36 
PC-9801NA-37 
PC-9801NS/L-35 
(PC-9801N-26 が 必要 ) 
PC-HD80N 
PC-HD240N 
PC-HD340N 
PC-HD170C 
PC-HD240C 
PC-HD340C 
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(120MB) 
(240MB) 
(510MB) 
(170MB) 
(240MB) 
(340MB) 
(420MB) 
(510MB) 


(20MB) 
(40MB) 
(80MB) 
(120MB) 
(40MB) 


(80MB) 

(240MB) 
(340MB) 
(170MB) 
(240MB) 
(240MB) 
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以下 の 機種 で は , 本 体 に 内 蔵 する 形式 の 専用 の 固定 ディ スク が 用 意 さ れ て いる . 

これ ら の 機種 で 固定 ディ スク の 増設 を 行 う 場 合 は ファ イル ベイ 用 の 増設 用 固定 
ディ スク ドラ イブ を 利用 する . ファ イル スロ ッ ト と ファ イル ベイ は オプ ショ ン に よ 
り 排他 的 に 使用 可能 . 


記 9821AD9/U20 /02、 し に "mm PC-HD270A (270MB) 
PC-9821As3/U2, /M2 PC-HD340A (340MB) 
PC-HD540A (540MB) 


以下 の 機種 で は , 本 体 に 内 蔵 す る 形式 の 専用 の 固定 ディ スク が 用 意 さ れ て いる . 
これ ら の 機種 で 固定 ディ スク の 増設 を 行 う 場合 は ファ イル ベイ 用 の 増設 用 軒 定 
ディ スク ドラ イブ を 利用 する . PC-9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー ド は 使用 で き な い 


PC-9801BA2/U2,/M2 | …… PC-HD170B (170MB) 


PC-9801BS2/U2, /M2 PC-HD240B (240MB) 
PC-9801BX2/U2, /M2 PC-HD340B (340MB) 
PC-9821Xa/U1 PC-HD420B (420MB) 
Pc-9821Xf/U1 PC-HD510B (510MB) 
ERO-980OIBAS/U02 | PC-HD240DKR (240MB) 
PC-9801BX3/U2 PC-HD340DKR (340MB) 
PC-HD420DBKR (420MB) 

PC-HD540DBKR (540MB) 

ROz9801BK4U2 。 学 補 PC-HD1200BL (1.2GB) 
PC-HDeS0BL (850MB) 

、PC-HD420BL (420MB) 


SCS1 準 拠 の 固定 ディ スク は , PC-9801-55 ノ エン U ン 92 SCSI イ ンタ フェ ー ス 
ボー ド を 実装 する こと に より , 接続 可能 と な る . 
以下 の 機種 で は , 本 体 に 内 蔵 す る 形式 の 専用 の 固定 ディ スク (SCSI 準 拠 ) も 用 意 
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され て いる . 
これ ら の オプ ショ ン は , SCS エ ユイ ンタ フェ ー ス ボー ド の 機能 を 含ん で いる た め , 実 
装 後 は 固定 ディ スク 内 識 の 機種 と 同様 に , 外部 に 増設 用 固定 ディ スク を 接続 する こ 
ど が で きる 、 
PC-9801RA21 。  」……… PC-9801RA-37 (100MB) 
PC-9801RS21 
PC-9801RA21 |」……… | PC-9801RA-37 (100MB) 
PC-9801RS21 PC-9801DA-37 (100MB) 
PC-9801DX2, /U2 
PC-9801DS2, /U2 
PC-9801DA2, /U2 
PC-98RL model 2, 21 」 
PC-98RL model 2 21 。 ……… PC-98RL-37 (100MB) 


PC-9801FA2, /U2, FS2, /U2, FX2, /U2, PC-9821A シ リー ズ で は 
PC-980 1FA-02, PC-9821A-E10 SCSI イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 実装 する こと に よ 
り , 以下 の 固定 ディ スク (SCSI 準拠 ) を 内 蔵 す る こと が で きる . 

内 蔵 の 固定 ディ スク の 実装 は , 本 体 全面 か ら 簡 単に 行う こ と が で きる 構造 に な っ 
て る (イン タフ ェ ー ス 部 は , 従来 同様 , 本 体 背 面 に コネ クタ が 出る . ) 


5 雪 99 ・40Mb 
RGOe9GUUEA 97/ ・100MB 
PC-9801FA-39 ・S00Mb 
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9.2 SASI 準 拠 固定 ディ スク 
@ 固 定 デ ィ ス ク 内 蔵 型 


内 薩 
イー ダー ブ フェ イス 
FD-daH3E nM 


IEEEEEWM IMHB 
PE-8H5 員 中 glMHB 
REEHIEEMIMWIIP 病 に 


注 ・ 内 蔵 型 イ ンタ ダー フェ イス は 。 以下 点 起 901- 定 と 上 細 寺 っ て いる 
・ 届 直 外 に 出 て し いな いた 大 。 1 台 日 用 朴 回 定 デ ィ ス クン は 拓 続 で きき な し 1. 


人 @ 固 定 デ ィ ス ク 外 付け 型 


FD-dWg1-g』 


FL-daHa1 FL-daHag nMHB 
IEEEERM PE-8H34 岩 沖 1IME 
PE-8H51 誕 小 吊 PE-88H5g 中 由 glMHB 
PE-HH53 川 L 下 中 PE-B8H5 秘 必 和 L 外 中 4 折 M 


前 記 の いずれ の 場合 に も , 固定 ディ スク の 増設 を 行う 際 に は , イン タフ ェ ー ス ボ 
ー ド 上 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 が 必要 で ある . 
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田 イ ンタ フェ ー ス ボー 


本 体内 に 実 朴 する イン タフ ェ ー ス は , 基本 的 に PC- 9801-27 イ ンタ フェ ー ス ボー 
ド と 同等 の 機能 を 持つ が , PC-98XA mode1 3, 31 ノ XL model 4/XL2 に 実装 され 
て いる イン タフ ェ ー ス と , PC-98XA-06 の イン タフ ェ ー ス 部 は 
PC-9801-27 と 一 部 仕様 が 異な っ て いる . 


マ /2- の 2 の 7-2 ク 7 ボー と 9 人 4 導 ルク 必 旋 / と の 雌 鑑 孝一 息 


画 |/0 ア ドレ ス と 命令 
〒 マ 54?/ / の / ん の ア が ンズ と と 六 訪 一息 
| 


固定 ディ スク イン タフ ェ ー ス の ボー ド 上 に は , 接続 され る 固定 ディ スク の 種別 を 
設定 する ディ ッ プ スイ ッ チ が あり , OCR の NRDSW ビッ ト に 0 を 書き 込む こと に よ 
り . ISR か ら 読 み 取 る こと が で きる . 


デバ イス タイ ブ 
InEHB |』gBH31 dBH32 


1 LUHB daHaa 上 旬 daHaL 浅 州 
aHa1 


ImEHHBE 有 gBH5l 州 人 ル 汐 BBH52 江 
110 HE BBH53zN/LZUZRIBBH54/H/LZUR 
思 | 愉 較 = | 
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弄 レ ジス タ の 説明 


WODR 

ODR に は ,。 内 部 バス に 送出 すべ き コ マン ド デ ィ スク リプ タブ ロッ ク (CDB) の コ 
マン ドバイ ト を セッ ト す る . また 出力 デー タ を 伴っ た コマ ンド の 場合 , 出力 デー タ 
も この ボー ト を 経由 し て 内 部 バス に 送出 され る . プロ グラ ム 1I/0 モ ー ド 時 に は , 内 
部 バス が 「 デ ー タ 出力 状態 」 に ある こと を 確認 し な が ら , プロ グラ ム に より デー タ 
を セッ ト す る . DMA モ ー ド 時 に は , コ ント ロー ラ が デー タク 出 力 状 態 」 を 検出 し 
デー タ が DMA 転 送 さ れる . 

選択 状態 に 先だって , 本 ボー ト に コン トロ ー ラ 番号 (01H) を セッ ト す る こと . 


@0CR 
〒 マ 545/ / チ 7 アレ ジス タ 


地 
・CHEN :CHanne] ENable 

CHEN を 1 に する と , 内 部 バス へ の デー タ の 出力 が 許可 され る . 
内 蔵 型 イ ンタ フェ ー ス に は 存在 し な い . 


・NRDSW:ReaD SWitch 
NRDSW に より ISR の 各 ビ ッ ト が 切り 替え られ る . 


・SEL:SELect 
SEL が 1 の と き , 内 部 バス の SEL 信 号 が ON に な る . 
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・RST:ReSeT 

RST を 1 か ら 0 に し た と き , 内 部 バス の RST 信 号 が 40 0nSec の パル ス 幅 で ON に な 
る . 

内 部 バス 自身 の リセ ッ ト は 行わ れ な い . 


・DMAE:Direct Memory Access Enable 

DMAE を セッ ト す る と 「DMA モ ー ド 」 と な る . 

DMA モ ー ド 時 に は , 内 部 バス の デー タ 出 力 状態 また は デー タ 入 力 状態 を 検出 する 
と , DRQ 信 号 を シス テム バス に 対し て アク ティ ブ に する . この と き あ ら か じ め DMAC 
(8237) の パラ メー タ 設 定 が 適切 に な され て いな い 場 合 , シス テム スト ー ル に 陥る 可 
骨 仁 が ある の で 注意 が 必要 . 

DMAC が と ころ 定数 の デー タ 転 送 を 終了 し , TC 信 号 を 出力 する と , プロ グラ ム か 
ら は アク セス で き な い DMAE F/F が セッ ト さ れ , 以後 の DRQ の 発生 は 禁止 され る . 

DMAP F/F が リセ ッ ト 状 態 で 、 な お デー タ 転送 要求 が ある 場合 , INTE が 1 な ら ば 
INT F/F が ON に な る . DMA を 必要 と する コマ ンド ご と に , この コマ ンド の 実行 に 先 
立っ て , 必ず DMAE F/F を セッ ト し 上 直す 必要 が ある . 

DMABP が 0 の と き は プロ グラ ム I/0 モ ー ド と な る . 

プロ グラ ム 1/0 モ ー ト 時 に は , DRQ は 発生 され な い . 

プロ グラ ム に より 内 部 バス を 監視 し , デー タ 入力 状態 で あれ ば IDR よ り デ ー タ を 
引き 取り , デー タ 出 力 状態 で あれ ば O0DR に デー タ を 出力 する . 

な お , INTE=1 の 場合 は , 最初 の デー タ 転 送 要 求 時 に INT F/F が セッ ト さ れる . 


・INTE:TINTerrupt PBnable 

この 信号 が 1 の と き , 割り 込み の 発生 が 許可 され る . 

内 部 バス の ステ ー タ ス 状 態 を 検出 する と , INT F/F が ON に な る . また , DMAEB 
F/F リ セッ ト 時 に は , デー タ 入 出力 状態 を 検出 する と INT F/F が ON に な る . 

この 信号 が 0 の と き , INT F/F は リセ ッ ト 状 態 で ある . 
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…|SR 
ISR の 各 ビ ッ ト の 意味 は , OCR の NRDSW ビ ッ ト に よっ て 切り 替え られ る . 


7 固 還 耳 


SMB(LSB】 
Sr 


7 ff 上 四 還 耳 抽 


開 闘 開 紅 開 欄 図 際 
IM 


未定 表 
1 
Li 


MS 
BST 


導 UR 
FEI 


・INT:INTerrupt 
INT F/F の 状態 を 示す . INT F/F は 0CR の INTE ビ ッ ト が 0 の と き は リセ ッ ト 状 態 で 
ある . 1 の と き TInterrupt 状 態 で ある . 


・TXO: InputOutput 
・CXD:CommandData 
・MSG:MeSsacGe 
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・BSY:BuSY 
・ACK:ACknowledge 
・REQ:REQuest 
前 記 の 各 ビ ッ ト は 内 部 バス 制御 信号 の 状態 を ボ す . 


田 固 定 デ ィ ス ク ユ ニッ ト の 物理 構造 


ヤマ 選定 デ ァ スク の 霞 と ユニ ッ ム の 交 夏 友 施 
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9.3 SCSI 準 拠 固定 ディ スク 


PC-9801 -55/L/U, PC-980 1-92 SCSI エ インタ フェ ー ス ボー ド を 拡張 スロ ッ ト に 装 
備 し , ソフ トウ ェ ア と し て 日 本 語 MS-DOS (Ver3. 3 以降 ) また は 日 本 語 MS 0S ノ 2 
(Ver1.0) を 使用 する こと に より , 以下 の 固定 ディ スク を 4 ユニ ッ ト ま で 使用 する こ 
と が 可能 に な る (100MB の 場合 は , 日 本 語 MS-DOS (Ver3. 3A) 以上 が 必要 ) . 


PC-HDO020 (20MB) 
PC-HD040/L/LB/U/UB/R/R2/RB/RB2 (40MB) 
PC-HD100/R/R2/R3/RB/RB2/RB3 (100MB) 
PC-HD120N 

PC-HD130/U (130MB) 
PC-HD170R/R2/RB/RB2 (170MB) 
PC-HD240E/EB (240MB) 
PC-HD300/U/R/R2/R3/RB/RB2 (300MB) 
PC-HD340E/EB (340MB) 
PC-HD400R/R2/RB/RB2 (400MB) 
PC-HD540E/E2/EB2 (540MB) 
PC-HD1000E/E2/EB2 (1GB) 
PC-HD2000E (2GB) 


注意 : PC-HDxxxxB モ デル は SCSI イ ンタ フェ ー ス ボー ド 付 属 


これ ら は , 本 体内 蔵 型 の 固定 ディ スク や , PC-9801-27 を 経由 し た 固定 ディ スク 
と の 共存 が 可能 で ある . 
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9.4 2.5 イ ンチ 内 蔵 固 定 デ ィ ス ク 


98NOTE お よび , PC-9821Es に 内 蔵 の 2. 5 イン チ 固 定 デ ィ ス ク は 低 消 費 電 力 化 を は 
か る た め に , モー タダ の ON ン /OFF 制 御 の 指定 が 98NOTE メ ニュ ー か ら で き る よう に な っ 
(3 

モー タ の 0N ノ OFF 制御 に つい て は 専用 の ワン ショ ッ ト タ イマ を 使用 し , ソフ ト 
ウェ ア 割り 込み に より 行う . この 制御 を 実現 する た め に , ソフ トウ ェ ア 割 り 込み 
INT2 を 使用 し て いる . 


2.5 イ ンチ 内 蔵 固 定 デ ィ ス ク は 従来 の も の と ハー ドウ ェ ア 的 に 異な る . (NS と そ 
の 他 の 機種 用 の 固定 ディ スク も ハー ドウ ェ ア 的 に 異な る . ) た だ し , ソフ トウ ェ ア 
イン タフ ェ ー ス は, 従来 の PC-9801-27 (SASI イ ンタ フェ ー ス ) 経由 の 固定 ディ スク 
必 財 選 避 全 え る 

し た が っ て , ソフ トウ ェ ア か ら 内 蔵 固定 ディ スク を アク セス する 場合 , BIOS また 
は 0S が 提供 する イン タフ ェ ー ス を 利用 する こと に より , 問題 な く ア クセ ス で き 
る . (固定 ディ スク の モー タ 制 御 を 行っ て いる 場合 も 同様 . ) 

ハー ドウ ェ ア を 直接 操作 し て いる 場合 に は , 動作 保証 が で き な い た め , 必ず BIOS 
を 経 貼 し て アク セス を 行う こと . 
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9.5 1.8 イ ンチ 内 蔵 固 定 デ ィ ス ク 


PC-9801P に 内 蔵 の 1.8 イ ンチ 固定 ディ スク は 低 消 費 電 力 化 を は か る た め に , モー 
タ の ON ノ OFF 制 御 の 指定 が 98 ベ ン メ ニュ ー か ら で き る よう に な っ て いる . 

モー タ の 0N ノ OFF 制御 に つい て は 専用 の ワン ショ ッ ト タ イマ を 使用 し , ソフ ト 
ウェ ア 割り 込み に より 行う . この 制御 を 実現 する た め に , ソフ トウ ェ エア 割り 込み 
INT2 を 使用 し て いる . 

PC-9801P で は 電源 投入 時 に 電圧 を 切り 替え る た め の 数 回 の CPU リセ ッ ト が 発生 す 
る が , 固定 ディ スク へ の ハー ドウ ェ ア デア リセ ッ ト は , 固定 ディ スク の 誤 作 動 を さけ る 
た め 電 源 投 入 時 1 回 の み 発 生 す る . また , リセ ッ ト ス イッ チ 押 下 時 , 固定 ディ スク 
へ の ハー ドウ ェ ア デリ セ ッ ト は 発生 し な い 、. 
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第 10 章 


マウ ス 


10.1 仕 様 


PC-9801, E, F1, 2 を 除き PC-9800 シ リー ズ で は , ポ ボ ポインティング デバ イス 「 マ 
ウス 」 用 イン ター フェ イス を 標準 で 内 蔵 し て いる (マウ ス ユ ニッ ト は オプ ショ ン ). 
PC-9801, E, F1, 2 で は , PC-9871K を 使用 する . 


PC-9821Ap, As , Ae, Af, PC-9821, PC-9821Ce で は マウ ス 変 換 コ ネ ク タ 
(PC-98D0T-11) を 使用 する こと に より ジョ イス ティ ッ ク を 利用 する こと が で きる . 
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@ ボ ー ト 番号 


2f I ラ ツン で と ド 
ママ ンズ / チ の ん の アバ ルス の アレ ジン ぞ ー パ 


男 


グ メト マン クレ ビード 
マヤ マウス /7 の ん の アア が と ス (ンー マル モー パ 


@ 当 り 込み 周期 : 8.33ms (120Hz 既 定 値 ) 

ハイ レゾ モー ド は , 8.33ms 固 定 と な る . 

ノー マル モー ド で は , 1/0 ボ ー ト 0BFDBH に 次 の 値 を 書き 込む こと に より 割り 込み 
時 間 を 設定 する . 


1EgUHz | 9. dms 
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人 @ 割 り 込み レベ ル 

ハイ レゾ モー ド は INT2 固 定 . 

ノー マル モー ド で は INT6 が 既定 値 で ある が , 本 体 の スイ ッ チ カバ ー 内 ジャ ンク 等 
に より 変更 可能 (PC-9801BA, BX, BA2, BS2, BX2, PC-982 1 シリ ー ズ お よび 98NOTE で 
は INT6 固 定 ) . 


割込み 名 |B258 割込み し ベル 
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10.2 1/0 ア ドレ ス と 硬 令 


画 命 令 一 覧 (ノー マル モー ド ) 


マ マク ウス / の ん の アア が ンズ ルン 今 一 息 ( ン ー マ ル テー ん 


較 レ ジス タ の 説明 
@ ボ ポー ト A 


* D? ビッ ト :LEFT 
0 で 左側 の スイ ッ チ が 押さ れ で て いる . 


・D5 ビ ッ ト :RIGHT 
0 で 右側 の スイ ッ チ が 押さ れ て いる . 


・Ds て Do ビッ ト :MD3 て 0 
SXY, SHL で 選択 され た マウ ス 用 カウ ンタ の デー タ 
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@ ボ ポ ボー 


・Da ビ ッ ト :RAMKL 
ディ ッ プ スイ ッ チ 3-6 (バン ク 8, 9RAMKILL) の 設定 状態 
0= バ ンク 8, 9 の 内 部 RAM を 切り 離す . 
1= バ ンク 8, 9 の 内 部 RAM を 接続 する . 


・D1 ビ ッ ト :SPDSW 
80286 プ 386 ク ロッ ク 切 り 奉 え ス イッチ の 設定 状態 (PC-9801RX2, RX4, EX2, 
EX4,LX2,LX4, LX5。LX5C。 DA のみ) 


S0266CPU 0=12MHz 
1=10MHzZ 
S66CPU 0=20MHZ 
1=16MHzZ 
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@ ボ ポート C 


・ D? ビッ ト :HC 
0 か ら 1 に な っ た と き , その と き の カ ウン タ の 値 が 読み 出し バッ ファ に コピ ー され 
た 後 ク リア され , 新た に カウ ント を 開始 する . 


DE 必 ト :SXY 
MD3^0 に 出力 する デー タ を 選択 する . 


きみ ト : SHL 


BAY HL 


% 軸 方 向 下位 は ピット デー タタ 


PD 上 位 \ 
『 軸 方 向 下位 * 


・D4 ビ ッ ト :1NT 
0 で マウ ス の タイ マ 割 り 込 み を 許可 する . 


・Ds ビ ッ ト :NODSW 
ノー マル ハイ レゾ モー ド の 設定 状態 
0= ハ イ レゾ モー ド 
] 語 SA eS9E の : ド 
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cb 


・D ゥ 2 ビット:CPUSW 


第 10 章 マウ ス 


ディ ッ プ スイ ッ チ 3-8(80286, 386, 486, Pentium ノ 70116 切 り 替え ) の 設定 状 


MT 


0=60286, 386, 486, Pentium 
1=70116, 70136 


*・D1 ビ ッ ト :SW1-6 
イツ ンプ ズ 《 必 に 6 
RS-232C 同 期 モ ー ド 設定 状態 


・ Do ビッ ト :SW1-5 
デイ ジス イッチ 1-5 
RS-232C 同 期 モ ー ド 設定 状態 


タイ マ 


DE 6 必 ド SN1。 10 
割り 込み 周期 選択 


ボート C の 下位 4 ビッ ト は , ライ トモ ー ド に より マウ スモ ー ド を 93H に 設定 し た 場 
合 に の み 読 み 出 すこ と が で きる . PC-9801VF, VM 等 で は ,. マウ スモ ー ド を 
"10010xxx” と 定義 し て いる た め , 従来 の マウ ス ド ラ イ バ を 使用 し た 場合 に 読み 


出せ な い . 
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田 命 令 一 覧 (ハイ レゾ モー ド ) 


マ マク ウス / の ん の アア だ ンズ スン 砂 今 一 息 /1 プ レン テ ー 


田 レ ジス タ の 説明 
特に 記載 が な いも の は ノー マル モー ド と 同じ で ある . 


・Ds ビ ッ ト :MODSW 
ノー マル ハイ レゾ リュ ーション モー ド の 設定 状態 
0= ハ イレ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド 
1= ノ ー マ ル モー ド 


*D], Do ビッ ト :RS-2, 演 
RS-232C 同 期 モ ー ド 設定 状 
PC-98XL ノ XL2RL …… ディ ッ プ スイ ッ チ 1-6, 1-5 
PC-98XA oooehoremhmhthteshoteot デイ ッ プ スイ ッ チ 1-10, ] -9 


* D? ビッ ト :FDU 
外 付 け 1MB _ FD の ユニ ッ ト 番 号 を #1 ・#2 に する が 導 3・#4 に する か の 切り 奉 え 信号 
(ディ ッ プ スイ ッ チ 1-4 :PC-98XA に は 無い ) . 
1= 外 付け FD#3, #4 (既定 値 ) 
0= 外 付け FD#1, #2 
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・Do ビ ッ ト :MODS1 
ハイ レゾ リュ ーション モー ド 時 の シス テム クロ ッ ク の モー ド 設 定 (PC- 98XA に は 
無い ) . 
本 フラ グ に より クロ ッ ク 切 り 替 え ス イッ チ を ソフ ト セ ンス する . 
1=8MHz 
0=5/10MHz 
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た た デー ニテ デ _ 
第 11 草 
プリ ンタ 


1.1 仕 様 


使用 LSI …… 層 PD8255 プ PD71055* 
*PC-980 1FA 以降 の 機種 お よび , PC-9801NS,。 T, DX,UF, UK 
DA, DS,NS/E,、 CS,NC, PC-98GS 


ボー ト 割 り 当 て 


ポー ト A ………・ デー タ 出 力 

ポー ト B ……… プリ ンタ ステ ー タ ス の 読み 取り 

NNN Hm デー タス トロ ー ブ プ 信 号 (DATA・STB) お よび 割り 込み 要求 信号 
(IR81) の 発生 


PC-980 1BA2 以 降 の 機種 で は フル レル セ ント ロニ クス 仕様 の ハー フ ピ ビッ チ 36 ピン パラ 
レル イ シタ ー フ ェ イ ス を 装備 し て いる . 

また , プリ ンタ イン ター フェ イス 変換 コネ クタ (PC-9821 -K02, 98NOTE の 場合 は P 
C-9821N-K01: プ リン タイ ンタ ー フ ェ ー ス 変換 アダ プ タ ) を 利用 する こと に より , セ 
ント ロニ クス 準拠 と し て の 使用 が 可能 で ある . 


それ 以外 の 機種 で ご は ノー マル モー ド に お いて は , セン トロ ニク ス 準 拠 の D-sub 14 
ビ ピン パラ レル イン ター フェ イス を 装備 し て いる . 
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ハイ レゾ モー ド に お いて は , フル セン トロ ニク ス 仕 様 と な っ て お り , ノー マル 
モー ド に お いて は , セン トロ ニク ス 準 拠 の 仕様 と な っ て いる . 

フル セン トロ ニク スン セン トロ ニク ス 準 拠 の 切り 堆 え は ソフ トウ ェ ア に より 行 
の 康 
セン トロ ニク ス 準 拠 寺 に 使用 し な い 信 号線 は ,。 クラ ンプ また は 無視 され る . 


デー タバ ス へ は , 16 ビ ッ ト の 内 下位 8 ビッ ト と 拉 続 され て いる . 
ノー マル モー ド で は , 割り 込み の 設定 は ソフ トウ ェ ア に より 行う 必要 が ある の 
で , 有効 利用 は で き な い . 


PC-9821A シ リー ズ で は , オプ ショ ン の 98 ハ イレ ゾ ボ ー ド (PC-98 21A-E02) を 実 
楽し た 場合 に は , 表示 モー ド に 関係 な く , ボー ド 上 の プリ ンタ イン ター フェ イ ス が 
有効 と な り , 本 何 側 の イン ター フェ イス は 無効 と な る . ハイ レゾ リュ ーション モー 
ド 時 は ,。 フル セン トロ ニク スイ ンタ ー フ ェ イ ス と し て 動作 する . 

田 8255 モ ー ド セッ トコ マン ド 


| =※ や も や も や も や も や 〈 。 IO ポー ト ア ドレ ス | コ マン ド | 
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11.2 1/0 ア ドレ ス と 硬 令 


画 命 令 一 覧 (ノー マル モー ド ) 


ボー トド ト AA は モード 0 凡 で ある 、 


マヤ プ ソ ンタ / の / ん の アン ズル 硝 候 一 磐 パ ンー マル テー パ 


画 レ ジス タ の 説明 
ライ トシ グ ナ ル 


・D] ビ ッ ト :RST287 (RST387) 

CPU リセ ッ ト 発 生 時 , NDP ま た は CPU 内 蔵 の NDP 機 能 を リセ ッ ト す る か どう か の 指 
定 . 
この ビッ ト は 80286 グ 386 ノ 486 ノ Pentium CPU 動作 時 の み 意 味 を 持つ . 

0: リ セッ ト し な い 

1: リ セッ ト す る 
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@ リ ー ド シグ ナル 1 


SDz 06 セツ トド 2JTVPL 、tYPO 
シス テム の タイ プ を 設定 する スト ラッ プス イッ チ の 状態 を ボ す . 


中 H PE-g8h1 

1 IH PE-g8H1IUg 
HH 未定 素 

1 上 記 届 引 丁 機 種 


・Dg ビッ ト :MOD 
シス テム クロ ッ ク の スピ ー ド を 示す -. 
0:5 ノ 10MHz 
1:8MHz 
この ビッ ト は , クロ ッ ク 切 り 替 え ス イ ッ チ の 設定 が その まま 見 える の で は な く , 
実際 に 動作 し て いる クロ ッ ク の 状態 を 示す . 


DE ツ ト :LCD 
プラ ズ マ ディ スプ レイ 使用 / 未 使用 の 状態 を ド す . LCD=0 の 時 , プラ ズ マ ディ ス 
プレ イ 使 用 モー ド と な る 、 


・Ds ビ ッ ト :HGC 
機能 拡張 状態 を 示す . HGC=0 の 時 , 拡張 機能 使用 を 示す . 
16 色 表示 機能 の 使用 , 高速 描画 機能 の 使用 等 を 行っ て いる か の 状態 表示 を 行う. 
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・ D] ビッ ト :CPUT 
動作 CPU の 種別 を 示す . 
0:80286/386 ノ 486 ノ Pentium 
1:70116 
この ビッ ト は , ディ ッ プ スイ ッ チ SW3-8 の 設定 が その まま 見 える の で は な く , 動 
作 中 の CPU に し た が っ た 値 と な る (スイ ッ チ の 設定 は マウ スポ ー ト C か ら 見 える ) . 


・D( ビッ ト :VF 
PC-9801VF2 で の み 1 
その 他 の 機種 で は 0 


@ ラ イト モー ド 

モー ド 設 定 の 順 座 に より , セン トロ ニーク スイ ンタ ー フ ェ イ ス の PSTB が 出 て , 論 動 
作 す る こと が ある た め , モー ド 設 定時 , PSTB を マス ク す る 必要 が ある . 「 第 5 章 
シス テム ボー ト 」 参 照 の こと . 
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田 命 令 一 覧 (ハイ レゾ モー ド ) 


ポ ボート A は モー ド 1 出 力 で ある (た だ し , スト ロー ブ は ソフ トウ ェ ア に より 発生 き 
の ) 、。 


ヤマ プ ソ ンタ / の / ん の アン ズル 硝 今 一 盤 ン パプ ンジ テー パパ 


ma 


@E 印 字 デ ー タ 出力 
プリ ンタ 制御 信号 の 内 , PSTB, ACK, INTR 信 号 は 8255 の ボー ト A の モー ド 1 で 上 規 
定 さ れる コン トロ ー ル ポー ト で 制御 され る . 


ヤマ プ ノ ソン タ - の 7 の 導 の 請 古 と タプ アミ ング チャーム 
BE 
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RS-2320 


12.1 仕 様 


使用 LSI ………‥ PD8251A 


調歩 同期 式 全 二 重 / 半 二 重 , 同期 式 半 二 重 の いずれ か 1 チャ ネル の 通信 が 可能 で 
ある . 
通信 速度 は ヵ PD8253 タ イマ に 対す る 指示 に より 与え られ る . 


マヤ 5- ク ダグ / / た 送 邦 方 区 と 誠 邦 送 度 


また , 同期 方 式 の 切り 替え は 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ で 行う . 

RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス か ら の 割り 込み は TXRDY, TXEMPTY, RXRDY の 3 種 の 原 
因 に より 発生 し , 各 割 り 9 込み は シス テム ポー ト (PD8255) の PC2, PC1, PCO 
(Interrupt Enable F/F) に より 制御 が 可能 で ある . MODEM 信 号 の うち , CS, 
CD, CI は シス テム ポー ト の PB6, PB5, PB7 で 読み 取る こと が で きる (PC-9801 で 
は , Cl 信号 は サポ ー ト せ ず ). 他 の 信号 は PD8251 の コン トロ ー ル ンス テー タ ス で 
制御 で きる . 

送受 信 デ ー タ は デー タバ ス の 下位 8 ビッ ト に 乗せ られ る . 
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注意 : ステ ー タ ス の 更新 は ステ ー タ ス に 影響 を 与え る 事象 が 起こ っ て か ら 最 大 2 
ロッ ク (ppPD8251 の 入力 クロ ッ ク ) 周期 の 遅延 が ある . 


し た が っ て ステ ー タ ス 更 新 ま で に 必要 な 最大 遅延 時 間 は 以下 の よう に な る . 
1/0 ボ ー ト を 参照 する 場合 は 注意 する こと . 


動作 芋 考 8g51 入力 タロ ッ タ | 最大 遅 赴 時 間 層 1) 
シス テア ロッタ NHz 1.HHBiHz 1 上 5 


ジス 上 タロ ッッ クタ 51UHHz 中 ロ TBNHz 11. 六 5 
FE-daH1BREEA 隊 」 FE-dBg1WT」 Ng 斉 .BaHHHz g。 HH 5 


112H ロ ッ カ 
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12.2 1/0 ア ドレ ス と 硬 令 


一 合 令 一 覧 
人 5-2226 / の / の ア が レス ズー 夏 今 一 臣 


半 
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田 レ ジス タ の 説明 
@ モ ー ド セッ ト 
・ 調歩 同期 モー ド 


了 hg 岳 上 止 凶 紀 


1 ミュ ゴイ ギ キー マル 
偶 雪 パリ ティ 発生 / グ チェック 


li 奇麗 


PF 
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・ 同期 モ ー ド 


7 Hf 上 四 還 切 所 


還 氏 回 


ーー 1: イネーブル 
仙 雪 語り ロ エ ィ 発生 グチ キ ェ ッ ク 
l・ 基き 
1 : 埋 示 
引 部 同期 午 出 
nl: ShET 三 出力 
1 : 計 MDET 三 上 
単 ー キ ャ ラウ 同期 
li 富 づ ル SYTME キ ャ ラウ 
1 : 単 一 本 ME キ ャ ラウ 
注 ・ 針 部 STNE モ エー ド で は , 二 凍 キ ャ ラウ タダ SYME に ゴロ ジラ あす る る と, 
1 症 こ 本 大 写 響 を 与え 計 ・ 


@ び コマ ンド セッ ト 
マ /6- ク グ / / チ ん / め 27 フ マ ン た を ッ ム た 


@ ス テー タス リー ド 
マ - ク 多 の / チ ん の 227 ス テー タス グー だ 
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12.3 拡張 RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 
画 概 要 


PC-9800 シリ ー ズ で は オプ ショ ン に よ り RS-232C と インター フェ イス を 増設 する こ 
と が で きる . RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス を 増設 する 場合 , PC-9861K (RS-232C 拡 張 ( 
第 2 て 第 3 回 線 用 ) インター フェイ ス ボ ー ド ) を 拡張 スロ ッ ト に 実装 する 必要 が ある . 
ハイ レゾ モー ド 動 作 時 , ボー ド 上 の ROM は 必ず KILL に し て お く こ と . 


・ チ ャ ネル 数 2CH 
・ ボ ー レ ー ト 75^9600bps (ディ ッ プ スイ ッ チ に よる 設定 ) 
・RS-232C イ ンタ ダ ター フェイ ス は , 制御 部 に PD8251A 相 当 を 使用 
田 ブ ロッ ク 図 
〒 胸 5- ク 多 / / 克 ブリ ロッ クダ プア グラ ム 
BE 
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弄 |/0 ア ドレ ス と 命令 


ヤ 張 人 9-2 多 6 / の / の ア が レズ ンー 記 今 一 臣 
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12.4 高速 シリ アル イン ター フェ ー ス 


PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xt13, Xe10, Cx2, Cb2, Na7, Nx, Ne3, Nd2, Lt2, PC- 
9801BX4 は 最大 115, 200bps の 通信 速度 を サポ ー ト する 高速 シリ アル イン ター フェ 
ー ス を 搭載 し て いる . 

これ ら の 機種 の つう ち PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xt13, Xe10 に つい て は , 2 チャ 
ン ネ ル の シリ アル イン タフ ェ ー ス を 搭載 し て いる . 


画 概 要 


@ チ ャ ネル 1 (また は 1 チャ ン ネ ル 搭 載 機 ) 
最大 115, 200bps の 通信 速度 を サポ ー ト し , 2 つの モー ド を サポ ボー ト す る . 


(1) 従来 互換 モー ド : 最大 19, 200bps 


通 恒 連 席 同期 式 | 調 基 同期 葉 | 調 上 同期 丈 
(bps』 (1718) (1/B4) 


| 19200| 128| 引 2 
| 9600| 256| 1 34 
| 2400| 1024| 84| 


2 
| 600| 4096| 256| 64 


注意 : ステ ー タ ス の 更新 は ステー タス に 影響 を 与え る 事象 が 起こ っ て か ら (825 の 
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クロ ッ ク で ) 最大 28 ク ロッ ク 周 期 の 遅延 が ある 


(②) 高速 転送 : 最大 115, 200bps 
WindowsNT3. 5 上 で 利用 可能 (COMM. DRV を 添付 ) 


@ チ ャ ネル 2 

最大 115, 200bps の 通信 速度 を サポ ー ト し , 赤外線 通信 イン タフ ェ ー ス ユニ ッ ト ( 
オプ ショ ン ) に より , 添付 の TranXit1.0 に より STIR 方 式 お よび ASK 方 式 の 赤外線 通 人 
が 可能 
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第 13 章 


GP-IB 


13.1 仕 様 


PC-9800 シ リー ズ に は IEEE-488 の イン ター フェ イス を 持つ 各種 計測 器 や 周辺 壮 
置 と 接続 で きる GP-TB イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド が オプ ショ ン で 提供 され て いる 
(PC-9801-29 プ KN) . 

イン ター フェ イス LST と し て PD7210 が 使用 され て いる . 
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13.2 1/0 ア ドレ ス と 硬 令 


脅 命令 一 覧 
〒 マ の -/ ぢ / 克 の ん の アン スン 砂 今 一 磐 // 


〒 マ の -/ ぢ / の ん の アン スン 砂 今 一 盤 ② 
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田 レ ジス タ の 説明 
@ リ ー ド スイ ッ チ 


寺 : 各 ビッ ト は , ディ ッ プ スイ ッ チ 直 
DNM の 時 0。 IFF 寺 1 と 店 


L__ 自公 自 身 の め 了 アド レス を 指定 
2 進 痢 析 一 31) で で 表現 する 
OoA 2 二 モ デ マス ター 望 志 叶 呈 ド 中 指定 


IFF バ 13 

*( 三 0) ・ ょ スレーブ モー ド 
P-ITB イ ンダー フェ イス ボー ド 志 上 EFLLA 相 午 日 込 
呈し 江上 埋 指 定 


INT1 BINT2 割込み 名 | パス スロ ッ ト 
ーー 


hh 1 Hr4 mim 
h bh Hws [Rm 
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@ リ ー ド |F( 


[r hm 


= 「 リ ロー ドス イッ チキ 」 と 同じ 


人 初期 設定 


・ ス テー トト 移行 禁止 時 間 の 設定 


・Aux. (B) レジ スタ 
B2=1 ひき 続く デー タ 送 出 の 2 バイ ト 目 以降 の ハン ド シ ェ イク の T」 と し て 「T 
(高速 ) 」 を 用 いる . 
Bo=0 INT 端 子 の アク ティ ブレ ベル と し て , 「INT( ア クティ ブ ハ イ ) 」 を 指定 . 


・T/R2, T/R3( ト ラン スミ ッ ト / レ シー プ ブ 制 御 2, 3) 端子 の 機能 選択 
TRMO=1 T/R2=CIC 


TRM1=] , T/R3=PE 
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第 14 章 


サウ ンド 


14.1 仕 様 


サウ ンド 機能 は 拡張 スロ ッ ト に サウ ンド ンジ ョ イス ティ ッ ク 用 イン ター フェ イス 
ボー ド PC-9801-26 ノ K(PC-9801U2 は 専用 スロ ッ ト に PC-9801U-03) を 実装 する こと 
に より 実現 され る (PC-9801UV2, UV21, UX21, UX41, CV21, UV11, EX2, EX4, 
DX, UF, UR, DA, DS, CS, US, PC-98D0, DOT, PC-98GS は サウ ンド イン ター 
フェ イス 標準 実装 , ジョ イス ティ ッ ク は 使用 不可 ) . 

と この ボー ド は ほ は 。 サ ウン ド 用 1L9T 兼 ジョ イス ティ ッ ク イ ンタ ーー フェ ュ イ ス と し て 
YM-2203 と ,。 コン トロ ー ル プロ グラ ム を 内 蔵 す る ROM 16KByte を 実装 し て いる . 

また , イン ター フェ イス コネ クタ と し て ジョ イス ティ ッ ク 用 端子 を 2 個 と , サ 
ウン ド 用 外部 端子 (モノ ラル ) を も っ て いる . 


音源 (YM-2203) 
FM 音源 3 和音 (モノ ラル ) 
SSG 音 源 3 和音 (モノ ラル ) 


出力 


本 体内 蔵 ス ピー カー 
LINE-0UT( モ ノラ ル ) 
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田 ブ ロッ ク 図 


マゲ ウン が / チ の フワ ロック 
ココ 
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14.2 1/0 ア ドレ ス と 硬 令 


マグ ウン が / チ 7 ルル 2 グ 20 ツ の ん の アバ レズ と 砂 訪 一 覧 
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田 YM-2203 の 制御 


YM-2203 の マス タク ロッ ク は , 3.9936MHz と する . し た が っ て , リセ ッ ト 動 作 を 
保証 する た め に , マス タク ロッ ク の 分 周 数 を 6 以外 に 指定 し て は な ら な い . 


@ ド OM 


イン ター フェ イス 上 の ROM の アド レス は C8000H-D 7FFFH 間 の 16KB(16KB 境 界 こ 
整列 ), 既定 値 と し て は CCO 00H^CFFFFH を 使用 する . また ROM 機 能 の 禁止 スイ ッ チ 
を 持つ . 


@ 基 り 込み 

YM-2203 出 力 の 割り 込み 信号 は , 反転 し IR131 ま た は IR121 に 撲 続 され る . 

どちら の 信号 を 使用 する か は ジャ ン パ スイ ッ チ に より 設定 し, ソフ トウ ェ ア は そ 
の 設定 を YM- 2203 の 1 /0 ボ ー ト A( 内 部 アド レス 0EH) の 最上 位 ビ ッ ト (IRST0) に より 
判断 する . 

“0” の 場合 が IR131(INT6) , “1” の 場合 が IR121 (INT5) を 使用 する こと を 表 

わす . 

通常 は 1 R131 (INT6) を 使用 する (PC-9801-26 バ K 以 外 で は IRST1 は 常に “1” で 
INT4, INTO は 使用 で き な い ) . 

な お , ソフ トウ ェ ア 上 の 互換 を 保つ た め , ソフ トウ ェ ア は 次 の よう に 判断 する . 


マグ ウン バ / / ルン グ の の 太 間 77577 2 ク の 議 と 基 グ み レン ペル /7 ゆ 


230 


第 14 章 サウ ンド 
画 ジ ョ イス ティ ッ ク イ ンタ ーー フェイス 
YM-2203 の 1/0 ボ ー ト を 使用 する . 


マゲ ウン バ / / た ジョ プス ティ ァ ッ クル た 7 ルク ググ 2 以 基 ん の 0 が ー/ 


@ 人 和信 力 


・D?, De ビッ ト :IRSTO0, 1 
「 園 YM-2203 の 制御 傘 割 り 込み 」 参照 


・Ds て Do ビッ ト :TRG1, TRG2, RIGHT, LEFT, DOWN, UP 
ジョ イス ティ ッ ク の 入力 


人 @ 出 力 


* D? ビッ ト :O0OUTE 
出力 イネ ー プ ブル , "で OUT11, 12, 21, 22 を 定 ” 状態 に する . 
ジョ イス ティ ッ ク を 使用 する と き は , 必ず “1” に 保つ . 


*Ue ビッ ト :LNSL 
入力 セレ クト , "0" で ジョ イス ティ ッ ク 1 を “1 で ジョ イス ティ ッ ク 2 を 選択 す 
る . 


DeesDii 世 少 NMOUN28S 19。 22. 2 2 1 
汎用 人 出力 ポ ボート の 出力 
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田 サ ウン トド 出力 


サウ ンド 用 外部 端子 に 外部 接続 用 の ケー ブル を 接続 する と , 本 体 の スピ ー カ か ら 
は , サウ ンド ンジ ョ イス ティ ッ ク イ ンタ ー フ ブフ ェ イス で 生成 され た サウ ンド は 出力 し 
な く な る (た だ し , PC-9801-26/K の LINEOUT1 は この 限り で は な い ). た だ し BEEP 
音 は 本 体 の スピ ー カ か ら 出 力 され る . 


この 本 体 の スピ ー カ は ボリ ュー ム を 持つ が , サウ ンド 用 外部 端子 の 出力 レ ベル は 
固定 で ある , 
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14.3 PC-9821 シ リー ズ の サウ ンド 


PC-9821A シ リー ズ , 98MULTi で は PC- 9801DA 等 で 採用 され て いた FM 音源 チッ プ 
(YM-2203) と 上 位 互換 で ある YM-2608 を 搭載 し て いる . その ほか , 様々 な 音 湖 に 対 
応 し て いる . また , PC-9821CanBe で は , さら に 上 位 互換 で ある YMF288 を 搭載 し て い 


る . 
PC-9821X シ リー ズ , PC-982 1Np, Ns, Nf, Na7, Nx で は PCM 録 音 / 再生 機能 の み 


Windows 上 で サボ ポート され る . また , PC-9821Na7, Nx は FM 音源 を 内 蔵 し て いる . 
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一概 要 
音源 
・YM-2608 
従来 の PC-9801 シ リー ズ で 採用 され て いる YM-2203 上 位 互換 が ある . 
FM 弟 源 6 和音 (ステ レオ ) 
SSG 音 源 3 和音 (モノ ラル ) 


リズ ム 音 源 6 音 ( ス テレ ガ ) 
・CD-DA( 市 販 音 楽 CD) 
・PCM 音 源 
・LINE-IN( ス テレ オ ) 
・ マ イク ロホ ン ( モ ノラ ル ) 


出力 
・LINE-O0UT( ス テレ オ ) 
・ ヘ ペッ ド ホン (ステ レオ ) 


@ 内 蔵 サ ウン ド 機 能 識別 方 法 
1/0 ボ ー ト (446 0H) を 読み 込む こ と に より , 内 蔵 サ ウン ド 機 能 が 有効 か 調べ る こ 
と が で きる . 


ヤグ ウン バ / の の -9927 系 人 -2002) ザウ ン が / 人 半 半 肝 
m 衣 
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田 ブ ロッ ク 図 
マゲ ウン ド が / の の - の 27 系 -2602) ブロ ッ ク 寿 
呈 


注意 : プ ブロック 図 の VOL1^-VOL5 は 各々 独立 し た ソフ トウ ェ ア デコ ント ロー ル が 可能 
各々 ステ レオ で LINE-0UT 端 子 (X1) か ら 出 力 可 能 . 


マグ ウン だ / チ の の -922 ル シン グー ズー の 227 人 ) ブロ ッ ク g 
ョ m 


画 PCM 録 斉 再 生 機 能 


PC-9821A シ リー ズ , X シ リー ズ , 98MULTi , PC-9821Na7, Nx, Nf, Ns, Np は , 音声 ( 
ステ レオ ) の デジ タル サン プリ ング 機能 を 内 蔵 し て いる . サン プリ ング デー タ は CPU 
を 介し メイ ン メ モリ 内 に 展開 され る . 

サン プリ ング レー ト は 下記 か ら 選 択 可能 で ある . 

(PC-9821X シ リー ズ , PC-9821Nf, Ns, Np は * が つい て いる も の の み . PC-9821Na 7, 
Nx は *, お よび ** が つい て いる も の の み ) 


44. 1KHZ* 
SJ. OSKHz 
22. 05KHZ* 
16. 54KHZ 
11.03KHZ* 
11. 025KHZ** 
6.27KHZ 
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9. 9ZKHZ 
4. 13KHz 


画 YM-2608 


YM-2608 は PC-9800 シ リー ズ で 採用 され て いる YM2203 の 上 位 互換 を 実現 し て い 
9 

1/0 ア ドレ ス は 以下 の よう に な る . 

(PC-9821X シ リー アプ , PC-9821Na7, Nx, Nf, Ns, Np で は 採用 され て で いない) 


ggHa 互換 部 EBHB 抗 張 部 
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た" ー ニ エー エ デ . 
第 15 草 
ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド 


15.1 ウィ ンド ウ 
アク セラ レー タ ボ ー ド A ン B 


画 概 要 


ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド A (PC- 9821A-EO01) お よび ウィ ン ドウ アク セラ 
レー タ ボ ー ド B (PC-9801-85) は , S3 社 製 866C928 を 搭載 すろ る こと に より , マル チレ 
ゾ リ ュー ショ ン で の 1677 万 色 中 256 色 表示 , GUI の 高速 処理 を 実現 し て いる . 


画 動 作 環境 


人 対応 機種 

・ ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド A (PC-9821A-E01) 
PC-9821A シ リー ズ ( 拡 張 ス ロッ ト #3 ま た は #4 に 実装 ) 

・ ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド B (PC-9801-85) 

PC-9801 シ リー ズ , 386SX CPU 以上 搭載 機種 
98NOTE で は 動作 不可 
1/0 拡 張 ユ ニッ ト (PC-9811N/L, PC-9801N-08, PC-9808LV-08, PC-H98-U2) で 
は 動作 不可 . 
PC-H98 シ リー ズ で は PC-H98S mode18 を 除き 動作 不可 . 
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0S 

Microsoft Windows3. 1, Microsotf WindowsNT Server3. 5, Nicrosoft Wind 
owsNT Workstation3. 5, 日 本 語 Microsoft Windows (3.0B, 3.0A) 

た だ し , Ver3.0A を 使用 する 場合 に は , 日 本 語 Microsoft Windows(Ver3.0A) 
拡張 ドラ イ バ セ ッ ト (PS98-1214-31 プ 51 ノ 81) が 必要 . 


@ 解 像 度 
マウ ァ ン た バウア ク を ラレー タ 背 遂 度 と 友 導 数 


本 体側 の 持つ 解像度 お よび 表示 色 に も 切り 苦 え 可 能 . 


條 入出 力 仕様 
アナ ログ RGB 入 力 ・‥…・…D-SUB15 ピ ン , ピン 横 3 列 構成 
アナ ログ RGB 出 力 ‥…・…D-SUB15 ピ ン , ピン 横 2 列 構成 


@ ケ ー ブ ル 接続 
マウ ァ ン が ウ ア ク を ラレー タ クー ジル ん 痛 続 


員 
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15.2 フル カラ ー ウ ィ ン ド ウ 
アク セラ レー タ ボ ポ ボー ド A ン B 


画 桃 要 


フル カラ ー ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド A(PC-982 1A-E09) お よび フル カラ 
ー ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド B (PC-9 801-91 ) は S3 社 製 86C928 を 搭載 し て い 
る . ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー RA ノ B の 機能 を 包含 し, さら に 1280 X1024 ド 
ッ ト の 解像度 お よび フル カラ ー 表 示 機能 (解像度 , VRAM 搭載 量 に より 表示 可能 な 色 
数 は 異な る ) を サポ ー ト し , ウィ ンド ツウ を 高速 に 実行 する た め の オ プシ ョ ン ボ ー ド 
で ある . 


画 動 作 環境 
信 対 応 機 竹 


・ フ ルカ ラー ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド A (PC-9821A-E09) 
PC-9821A シ リー ズ ( 拡 張 ス ロッ ト #3 ま た は #4 に 実装 ) 

・ フ ルカ ラー ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド B (PC-9801-91) 
PC-9801 シ リー ズ , 386SX CPU 以上 搭載 機種 
98NOTE, PC-9801LS で は 動作 不可 . 
1/0 拡 張 ユ ニッ ト (PC-9811N/L, PC-9801N-08, PC-9808LV-08, PC-H98-U2) で 
は 動作 不可 . 
PC-H98 シ リー ズ で は PC-H98S mode18 を 除き 動作 不可 . 
また , フル カラ ー ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド A/B に オプ ショ ン の 増設 VRAM 
サブ ボー ド を 増設 する 場合 , 消費 電力 が 2 スロ ッ ト 分 に な る た め , 他 の 拡張 スロ 
ッ ト の 内 1 つが 使用 不可 と な る . 
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@0S 


Microsoft Windows3. 1, Microsotf WindowsNT Server3. 5, 
Nicrosoft WindowsNT Workstation3. 5 


@ 解 像 度 
ヤン ルカ ラー ウ ァ ン バ た ウ ア ク を ラレー タ ( 党 人 %4 の 卿 硫 と 友 天 数 


便 入 出力 仕様 
アナ ログ RGB 入 力 ・‥…・…‥D-SUB15 ピ ン , ピン 横 3 列 構成 
アナ ログ RGB 出 力 ‥…・…D-SUB15 ピ ン , ピン 横 2 列 構成 


@ ケ ー ブ ル 接続 
マフ ルカ ラー ウ ァ ン が が ウ ア ク を ラレー タ クー ジル 遂 続 久 


ココ 
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15.3 ウィ ンド ウ 
アク セラ レー タ ボ ー ド A2 


画 桃 要 


ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド A2 (PC-9821A-E11 ) は , Ma trox 社 製 MGA- II を 
挫 載 する こと に より , マル チレ ゾ リ ュー ショ ン で の 167 7 万 色 中 256 色 表示 , GUI の 
高速 処理 を 実現 し て いる . 


一 動作 環境 


外装 応 機 種 
PC-9821A シ リー ズ ( 拡 張 ス ロッ ト #3 ま た は #4 に 実装 ) 


@0S 


Microsoft Windows3. 1, Microsotf WindowsNT Server3.5 
Nicrosoft WindowsNT Workstation3. 5 


@ 解 像 度 
マウ ァ ン バウ アク を ラレー タ 背 襲 度 ご 友 あ 米 


本 体側 の 持つ 解像度 お よび 表示 色 に も 切り 替え 可能 . 


@ 入 出力 仕様 
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アナ ログ RGB 入 力 ・‥…・…D-SUB15 ピ ン , ピン 横 3 列 構成 
アナ ログ RGB 出 力 ‥…・…D-SUB15 ピ ン , ピン 横 2 列 構成 


@ ケ ー ブ ル 接続 
マウ ァ ン が ウ ア ク を ラレー タ クー ジル ん 半 続 丸 


避 
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15.4 ウィ ンド ウ 
アク セラ レー タ ボ ー ド B3 


画 桃 要 


ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド B3 (PC-980 1-96) は , CIRRUS LOGIC 社 製 GD5 42 
8 を 搭載 する こと に より , 640X480 ドッ ト で の 1677 万 色色 表示 , GUI の 高速 処理 を 
実現 し て いる . 


一 動作 環境 


外装 応 機 種 
拡張 スロ ッ ト を 標準 美 備 し て いる CPU386SX 以 上 搭載 機種 


0S 

Microsoft Windows3. 1, Microsotf WindowsNT Server3.5 

Nicrosoft WindowsNT Workstation3. 5, 日 本 語 Microsoft Windows (3.0B, 3 
.0A) 

た だ し , Ver3.0A を 使用 する 場合 に は , 日 本 語 Microsoft Windows(Ver3.0A) 
拡張 ドラ イ バ セ ッ ト (PS98-1214-81) が 必要 . 


人 @ 解 像 度 
マウ ァ ン バウ アク を ラテ レー タ 郊 議 度 と 友 天 数 
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本 体側 の 持つ 解像度 お よび 表示 色 に も 切り 苦 え 可 能 . 


候 入 出力 仕 様 
アナ ログ RGB 入 力 ・‥‥・…D-SUB15 ピ ン , ピン 横 3 列 構成 
アナ ログ RGB 出 力 ‥…・…D-SUB15 ピ ン , ピン 横 2 列 構成 


@ ケ ー ブ ル 接続 
マウ ァ ン バウ アク を ラレー タ ケー プル ん 綾 訪 


避 
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15.5 フル カラ ー ウ ィ ン ド ワウ ワ 
アク セラ レー タ ボ ー ド X 


画 桃 要 


フル カラ ー ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド X (PC-9821X-BO1) は , Matrox 社 製 M 
GA- II を 搭載 し て いる , PCI バ ス 専用 の ウィ ンド ウ ア クセ ラ レー タ ボ ー ド で ある . 

これ に より , 高速 描画 , マル チレ ゾ リ ュー ショ ン で の 1677 万 色 中 256 色 表示 を 実 
現し て いる . 

また , オプ ショ ン の 増設 VRAM(PC-9821X-BO 1-01:2MB) を 追加 する こと に よ り , 
1280 X1024 で の フル カラ ー 表 示 も 可能 と な っ て いる . 


一 動作 環境 


信 対 応 機種 
PC-9821Xa/U1Xf/U1 


0S 
Microsoft Windows3. 1, Microsotf WindowsNT Server3.5 
Nicrosoft WindowsNT Workstation3. 5 


@ 人 解像度 
ヤマ フラ ルカ ラー ウ ァ ン が が ウ ア クラ テラ レー タ / 容 有 契 多 4 の 銘 火 度 と 睦 婦 譜 
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條 入出 力 仕様 
リサ ロク N00 nv vw し 
アナ ログ RGB 出 力 …‥……・ ミ ニ D-SUB15 ピ ン , ピン 横 3 列 構成 


@ ケ ー ブ ル 接続 
マン フン ル カラ ー ウ ァ ン が が ウ ア ク を ラレー タ クー ジル 遂 続 久 


呈 
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15.6 フル カラ ー ウ ィ ン ド ワウ 
アク セラ レー タ ボ ー ド X2 


画 桃 要 


フル カラ ー ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド X2 (PC-9821X-B03) は , Matrox 社 製 
MGA-2064W を 搭載 し た , PCI バ ス 専 用 の ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド で ある , 

これ に より ウィ ンド ツウ 環境 で の 高速 描画 及び 高 解像度 多 色 表示 を 可能 に する , 

1024 X768 ドッ ト で の 65, 536 色 表示 及び , ビデ オア クセ ラレー ショ ン 機 能 を サポ 
NRNCWO。 

オプ ショ ン の 増設 VRAM(PC- 9821X-B03-01:2MB) を 追加 する こと に より , VRAM を 
4MB に 拡張 可能 で ある . 

また , プラ グ 色 プレ イ に も 対応 し て いる . 


一 動作 環境 


人 対応 機種 

PC-9821Xt* 

PC-9821Xa*, PC-9821Xf* 

PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7 

*:PC-9821Xt, PC-9821Xa/U8W, C9W, C10W, PC-9821Xf/U8W, C9W で は 標準 装備 の 
ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド を 取り 外す 必要 が ある . 


@0S 


Microsoft Windows3. 1, Microsoft WindowsNT Server3.5 
Microsoft WindowsNT Workstation3. 5 
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@ 人 解像度 
マフ ルカ ラー ウ ァ ン 選 が ウ ア ク を ラテ レー タ / 宜 妥 學 4 角度 と 友 導 譜 
BE 


條 入出 力 仕様 
メッ フロ グ R6B 人 人 用 8 し 
アナ ログ RGB 出 力 …‥……・ ミ ニ D-SUB15 ピン, ピン 横 3 列 構成 


@ ケ ー ブ ル 接続 
マフ ルカ ラー ウ ァ ン が が ウ ア ク を ラレー タ クー ジル 遂 続 久 


ma 
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15.7 ディ スプ レイ 


各 解 像 度 に よる 使用 可能 な ディ スプ レイ を 以下 に 示す . 


マ 角 靖 放 と アデ ァ ス プレ ンプ 


避 
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第 3 音 
馬 に な こ 
す ェ イ ス 


第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 
デデデ ] ー ニ デデデ 


呈 


払 張 用 スロ ッ ト バ ス 


1.1 外部 仕様 


田 バ スコ ネ ク タ 
@ バ スス ロッ ト 信 号 


・80286 グ 386 グ 486 グ Pentium タ イプ バス 

PC-9801FA 以 降 の 機種 

PC-9801VX01, VX21, VX41, UX, RA, RX, EX, ES, RS, T, DX, DS, DA, 
PC-9801VM21( ス ロッ ト 弥 , 3, 4) ノ VX0, 2, 4( ス ロッ ト #2, 3, 4) 
PC-9801LS, LX (PC-9801LV-08 を 接続 し た 場合 ) 

PC-98XA, XL, XL2,。RL, GS 


マ 放 ス ワッ トム ノ ズ の 大 情 (@2292 396 の 7/77/ カ タブ アン 
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8086/70116 タ イプ と は 以下 の 点 が 上 異なる. 


マ 約 ス ワッ トム @ の 96 ン 2 の 779 タ アプ アス と の 大 分 


マ 學 銀 ス ワッ トム / グ の 2 の 2 の の 次 瘍 に よる 雪 


注意 : PC-98XA で は , 次 に 示す 信号 が スロ ッ ト に よっ て 異な る . 


ヤ 六 移 銀 スワ ッ ム /- の の 4 の 奴 交 銀 ス ワッ 人 で の 29 92 22 2Z 29 の 


・8086/70116 タ イプ バス 


PC-9801. FE, FM, U2, VF。 VMO,。 VM2。VM4, UV,、CV,UF,UR, PC-98DO, 
DOT 


PC-9801VM21, 11( ス ロッ ト #i1) /VX0, 2, 4( ス ロッ ト #) 
PC-9801LV21, 22 (PC-9801LV-08 を 接続 し た 場合 ) 


マヤ 學 多 マ ワッ ム ノバ ズ の 訂 易 説 (9@092 ヶ の 2 の 779 タ アプ アリ 
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・ ノ ー ト 型 拡張 バス 
98NOTE で は , 本 体 背 面 に 拡張 バス コネ クタ を 提供 し て いる . 
本 コネ クタ に は , 以下 の 装置 が 撲 続 可能 で ある . 


a) 1/0 拡 張 ユ ニッ ト (PC-9801N-08) 
98NOTE で PC-9800 シリ ー ズ の 拡張 スロ ッ ト に 実装 可能 な ボー ド を 3 枚 利 用 で きる 
より の に に ずる た だ ため の ユニ ッ 下 、 


b) 増設 用 フロッピー ディ スク ユニ ッ ト 
専用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 増 設 ケ ー ブ ル (PC-980 1N-15) を 使用 、 ま た は , 1I/0 拡 
張 ユ ニッ ト の 中 継 ボ ックス 経由 で 以下 の 装置 が 接続 可能 . 


・PC-9831-MF2 

・PC-9831-VW2 

・PC-9831-MW 

・PC-FD511 (R) ン 512 (R) 311 (R) 312 (R) 


以下 の 装置 は 接続 不可 能 で ある . 


・8 イ ンチ 標準 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト (PC-9881N 等 ) 
・ デ ジタル RGB プ モノ クロ CRT デ ィ ス プレ イ お よび デジ タル RGB モノクロ CRT 
ディ スプ レイ 端子 を 使用 する 機器 
・ ア ナ ロ グ RGB カ ラーCRT デ ィ ス プレ イ (N5913L, PC-KD854 等 )* 
*PC-9801NS /E, NC, NS/T, NA, NA/C, NS/R, NX/C で は 接続 可能 (オプ ショ ン の 
CRT パ ッ ク 装 着 時 ) . PC-980 1NS/L, PC-982 1N1e で は オプ ショ ン の CRT ケ ー プ レ 
が 必要 . 
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バス コネ クタ 利用 上 の 注意 


・PC-9801VM21, VX0, VX2, VX4 に お いて , 8086 プ 70116 タ イプ の スロ ッ ト 用 
に 開発 され た CPU を 搭載 し て いる ボー ド (NEC 製 品 と し て は , PC-9801-16 
68000 ボー ド , PC-9801-32 ボー ド ) お よび DMA コ ント ローラ を 搭載 し て いる ボ 
ー ド (NEC 製 品 で は 該当 する ボー ド 無 し ) は ,。 スロ ッ ト 尋 に の み 実 装 可 能 で あり 


70116CPU の も と で の み 利 用 可能 で ある . 80286/386 グ 486/Pent ium タ イプ 
の スロ ッ ト に は 実装 不可 で ある . 
・8086 プ ノル 70116 タ イプ の スロ ッ ト 用 の 1/0 ボ ー ド は 80286/386 グ 486 ン 
Pentium ダ タイ プ の スロ ッ ト に も 実装 可能 
・ 以 下 の ボ ー ド は , RAM640KB 標 準 実装 の 機種 の 拡張 スロ ッ ト に 実装 し て は な ら 
な い 、. 

メモ リバ ンク 08・09 以 外 に 設定 され た PC-9801, E, F, M, U, UV, VE 
VM, CV 用 RAM ボ ー ド (PC-9801-53 ノ を 除く ) 


PC-98XA-01, 01K RAM ボ ー ド 


・80286 プ 386 プ 486 ン Pentium CPU 搭載 機種 で は , 8086 ノ 70116CPU 専 用 に 開 
発 さ れ た , ソフ トウ ェ ア コ マン ド に より スタ ー ト する の で は な く , POWER ON 
で 自動 スタ ー ト する ボー ド も 搭載 し て は な ら な い . 

・8086 ノ / 70116CPU 専 用 に 設計 され た ROM 搭 載 ボ ー ド は , アド レス の 上 位 4 ビッ 

ト を デコ ー ド し て いな いた め , 80286 ノ 386 ノ 486 ノ Pentium CPU 搭載 機種 で は 
人 00 (1MB 以 下 の 空 間 ) の 条件 を 含ん だ 信号 を 供給 

し , 1MB 以 上 の 空間 を も つ 新 メモ リボ ー ド を 実装 し た と きのみ AB191 の 本 来 の 
言 号 を 供給 する よう に な っ て いる ①C-98XA で は 考慮 され て いな い ) . 
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AB191(B25) 信号 の 仕様 


マイ タロ スイ ッ チ 中 時 IEPI 中 出力 する アド レス 信号 . 


マイ タロス イッ チロ IFF 時 用 ンタ 叩 お よ ま 半 ンマ タロ アタ ゼ スネ 時 本 誠 1. 


Rm ETILL スイ ッ チ 志 還 時 は 革 ジ HB, 
バン タロ HH アタ ゼス 時 も お 1 に 美 る ・ 


この 信号 の 切り 替え は , スロ ッ ト 毎 に つい て いる マイ クロ スイ ッ チ に より 自動 的 
に 行え る が , バッ クボ ー ド 上 の ジャ ン パ スイ ッ チ に よっ て , いずれ か に 固定 する こ 
と も で きる . な お , マイ クロ スイ ッ チ お よび スイ ッ チ バー の 形状 は , 機種 ボー ド 
に より 異な る も の が ある (機能 は 同等 ) . 
注意 : PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, PC-9821Xe10, PC-9821Cx2, Cb2, PC-9801B 包 

で は , スロ ッ ト 村 が , PC-982 1Xt13 は スロ ッ ト #i^ へ 3 が ア ドレ ス デ コー ド 24 ビ 
ッ ト 固 定 と な っ て お り , 24 ビット デコ ー ド ボー ド の み 使 用 可能 . 


ヤマ 娘 多 多 マ ウッ た マグ プク ワロス アッ チ と ジャ ヤン ンズ プッ テ 


避 


マ 双 爽 太 マ ワッ トム 6@ の 22 / の / の 772 各 克 が 一 / 送 入 克 の 4/797 


マ 約 少く ワット ム 落 用 (スッ アシ リー ゲ 7 が 一 人 聞 え 辱 の 47797/ 
記 


PC-98XA の 外部 CPU プ DMA 搭 載 ボ ー ド , お よび アド レス 24 ビッ ト フ ル デ コ ー ド の 
ボー ド を 使用 する と き は , マイ クロ スイ ッ チ を 0N に する 必要 が ある . スイ ッ チ バー 
の な い PC-98XA 用 の ボー ド は , ジャ ン パ スイ ッ チ に より 信号 を 選択 する こと . 
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@ ビ ピン コネ クシ ョ ン 


マ 婚 少く ワッ トム ピン コネクション の ザッ ク ど ュー 


避 
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@ 撤 張 用 スロ ッ ト 位 置 
(98MATB シ リー ズ ) 


マヤ 詞 応 婦 / /6- の グル 7/ マ ? 


避 


〒 詞 応 選 / /6- の グル e72 


詞 婦 / //- の の グ 74/? 4sg 


ココ 


マ 施 当 丸 /- の グル 7 


〒 施 尺 //- の グル 2 4 
避 
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マ 記 太 //- の グ 77 4 6 
マ 記 太 //- の 2 グ 747 4p2 4s2 4 チ 
呈 


マ 記 太 //- の グ 74 め 4s, 4e 


マ 詞 密 //- の 2 グ 7 が 必 Zs, /e 


ココ 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


(98MULTi シリ ー ズ ) 


Y 滑 訳 廊 の -9227 め クダ 
ma 


マ 詞 当 久 /- の グ 7 め ク 婦 区 ス ワッ ム 基 


〒 放逐 丸 //- の グ 7 め ク 娘 多 ス ワッ た 刻 
ココ 


〒 詞 選 / /6- の 27% ク 


〒 詞 不 婦 / /- の の グ 7/ 


避 


〒 詞 不 婦 / //- の グ 7 め 


〒 施 妥 久 //- の 7 の ク の 6 ク 


避 


〒 詞 応 婦 / /- の の グ 27 の 6 
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〒 記 太 //- の 927 oge/ 57 2 
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(98FELL0OW シ リー ズ ) 


〒 施用 尺 //- の 9 の 7 ダグ 
〒 施 娘 //- の 57242 ルツ 
ココ 


〒 記 太 //- の 997 ルク タグ 


議 選 /- の 74 


ココ 
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(98NOTE シ リー ズ ) 


〒 詞 婦 / /6- の 9227 ジ ” 


ココ 


〒 詞 不 婦 / /6- の グ 7 人 2/ ルル 


詞 刻 婦 / //- の グ 7 ル e? ルル グ 


ココ 


727 作 の ん コ クル グ //// 


マ 詞 当 久 - の グ 7 ル ルイ / を 7 の 


避 


7/727/4/ デ ソル グイ /// 


マ 診 沼 婦 /C- の の 7 


避 


27/:727 ル 4 ん 2///////2// 
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〒 施 当 娘 //- の グ 7e 


員 


マ 詞 人 - の 5 の 7 ル ルル 6 を ん ん 7 AM 移 6 人 夫 巡 で 


マ 詞 沼 婦 /6- の 277 


ココ 


727 人 47////4 
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(PC-9801 シ リー ズ ) 


〒 詞 応 忌 / /6- の 5 の 7 


詞 不 婦 / /6- の 9 の 7/4 7 イイ 


ココ 


議 当 羽 //- の 997/ 


〒 詞 六 7 /6- の 9 の 7 ぐ 


避 


〒 詞 不 認 / 6- の 974 が 


〒 詞 不 認 / //- の 9 の 7 た 5 た パイ 


避 


〒 詞 応 婦 / /6- の 9 の 7 の グ / 
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マ 大 廊 //- の 7 た s 
地 


マ 施 当 丸 /Z- の グ 7/s 


〒 詞 夏 記 / /6- の 59777 


ma 


詞 不 婦 / 6- の 27/ ル の 7 ダイ / 


〒 詞 婦 7 /6- の 5 の 7 グ 


m 


〒 詞 婦 / /6- の 27 
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プラ 7/72 休 の ん 7/4//// 打 /// ク 


〒 議 //- の 97 チク 


避 


議 羽 //- の の 7 


論 尽 //- の 9 の 7 た 7 ク 


ココ 


7/7/27 ル 4 ん 7// コ 


議 尻 / 7 の - の 77 


避 


議 原 / 6-% の 


7:727 ダ 2/ ノ 7 
員 
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マ 記 太 //- の 69 oe/ カク 


ココ 


マ 議 六 /(- の 4 


マヤ 論 六 夏 / /- の 7 


ココ 


〒 施 当 丸 //- の 9 の 7/ 妨 区 フネ クタ が ックス 
員 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 
一 信号 の 概要 


・AB001 て AB191 アド レス バス 

アド レス バス は AB001 て AB231 の 24 ビッ ト で 構成 され て お り , 最大 16M バ イト の ア 
ドレ ス 空 間 を も つ . た だ し , 以前 か ら あ る PC-9800 シ リー ズ 用 の ROM 搭 載 オ プ 
ショ ン ボ ー ド で は AB201 て AB231 を デコ ー ド し て いな いた め , 80286, 386, 
486, PentiumCPU 搭 載 機種 の 拡張 用 スロ ッ ト の 基部 に マイ クロ スイ ッ チ (お よび 
ジャ ン パ スイ ッ チ ) を 設け , 旧来 の ボー ド が 挿入 され て いる 場合 に は , AB20 1 て 
AB231=0 の と き に の み AB191 が アク ティ ブ に な る よう に し て いる . マイ クロ ス 
イッ チ ( ま た は ジャ ン パ スイ ッ チ ) が ON に な っ て いる 場合 に は , AB191 に は 本 来 の 
アド レス 信号 が 出さ れる (PC-98XA で は 考慮 され て いな い ) . 


・BHEO バス ハイ イネ ー ブ ル 
デー タバ ス の 上 位 半分 に デー タ を 出力 する こと を 許可 し た り , 上 位 半分 の 側 に 接 
続 さ れ て いる デバ イス を CPU が アク セス する こと を 示す 信号 で ある . 下位 半分 側 
に 対し て は AB001 が 同様 の 働き を する . 


・DB001CDB151 デー タバ ス 
デー タバ ス は DB001^ て DB151 の 16 ビ ッ ト で 構成 され て いる . 


・IORO0 10 リ ー ド 
I0 ア クセ ス の リー ドス トロ ー プ 信号 で ある . I/0 を リー ド す る サイ クル に Low に 
262 が 。 


・10W0 10 ラ イト 


I0 ア クセ ス の ライ トス トロ ー プ 信号 で ある . 1/0 に デー タ を 出力 する サイ クル に 
Low に な る . 
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・MRCO メモ リリ ー ド 
メモ リア デア クセス の リー ドス トロ ー プ 信号 で ある . メモ リ を リー ド す る サイ クル に 
Low に な る . 


・MWCO メモ リラ イト 
メモ リア クセ ス の ライ トス トロ ー プ 信号 で ある . メモ リ に デー タ を 書き 込む サイ 
クル (に Low( に な る . 


・MWEO メモ リラ イト イネ ー ブ ル 
Low の 時 , 拡張 メモ リ に 対し て 書き 込み タイ ミン グ を 供給 する . 


・RFESHO リフ レッ シュ 
Low の 時 , バス を リフ レッ シュ の た め に 占有 する こと を 示す 信号 で ある . 
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・IR31, IR51, IR61 (以上, マス タ PIC) , IR91, IR101, IR111, IR121, 
IR131( 以 上, スレ ー ブ PIC) 割り 込み 要求 信号 

要求 信号 の ボ ジ テ ィ ブ エッ ジ に よっ て , CPU に 対し て マス カブ ル 割 り 込み を カ か け 
る こと が で きる . 拡張 スロ ッ ト に 撲 続 され る 入出 力 装 置 の 割り 込み に は 次 表 の も 
の が ある . 

IR91, IR101, IR111, IR131 は 各 デ バイ ス 用 に リザ ー ブ さ れ て いる . 

IR91 は オー プン コレ クタ 出力 と し て プル ア ッ プ 抵抗 を 使用 する . 他 は スリ ー ス 
テー トバ ッ プ ファ を 使用 する . 


IIR31 | |INTdl 
Rs | mw 
lm |  、 、  ・w 


IE 1 固定 ディ ネタ 1NT3 
IR91 | 還 深 スラ 2 |iWs 
IE111 1HER コロ ッ ピ ー デ ィ ネ アタ 1NT 慌 
RIHI | MMB 2 ロッ ピー ディ ス 2 |iWe 
hh |  、 、 、 、 nis 


WPE-HHg1WE1H, 2 ED2。 Nad」Ndg 隻 は 未 全 用 
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・IOCHKO ノン マス カブ ルイ ンタ ラプ ト 信 号 

本 信号 の ネガ ティ ブ エ ッ ジ に より , CPU に ノン マス カブ ル の 割り 込み を か ける こ 
の の 0 で きる 、 

ノン マス カブ ルイ ンタ ラプ トト は ソフ トウ ェ ア か ら の マス ク 制 御 が で き な い ハー ド 
ウェ ア か ら の 割り 込み で ある . 実際 に は , 拡張 メモ リ パ リ ティ エラ ー( リ ー ド 時 ) 
検出 に 使用 し て お り , NMI-F/F の セッ トン リセ ッ ト に より この 割り 込み を 許 串 ノ 
禁止 で きる よう に な っ て いる (PC- 9801UD2 で は パリ ティ エラ ー 検 出 を 行っ て いな 
い ) . 


吊 和 T 5E NNIF 許 の セッ ョ ト (許可 
T 加 " リセ ゼット ( 華 止 ) 


な お , シス テム ボー ト (rPD8255A) の MCKEN が "1" の と き に は (NMI-F/F の 1, 0 
に か か わら ず ) 同じ シス テム ボー ト を リー ド す る こと に より EMCK1 ま た は IMCK が 1 
GOO の OS の タン た ポ ウツ グ あまの こと どの が で きる 。 


・INTO (マス カブ ル ) イン タラ プ ブ ト 
イン タラ プ ト コ ント ロー ラ PD8255A の INT 出 力 信号 で ある . 
各 割 り 込 み 要 求 に PD8259A が 応答 し た と き に アク ティ ブ に な る . 


NMIO (ノン マス カ ア グル ) リ イン タラ ント 
ノン マス カブ ル 逢 り 込み が あっ た と き に アク ティ ブ に な る 信号 で ある . 


・SCLK1 Systemclock 


CPU クロ ッ ク 8 ノ 16M モ ー ド ‥…………… 7.9872MHz 
10 ノ 12 ノ 20M モ ー ド …… 9.8304MHz 
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・S18CLK1 (307.2KHz) 
クロ ッ ク は SCLK と S18CLK1 (307. 2KHz) が 供給 され る . 


・POWERO 電源 確定 信号 
電源 ONOFF 時 , DC+5V 電 源 出 力 が +4. 75V 以 上 に な っ た 場合 に 有効 に な る . 


・RESETO リセ ッ ト 信 号 
RESET0 は DC+5V 電 源 が 4. 75V 以 下 に な る か , 本 体 の リセ ッ ト SW の 押下 で 有効 に な 
る . 


・DRQ00, DRQ10, DRQ20, DRQ30 DMA 要 求 信号 (DMARequest) 

・DACK00, DACK30 DMA ア クノ リッ ジ 信 号 (DMAAcknow1dege) 

上 で 解説 され て いる 信号 の 種類 と それ を 使用 する デバ イス の 対応 は , 第 2 部 「 第 2 
章 DMA コ ント ロー ラ 」 を 参照 の こと . 


・WORDO ワー ドン バイ ト 

内 部 DMA に 接続 する 1I/0 デ バイ ス が ワー ド 転 送 か バイ ト 転 送 か を 示す 信号 . ワー ド 
転送 の と き , DACK 信 号 と 同期 させ て , この 信号 を Low に し な けれ ば な ら な い . ス 
リー ステ ー ト 出力 と する (ノー マル モー ド で は 未 使 用 . バイ ト 転 送 の み 可 能 ) . 


・DMATCO DMA ダ ター ミナ ルカ ワウ ント 

DMA 転 送 の 際 に , 最終 ワー ド ノ バ イ ト の 時 , Low に な る , 

信号 の レベ ル 変 化 を 検出 する こと . 信号 の 立ち 上 が り ン 立ち 下がり エッ ジ を 利用 
し た 場合 の 動作 は 保証 され な い . 


・CPUENBLO CPU イネ ー ブ ル 信号 
CPU が バス を 使用 し て いる と き に アク ティ ブ と な る . 
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・IORDY1 1/0 レ ディ 

CPU お よび 内 部 DMA に 対す る ウェ イト 要求 信号 . スリ ー ス テー ト 出 力 8 
CPU が 1 /0 を アク セス する 時 , シス テム 内 部 で 自動 的 に Wai t が 入る . この バス サ 
イク ル で 長 さ が 十分 で あれ ば , デバ イス 側 で 本 信号 を 操作 する 必要 ( ふ な い 

IORDY 信 号 の Low 幅 の 最大 時 間 は 7 ss 以下 と する . 


・GND グラ ンド 

・+5V +5V 電 源 ラ イン 

・+12V +12V 電 源 ラ イン 

・-12V -12V 電 源 ラ イン 

・V1.V2 オプ ショ ン 用 電源 ライ ン 

次 に PC-9801VX0, 2, 4 か ら 採 用 し た 信 号 線 を ボ す . これ ら の 信号 は 80286/386 プ 
486/PentiumCPU 動 作 時 の み 有 効 と な る . 


・AB201CAB231 アド レス バス 

ABO001^AB191 は , 8086 ノ 70116 で アク セス 可能 で ある が , それ 以上 の アド レス 
バス を アク セス する こと が で き な い . 80286/386 プ 486 ノ Pentium で は AB00 1 て 
AB191 に 加え て AB201CAB231 の アド レス バス が アク セス 可能 で ある . PC-980 1 
E, F, M, U, UV, VF, VM, CV, LV で は AB201^AB231 は 未 撲 続 で ある . 


・EXHRQ10/EXHRO20 ホー ルド リク エス ト 信 号 
外部 CPUDMA か ら の バス 要求 信号 


・EXHLA10/EXHLA20 ホー ルド アク ノリ ッ ジ 信号 
外部 CPUZDMA へ の アク ノリ ッ ジ . 


・SBUSRQ1 バス 解放 要求 信号 
内 部 DMA, リフ レッ シュ 制御 回 路 か ら 外 部 CPU ノ DMA に 対す る バス 解放 要求 信号 
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・NOWAITO ノー ウェ イト 信号 
メモ リ を 0Wait で 動か が かす と き の 要 求 信号 . 


・SALE1 上 位 デ ドレ スバ スラ ッ チ 信号 
アド レス バス AB171^AB231 の ラッ チ 要 求 信号 


・INTAO 外部 CPU デー タ 要 求 信号 
外部 CPU か ら 8259 ノ /71059PIC に 対す る デー タ 要 求 信号 


・MACSO メモ リボ ー ド 自己 アク セス 信号 
オア ショ ン の メモ リボ ポー ド が が 邊 算 に 対し て アク セス され て いる こと を ため 
に 出力 する 信号 . 1/0 拡 張 ユ ニッ ト で 使用 する . オー プン コレ クタ 出力 と する . 
この 信号 を 定義 し て いな い メ モリ ボー ド の 1/0 拡張 ユニ ッ ト で の 動作 は 保証 され 
な い 、. 


以下 は , 8086 ノ /70116 タ イプ の 拡張 スロ ッ ト (8086/70116CPU 動 介 寺 の み 有 効 ) 
に 供給 され て いる 信号 で ある . 


・LOCK0 ロ ッ ク 信 号 
CPU の LOCK 信 号 . 


・S00 て S20CPU ス テー タス 信号 
CPU(Maximam モ ー ド ) の ステ ー タ ス 信 号 


・CPKILLO 
内 部 CPU を バス か ら 切 り 離 し , アド レス 出力 を 禁止 する . 
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・RQ/GTO リク エス トン ググ ラ ンド 信号 

CPU の Maximum モ ー ド の RQ/GT 信 号 で ある . NDP 未 実装 , ある い は , PC-9801UV, 
VM の 8MHz (PC-9801E, F, M で は 5MHz ) モー ド の と き は RQ/GT1(PC-9801E, F, M 
で は CPU の RQ/GTO) 端子 に 直接 接続 され , PC-9801UV, VM の NDP 10MHz(PC-9801 
E, F, M で は 8MHz ) 時 は NDP の RQ/GT1 端 子 を 介 し て CPU と 接続 され る (スト ラッ プ 
に よる ). 


マ の 7 た 7 の の 胡 の 7 7/ 誠 存 緒 癌 劉 7 の - の の / 
避 


マ の 7 ん の の 閣 の 7 の 67 診 三 吉 劉 (7- の の 7 た た | 
ココ 


24/2///2/7/ ク (77// と 757 の 227404///(//4/ 半 // 放 / 放 // 


・DMAHLDO DMA ホ ー ル ド 

内 部 DMA の 要求 を すべ て イン アク ティ ブ に し , 内 部 DMA が 動作 し な いよ うに する 信 
号 で ある . 主として 外部 DMA が バス を 占有 する た め に 使用 する . 

DMAHLDO は , RAM の リフ レッ シュ を 止め る の で , 長 時 間 ( 約 140 ク ロッ ク 以 上 ) アク 
ティブ に し て は な ら な い . 
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・HRQO0O0 ホー ルド リク エス ト 人 信号 
CPU の ホー ルド を 要求 する 信号 で ある . CPU は ホー ルド 要求 され る と Wait の 状態 


民 が る : 
CPU を 確実 に ホー ル ド す る た め に は , 内 部 の S4 か ら SO0 ま で HRQ00 を アク ティ プ ブ に 


する 必要 が ある . 


・HLDA00 ホー ルド アク ノリ ッ ジ 
CPU の ホー ルド アク ノリ ッ ジ 信号 で ある . 
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1.2 DC 特性 


DC 特 性 


@⑥PC-9801, E, F, M, U, VF, VM, UV, CV, UF, UR, PC-98D0,D0~ 
マ 六 残 ス ワッ ム / 弥 夏 7- の の 07 と ん の 太 少 計 婦 多め 2 の ウ 


人 @ 前 記 以 外 
マ 娘 区 ス ワッ トム / 多 他 (大 及 必 釣り 


寺下 穴 呈 
電源 容量 


@PC-9801,E 上 , 上 F1. F2, F3, M2. MS U2, VF2, VMO, VM2, VM4, 
UV2 
マ 六 交 ス ワッ トム 矯 意 変 夏 (//- の 5 の 7 と ん ルク / 和 衝 W 人 グ 


@ 前 記 以 外 の C バ スス ロッ ト 
マ 婚 スワ ッ ト ム 舌 厳 夏 (大 訪 用 の ルズ マス ワッ ん 
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@PCI ス ロッ ト (PCI バ ス ) 
ヤマ 學 ス ワッ ム 寺 注 変 夏 //Z/ ス ワッ ル ん / 


員 
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1.3 AC 特 性 


80286/386 ノ 486 ノ Pentium タ イプ の スロ ッ ト は 80286/386 ノ 486 ノ Pentium 
CPU に 対 し て 最適 化 が な され て いる た め , 次 の 点 に 注意 する 必要 が ある . 詳細 に つ 
いて は 後述 の タイ ムチ ャ ー ト を 参照 する こと . 


田 |/0 ア クセ ス 


80286/386 グ 486 ノ Pentium で は SCLK1 の デュ ー テ ィ ー 比 が 1 :1 に な っ て いる 点 
に 注意 する こと . 


弄 メ モリ アク セス 


80286 ノ 386 ン 486 ン Pentium タイ プ の バス 信号 は ,。 タイ ミン グ が 変更 され て いる 
た め , 8086/70116 専 用 に 設計 され た メモ リ (RAM/ROM) は 動か な い . 

また , 8086 ノ 70 116 専 用 に 設計 され た オプ ショ ン を その まま 本 シス テム に 実装 し 
た 場合 メモリ パリ ティ エラ ー, デー タ 化 け を 起こ し , 最悪 の 場合 に 人 0 の 0 
タ ア ドレ スバ ッ フ アァ ) が 破壊 され る 可能 価 も ある た め 注 意 す る こと . 

メモ リア クセ ス 時 の 注意 事項 は 次 の 通り . 


・ ア ドレ スバ ス の 上 位 7 ビ ッ ト は 本 体側 で は ラッ チ さ れ て いな いた め , メモ リ 側 
で アプ ドレ ス デ コー ド し た 邊 SALBI 信 号 に より ラッ チ す る こと 。 

また , 自分 の アド レス で あっ た と き MACS0 信 号 を 駆動 する こ と (MACSO は 拡張 ユ 
ニッ ト で 使用 する ) . 

・ メ モリ アク セス を 0wa it( バ ス サ イ クル 2 クロ ッ ク ) で 動作 させ る こ と が で きる 
場合 , NOWAITO 信 号 を 駆動 する こと . 

・DRAM に 対す る アク セス を 行う 場合 は ディ レイ ドラ イト サイ クル モー ド を 使用 
3248 
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一 外 部 CPU お よび 外部 DMA 


8086 ノ 70116 タ イプ の バス に お いて , 外部 CPU お よび 外部 DMA は , SCLK に 同期 し 
て 制御 信号 を 出力 する 必要 が ある 等 の 制限 が あっ た が , 80286 ノ 386/486 プ 
Pentium ダ イプ の バス で は , EXHRQ 10 また は EXHRQ20 信 号 に より バス 使用 を 要求 
し , EXHLA10 ま た は EXHLA20 信 号 に より , 許可 が 与え られ た 後 は , 独 目 の タ イミ ン 
グ で 動 信 で きる よう 考慮 され て いる . 

EXHRQ10 と EXHRQ20 の 違い は , EXHRQ20 の 優先 度 が 高い こと を 除け ば , 機能 脳 こ 
同じ で ある . 

外部 CPU お よび 外部 DMA を 使う 場合 , 次 の 点 に 注意 する こと . 


・EXHLA 信 号 が 入力 され た 時 , 本 体側 の 次 の 制御 信号 は スリ ー ス テー トト 状態 こ 
な っ て いる た め , 任意 の タイ ミン グ で これ ら の 信号 を 駆動 する こと . た だ し 
拡張 バス 上 に アド レス を 出力 し た 後 , SALE, コマ ンド 線 (MRCO 等 ) 等 を 出力 す 
る タイ ミン グ は , 本 体 の タイ ムチ ャ ー ト に 準じ て 時 間 を と る こと . 


< 駆動 信号 > AB001 て AB23 1, BHE0,DBO001 へ DB151, 10RO, 10W0, MRC0, 
MWCO, MWEO, SALE1 

く 外 部 CPU の み > CPUENBO, INTAO 

く 外 部 DMA の み > WORDO 


・SBUSRQ1 信 号 を 監視 し , 1 の と き は た だ ち に EXHRQ を 解除 し , バス の 使用 を 中 
する こと . SUBSRQ1 信 号 は 。 メモ リリ フ レッ シュ お よび 内 部 DMA の 転送 要求 が 
OS 7 の 

・ 外 部 CPU プ DMA は 1/0 拡 張 ユ ニッ ト で は サポ ボート さ れ な い . 
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・ 外 部 CPU お よび 外部 DMA は 以下 の 信号 で 区 別 さ れる . シス テム は それ ら の 信号 線 
の 状態 お よび バス 上 の アド レス に より , デー タバ ス DB001^DB071 ま た は DB0O 81 
^DB151 上 の デー タ を 他方 の デー タバ ス 上 に コピ ー す る 機能 を 持つ . その デー 
タコ ピー 機 の 動作 条件 を 以下 に 示す . 


15g ビッ ト 訓 部 [PHIIB ビ ョ ト 訓 部 国 肖 1 ビット 底 部 略 
PU ENBO 馬 動い 
| * 


OR00 動 に liz  [e 
便 用 デー タバ ス MDBn1--DBH71 Tr 
hBn81…DB151 DB081<DB151 
デー タコ ピー 機能 | コピ ー せ ず DBH1…DBIY1 | コピ ー せ ず 
【 シ ステ 此 杜 能 ) 仙 遇 層 8 
hB81…DB151 
注 ・B ビッ ト 針 部 CPU の 定義 は な い . 
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画 ROM・RAM 回 路 例 


図れ. 2 は OE5000~0E5FFF の 4K バ イト に ROM を 載せ る 場合 の 回 路 例 (ハイ レゾ モー 
ド 時 ) で ある . ここ で ROM を 0E5000 て 0E5FFF ま で の 間 に 設 定 す る 場合 , 同じ 内 穴 が 
FEB5000^FE5FFF に も 見 える よう に 設計 し な けれ ば な ら な い . また , この 範囲 内 の 
メモ リア クセ ス 時 に は MACS0 信 号 は 出さ な いよ うに する . 

図 1 は ROM の ア ドレ ス デ コー ド 回 路 で ある . 回 路 A は AB2 31^AB171 の デコ ー ド 回 
路 で あり , これ は アド レス デコード 後 SALE1 信 号 で ラッ チ す る 必要 が ある . 回 路 B は 
AB161^AB121 の デコ ー ド 回 路 で あり この 信号 は ラッ チ し な いよ うに する . 

デコ ー ド 回 路 の 設計 で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 回 路 の 遅延 時 間 で ある . 
CPU80286, SMHz 動 作 時 を 例 に と っ て みる と , AB201^AB231 か ら BNKDEC1 ま で の 祝 
延 時 間 を tab, SALE1 か ら BNKDEC1 まで の 遅延 時 間 を tsb, AB161 て AB12 1 から 
ADDEC1 まで の 遅延 時 間 を taa, MRCO か ら MRC1 まで の 店 延 時 間 を tmm と する と , 


tab (max) -tmm (min)=tabx (max) , tabx (max) ミ 105ns 
tsb (max) -tmm (min)=tsbx (max) , tsbx (max) ミミ 35ns 
taa (max) -tmm (min)=taax (max) , taax (max) ミ 25ns 


と な る よう に 検討 し な けれ ば な ら な い . 


マ @7 7W デ コー ム / 胡 婦 


マ 必 ク 月 釣 
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好 1 で は tab (max) =83ns, tsb (max)=30ns, taa (max)=25ns, tmm (min)=3n s で 
あめ る か ら , 


83ns-3ns=80ns 全 105ns 
30ns-3ns=27ns 全 35ns 
25ns-3ns=22ns 全 25ns 


と な り 上 記 休 件 を 満足 する . 

図 2 は , ROM デ ー タ の 出力 回 路 で ある . ここ で 注意 する 点 は アド レス 確定 か ら デ ー 
ク 出 力 要 求 時 間 ま で の 時 間 が きび し く , この 回 路 で は 200ns で アク セス 可能 な ROM 
を 使用 する 必要 が ある こと で ある . これ より 遅い ROM を 使用 する 場合 は 一 時 IORDY1 
を LOW に し て CPU に ウエ イト を か ける 必要 が ある . IORDY1 の 使用 法 は I1.1 外部 仕 
様 」 を 参照 する こと . 


注意 : ノー マル モー ド に お いて 0C0000H て 0DFFFFH を アク セス する 場合 に は , 部 ) 
的 に WAIT が 挿入 され る . 


RAM を 0OE5E00 て 0E5FFF の 範囲 に 載せ る 時 も ROM を 載せ る 時 と 同様 な 注意 が 必要 と 


な る . た だ し , アド レス デコ ー ド の 違 延 時 間 に 関 する 件 は RAM の 種類 に より 次 の よ 
IS の 、 
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@D-RAM 
D-RAM 回 路 作 成 時 は , RAS 信 号 , CAS 信 号 の 基 と な る 信号 を 作成 する 時 , ROM の 時 
と 同様 に 遅延 時 間 を 考慮 し て 作成 し な けれ ば な ら な い . 


@S-RAM 

較 3 の よう に CS 信号 の 確定 が WE 信号 の 立ち 下り に 対し セッ ト ア ッ プ 時 間 を 必要 と 
する 場合 , CS 信号 作成 回 路 の 遅延 が 次 の 式 を 満足 する 必要 が ある . tab, tsb, taa 
は ROM デ コー ド 回 路 の tab, tsb, taa に それ ぞ れ 対応 する も の と する . WW 信号 に 対 
する CS の セッ ト ア ッ プ 時 間 を ts と する と , 


tab (max) -tmm (min)+ts=tabx (max) , tabx (max) ミ 105ns 
tsb (max) -tmm (min)+ts=tsbx (max) , tsbx (max) ミ 35ns 


taa (max) -tmm (min)+ts=taax (max) , taax (max) 全 25ns 


6。 

較 4 の よう に CS 信号 の 確定 が WE 信号 の 立ち 下り に 影響 され な く , し か も WE 信号 を 
アド レス デコ ー ド 信号 で マス ク し な い 場 合 は , ROM の デコ ー ド 回 路 で あげ た 3 式 を 満 
足す る 必要 は な い . た だ し , WE 信号 を アド レス デコ ー ド 信号 で マス ク す る 場合 は 3 
式 を 満足 し な けれ ば な ら な い . 


Y 慌 ? 必 / テ チッ プ の 祖 晴 スカ タ ア ミング 
ョ m 


マ 必 7 チッ フ の 訂 夏 人 カタ アプ ミン ンジ ク ク 
B 
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1.4 タイ ミン グチ ャ ー ト 


田 PC-9601, 上 , 上 1, F2, [3 M2, MS U2, VF2, VMO, VM2, 
VM4, UV2 


ここ に 記載 し た 数 値 は , 場合 に より 異な る こと が ある . 参考 と し て 利用 する こ 
は 


の System clock 
ヤマ Sys7e7 c/oc4 タプ ミン グチ テ ャ ー ト (ん の 


副 


PC-9801 
ヤマ Sys7e7 c/oc ル 7 ん の 砂 ど (ZZ- の 2 の 


PC-9801E, F, M 
ヤマ Sys7e7 c/oc ル ん ん の 砂 ど (ZZ- の 2 の 7 た ため 


PC-9801U, UV, VEF, VM 
マッ Sys7e7 c/oc ル 4 ん / 夏 ど 7 の - の 9 の 7/ / ル 史 
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@CPU 10/Memory Read Cycle 
*1/0 リ ー ド 5MHz-1wait 8MHz-2wait 
メモ リリ ー ド 5MHz-No wait 8MHz-1wait 


マ の の / の zo/ ル eg の の c/e ん 7 の - の の 7 と ん 人 め 


避 


PC-9801 
マ の 7/ / yo/ ル eg の の c/e ル ん の 夏 ど 7 の - の 2 の 


PC-9801E, F, M 
マ の の / 7o/ ル eg の の c/e ん の 緒 有 どの Z た の 2 の 7 た め 


PC-9801U, UV, VEF, VM 
*[/0 リ ー ド SMHz-2wait 10MHz-3wait 
メモ リリ ー ド 8MHz-1wait 10MHz-1wait 
マ の 7 の / 7o/ ル 7e2 の の c/g ん の (の の - の 9 の 7/ / ル | 史 


避 


マ の 7 の / 7o/ ル eg の の c/e ん の 紗 ど (7 の Z- の 9 の 7/ / ル 敢 勿 
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@CPU 10/Memory Write Cycle 
*]/0 フ イト 5MHz-1wait SMHz-2wa1it 10MHz-3wait 
メ 補 リラ イト 5MHz-No wait 8MHz-1wait 10MHz-1wait 


〒 マ の の / 72/y 7/76 の み c/e ん 


避 


PC-9801 
マ の の ルク ぬ zo/y 米 /7e の c/e ん 6 聞 ど (7 交 -9 の 9 の / 


PC-9801E, F, M 
マ の の /2 ぬ 7o/y 7/7e の c/e ん の 大 どの -9 の 2 の 7 たため 


PC-9801U, UV, VEF, VM 
マ の 7 の / 7o/ ル 作 /76 の c/e ん の 数 どの の -9 の 227/ / ル 嘱 
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@DMA DRQ, DACK, WORD0, DMATCO 
*DMAC8237 の クロ ッ ク は 赴 接 拡張 バス か ら は 見 えな い . 


マ / 2 WAMM726 ん CZ- の の 7 と ん 人 め 


避 


PC-9801 
NZ/// 勝 //(/ 邦 //[2/ 催 /772 半 イグ 7 に 472/// ク / 


PC-9801B, F, M 
NZ/// 勝 //(/ 邦 /[2/ 科 /772 半 アグ 22747 の //// 考 / あ / 


PC-9801U, UV, VF,VM 
*DMAC8237 の クロ ッ ク は 人 上 赴 接 拡張 バス か ら は 見 えな い . 


*※ の 領域 で 変化 させ て は いけ な い . 


NM//// 度 //(7 邦 / リ ん / 催 //772 半 27227/// 必 // 者 // 才 /// 


ココ 


NZ/// 勝 //(/ 邦 [2/ 科 ///772 半 メグ 2 777 記 //7/// 選 /// 痢 //2 半 // 
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@DMA 10R プ IOW Cycle 


PC-9801 
ママ ん の /eg の ル ん の 7/7e 


員 
Y2 久 / の 7ezg / の 必 /7e 


PC-9801E, F, M 
マル ん の /g の ル ん の /Ze 


ココ 


マル ん の /g の ル ん の 7Ze 


PC-9801U, UV, VEF, VM 
マル ん の /g の ル ん の 7Ze 


避 


マル ん の /g の ル ん の /Ze 


の と /@ 


の と /@ 


の と /@ 


の と /@ 


の と /@ 


の と /@ 
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ん 6 (7 の - の 9 の 


ん C 送 だ (7 の - の 9 の / 


ん 7C- の 9 の 7 た た | 


ん C 逆 ど (- の 9 の 7 た た | 


ん 6 と (7 と 9 の 927/ / 誰 


ん 6 砂 ど (- の の 7/ / ル 史 
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@HRQ0O00, DMAHLDO, HLDA00, CPUENBL0, S0, S1, S2, LOCKO 
マ / / が 2 MM 太 2 太 の の 6 の ルク / の ん を 


員 


PC-9801 
マ / / が 2 MM 太 / 太く の ルク / 7 ど 7 の - の 9 の / 


PC-9801E,F, M 
マ / 久 / が 2 MM 良太 の 7 の の ルク / 7 厄 ど 7 の - の の 7 と ため 


PC-9801U, UV, VF, VM 
NZ//// 騰 //(/ 記 /////2/ 己 //4// 昨 の 47/9///4 寺 ソイル ノ 衝 4/2/ 7 ンコ 
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@ROGIO,CPKILLO, 10CHKO,NMIO, 1IR31 < て 1R131, 1NTO 
マ /7 刀 77 の 77//, 7 の ん 7 7/727 て 77727 7/77 の ん 6 


員 


PC-9801 
マ /7 77 777/, 7 の の AM /727 て 77797 超 だ (7 の - の 9 の / 


PC-9801B, F, M 
マ /7 27 の 77//, / の が ん /727 て 77797 超 どの - の 9 の 7 た た | 


PC-9801U, UV, VF, VM 
マ /7 77 の 77//, / の が ん 7/797 て 77797 超 どの - の 7 / 放 秒 
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田 前 記 以 外 


* 昌 ] の 信号 は 入力 タイ ミン グ を 示し て お り , 値 は 入力 規格 値 で ある . 

SCLK1 信 号 は クロ ッ ク ジ ェ ネ レー タダ か ら 出 力 さ れる PCLK と は 逆 相 で あり , バス に 
現われ る 極性 で ある . な お , 80286 12MHz 時 の SCLK1 は CPU の クロ ッ ク と 同期 し て 
お ら ず , ダイ ミン グ の 基準 と し て は 使用 で き な い . 

別記 無き 場合 , 数 字 単 位 は ns と する . 


人 @System clock 
ヤル ys7e7 c/oc ル ん の 


ココ 


ヤマ ys7ey み c/oc ル ん ん / 炒 ど 
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@CPU 10/Memory Cycle 

以下 は CPU の メモ リ ・[/0 ア クセ ス の 基本 サイ クル で あり , IORDY1 信 呈 
NOWAIT0 信 号 を 使用 し な い 場合 の タイ ミン グ で ある . な お PC-98XA で の メモ リア ク 
セス は , 拡張 バス 上 で 1WATIT, [I/0 拡 張 ユ ニッ ト で 2WAIT, 1/0 ア クセ ス で 3WAIT で 動 
作 し て いる . また , 1/0 拡 謀 ユ ニッ ト 上 の メモ リア クセ ス の うち , アド レス が 
OE5000H--0F3FFFH, FE5000H^FF3FFFH の メモ リ を アク セス し た 場合 , 1/0 拡 張 ユ 
ニッ ト の ディ ッ プ スイ ッ チ に よっ て 3WAIT で 動作 する 領域 を 設定 する こ と が で き 
結 

MACS0 信 号 は 拡張 ボー ド が メモ リ の 使用 宣言 を 行う 信号 で あり , AB231 か ら AB1 71 
を デコ ー ド し , ラッ チ を 通さ ず に , オー プン コレ クタ を 使用 し て 出力 する . た だ 
し , OE5000H て 0F3FFFH, FE5000H^FF3FFFH の メモ リ は MACS0 信 号 を 出力 する 必要 
は な い . 


80286/386 グ 486/Pentium Memory Cycle 
〒 マ の 29 の 2 292 9 の /e/77// 必 70/ ル の c/eg ん 


ココ 


PC-98XL(XA) 
〒 マ 2 の 2229 の 29 の 9 の /e/7//77 7/ ル の c/e ん の 緒 ど ZZ- の 9 ん 


PC-98XAXL 以 外 100000H て 0EFFEFFFH マ イク ロス イッ チ ON 時 
マ の の 29 の の 39 の 9 の /e/7// カ 70/ ル の c/e ル ん の 砂 有 どの - の 97 覆 み 多 


〒 マ の 2229 の 2 39 の 9 の /e/77// の 怒 7/ ル の c/e ん の 炒 ど 292 /e/7// の 
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80286 グ 386 グ 486 ン Pentium IO Cycle 
0C0000H て 0DFFFFH, FC0000H^-FDFFFFH, 080000H^09FFFFH RAM KILL 時 
〒 の の ク 29 の 39 の 9 の /e/7//77 ん ル の のみ c/e (4 7///) ん 


ココ 


〒 マ の の 29 の 2 29 の 6 9 の /e/77// ん の の c/e ん の 砂 ど 2222 329 め の 
マ の の 29 の 396 2 の の /e/7//7 の の c/e ん の 砂 石 (2 /e/7// 


70116 グ 70116H プ 70136A Memory Cycle 
0C0000H-ODFFFFH, 080000H て 09FFFFH RAM KILL 時 


マ // の / の 772 ん の 27777 / ヶ の 7 の 7224 7o/ ル の c/e (WW 777/) ん 


ココ 


マ // の 7 の 772 ん の 7 の 7767 / の / の 7224 yo/ ル の c/e ん 6 逆 ど 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


80286 グ 386 グ 486/Pentium 10 Cycle 
ヤマ の 22226 296 9 の /e/77/ ん の の c/g ん 6 


避 


マ の 2 の 292 29 の 2 2 の 6 /e/7//7 / の のみ の c/e ん の 紗 ど /@2292 329 の 


マ の 292 929 の 2 の 6 /e77//7 ん の の c/e ル ん 砂 だ (9 /e77// の 


70116/70116H ン 70136A 10 Cycle 
マル ん の / の 772 ん の 2777 ん の 7 の 7224 ん の の c/e ん 


避 


マ // の / の 772 ん の 2777 / ヶ の / の 7224 ん の の c/e ん 6 聞 ど 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


CPU IORDY 入 力 タ イミ ング 
70116 ノ 70116H ノ 70136A/80286 グ 386 ノ 486 ン Pentium。8 ノ 10 ノ 12 ノ 16 グ 20M 
Hz すべ べ て 共通 . 
〒 マ の 7 の / の の ルル の 


ココ 


マ の の / の の ん 《 逆 ど 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


人 @ 内 部 DMA タ イミ ング 


DMA タ イミ ング 
マ 必 劉 ん 6 


ココ 


マ 履 ん ル の 炒 ど 929 の 2 2 / の 7727 ん の 2272 
マ / の 天 久 ん ル 0 の 示 ど 492 /e777/ ん の 


DMA IORDY1 入 力 タ イミ ング 
〒 マ / 婦 /2 の ルル の 


員 


NM/// 肝 ん 人 ん ググ 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


リフ レッ シュ タイ ミン グ 

80286/386 ノ /486 ノ Pentium タ イプ バス の REFSH0O 記号 は , 8086/70116 タ イプ バ 
ス の よう な アド レス イネ ー ブ ル 信号 で は な く , これ 自体 が スト ロー プ 信 号 と な っ て 
いる . 


PC-98XA 
ヤ 夏 7/ ソ フレ ッシュ / ん 67 の - の ルリ 


ココ 
マ //57 ん 6 北 どの - の 人 パ 


PC-98XA 以 外 
マ / 夏 57/ ソ フレ ッシュ ) ん (7 の - の タル 多 


ココ 


ヤマ / 夏 57 ん の 厄 だ (9 の の 92 296 / の 7777 が / の 7 の 7224 


マヤ 67 // 砂 ど (292 /e/7// の 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


人 @ 外 部 DMA タ イミ ング 

外部 DMA( 外 部 CPU) は 1/0 拡 張 ユ ニッ ト 上 で は 動作 不可 能 で ある . 

ここ で は EXHRQ20, EXHLA20 で 示 し て いる が EXHRQ10, EXHLA10 も 優先 順位 が 違う 
定 け で G グ イペ ング 合同 で あめ る 、 

外部 DMA (外部 CPU) の アド レス 出力 は EXHLA20 (10) が LOW の 間 に 行 われ な けれ ば な 
ら な い 、. 

MWEO 信 号 は , 外部 DMA( 外 部 CPUO) モー ド で は , 本 体 の 内 部 回 路 で 出力 され な いた 
め , 外部 DMA( 外 部 CPU) ボー ド 作 成 , 出力 する 必要 が ある . 出力 は スリ ー ス テー ト 
出力 と する . 

MRCO, MWCO, [ORO, INTAO 信 号 の 出力 も スリ ー ス テー トバ ッ フ ァ を 用 いる . 外部 
CPU モー ド に お いて は , CPUENBO 信 号 を スリ ー ス テー トバ ッ フ ァ で LOW に 出力 し な け 
れ ば 1I/0 ア クセ ス が で き な い の で 注意 する こと . 

SAIE1 信 号 は 必要 に より スリ ー ス テー トバ ッ フ ァ で 出力 可能 で ある . 

また , 図 の よう に IORDY1 信 号 が 出力 され る の で , この 時 コマ ンド の 終了 を 待つ 
よう に 回 路 を 作成 する 必要 が ある . 
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拡張 バス 上 に お ける 外部 DMA の 動作 タイ ミン グ 
80286, 8MHz 時 


ヤ 六 区 パス と の 婦 ダ 誠 M ん C(@ の 9 の アノ 


〒 外 部 DMA 時 の IORDY1 信 号 の タイ ミン グ 
80286, 8MHz 時 


大 残 ソ スズ と の 婦 ダ 導 / の の ん (の 92 アノ 


ココ 


外部 DMA の 動作 シー ケン ス 
80286, 8MHz 時 


第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


ヤ 婦 欧 バズ と の 婦 ダ 就 久 動 を ンー ケン ス ん C(@0292 9 


避 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


1.5 DMA 転 送 能力 


DMA チ ャ ネル は 3 チャ ネル 用 意 さ れ て いる が , これ ら の チャ ネル は 同時 に 動作 で き 
る と は 限ら な い . 複数 の DMA チ ャ ネル を 動作 させ る 際 に は , 次 の 4 つの 項目 に つい て 
考慮 し な けれ ば な ら な い . 


・3 チ ャ ネル 分 の 転送 能力 に は 限り が ある の で , 優先 順位 の 低い DMA チ ャ ネル の 転 
送 レ ー ト が 低下 する . 

・ 優 先 順位 の 低い DMA チ ャ ネル の , 一 つの DMA 転 送 か ら 次 の DMA 転 送 ま で の 時 間 が 
SR の 、 

・CPU の バス アク セス の うち , 特に バス サイ クル の 長い 場合 (た と えば グラ フィ ッ 
クチ ャ ー ジ ャ を アク セス する 場合 ) も , 上 記 の 間 題 が 発生 する . 

・ チ ャ ネル 1 を メモ リリ フレ ッシュ に 使用 し て いる 機種 で は , 特に チャ ネル 0 を 使 
用 する 場合 は 上 記 こ より メモ リリ フレ ッシュ が 不 十 分 と な り , プロ グラ ム の 鞭 
走 に つなが る 世 れ が ある . 


以上 を 考慮 する と , 次 の 配慮 が 必要 で ある . 
・ フ ァイル 系 の DMA 転 送 は [同時 に 行わ な い ( 固 定 デ ィ ス ク , 1MBFD, 640KBFD) . 


・ グ ラフ ィ ッ クチ ャ ー ジ ャ に 対す る リピ ー ト 命令 に よる アク セス 中 は , ファ イル 
系 の DMA 転 送 を 行わ な い . 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


1.6 拡張 スロ ッ ト 部 品 寸 法 


ユニ バー サル ボー ド 
マユ ニノ ハー ケアル が 一 が 須 


呈 


マユ ニノ パー アル ボー が 4 効 胡 婦 


マユ ニノ パー アル ボー が の 効 胡 六 
BE 


マー ム 婦 砂 劉 (シレ の 


マ バ 一 ム / 導 必 久 (/ シ ン ソ 
BE 
2 イ の プン ソン ツー 
マス プッ デン リー ダ 靖久 
BE 


マズ スプ ブッ テラ ュー の 基 月 珠 
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第 1 章 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


マズ プッ デシ リー /〆 欧 月 交 
地 


スロ ッ ト カ バー 


マズ ワッ ムカ バー// 


ココ 


マズ ワッ ムカ バーツ 


マス ワッ ムカ ハバ ー( ツ 


員 
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第 2 章 キー ボー ド イン ター フェ イス 


党 2 音 


キー ボー ドイ ンタ ー フ ェ イ ス 


2.1 イン ター フェ イス 信号 と 
コネ クタ の 形状 


@PC-9801 
マ / の // 次 夢 三 と 請 三 朋 (《 の -99 の / 


中 


@ 上 記 以 外 
マヤ / の // 其 夢 三 ご 大 三 窟 (7 の - の 997 


半 


2.2 信号 の 機能 
ャ (の // 多 の 率 


叶 
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第 2 章 キー ボー ド イン ター フェ イス 


2.3 キー ボー ド の 動作 


・ キ ー ボ ー ド イ シン ター フェ イス の DATA ラ イン は , キー ボー ドリ セッ ト 後 , 18 s 
以上 経過 し な いと 確定 し な い . 

・ キ ー ボ ー ド は RST=0 で 初期 状態 に セッ ト さ れる . た だ し , 13s 以 上 RST=0 に 
する 必要 が ある . 

・ キ ー ボ ー ド は , RDY=0 の 時 , 8251AC に シリ アル デー タ を 送信 可能 で ある . 
8251AC が , キー ボー ド か ら の 1 キャ ラク タ 分 の デー タダ を RD バッ ファ に 引き 取る 
と , RDY=1 と な る . CPU が , 8251AC か ら , 1 キャ ラク タ 分 の デー タ を 引き 取る と 
, RDY=0 と な る . キー ボー ド は , この 様 な ( RDY=1 一 RDY=0) シー ケン ス を 認 
識 し た 後に , 次 の 1 キャ ラク タ 分 の デー タ を , 8251AC に 転送 し て くる . 
キー ボー ド に 対す る コマ ンド の KBDE (キー ボー ド 送 信 デ ィ ス エー ブル ) を セ モット 
する こと に より , RDY=1 と な り , キー ボー ド か ら の デー タ 送 信 は 禁止 され る . 

・ キ ー ボ ー ド は , RDY=0 か つ 次 に 示す 条件 の 時 , 次 の 動作 を する . 


YEH RTT= 思 直前 に 転送 し た セリ アル デー タ と 同 EB デ ー タ 志 , 再度 転送 する ・ 


RTY=1H 新 しい シセ リア デル デー タ 才 転 科 す る . 
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第 2 章 キー ボー ド イン ター フェ イス 
・ キ ー 人 入力 時 の リピ ビー ト 機 能 は 。 キー ボー ド 側 が 行う . キー が 押下 され て , Make 
デー タ を 発生 し た 後 。 約 0. 5 秒 後 まで に その キー が 離さ れ な い 場 合 ,、 キー ボー 
ド は その キー の Break デ ー タ と Make デ ー タ を 発生 する . その 後 , キー が 離さ れ 


る まで , 60ms ご と に 1 度 , Break, Make デ ー タ を 発生 する . 60ns た た な い うち 
に キー が 離さ れ た 場合 , Break デ ー タ の み 発 生 さ れる . 


ノノ 間 


PE 


キー イン 


Maka 鞭 生 


ーー 2-e 


Break 潜 生 
11 三 5(S」 8 三 BUms」 
・ キ ー 入 力 方 式 お よび Make, Break デ ー タ , 発生 タイ ミン グ 
キー 入力 方 式 は , N キ ー ロ ー ル オー バー と する . 
キー 押下 と Make, Break 発 生 の タイ ミン グ は 次 に 示す よう に な る . 


マ / の グ / チ ワー ル チ ー ン ノー 邦 め ん e eg ん 次 全 の タプ ミン グ テ ャ ー ム た 


ヤマ の / チ ワー ル グ ブー ノリ ー 7//7 奈 紀 2 ん e, eg ん 胡 全 の タプ ミン ク グ テ ヤ 
一 た 
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第 2 章 キー ボー ド イン ター フェ イス 
弄 転送 タイ ミン グチ ャ ー ト 


マ / の / た の た 42 の / チ の デー タ 疲 誠 タプ ミン グチ ヤー ム 


マ / の / チ 7 た 2 の / チ の デー タ 末 導 タプ ミ ング テ ヤ ー ム 存 ど 


田 リ セッ ト 後 の タイ ミン グチ ャ ー ト 
マ / の / ケ ソ を セッ ム た タプ アミ ンク グ テ チ ャ ー ム 
BE 


4 の / チ グッ トム タプ ミン グ テ チャー ム 親 どの 77 / ツ 


マヤ 4 の / チ グッ た タプ ミン グ テ チャ ー ム 赴 ど の 7? / め 
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た と た - ハー ビデ 
第 っ 草 
CRT イ ンタ ー フ ェ イ ス 


3.1 イン ター フェ イス 信号 と 
コネ クタ の 形状 


@ ミ ニ D-SUB15 ピ ン ア ナ ロ グ RGB コ ネ ク タ 


PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xe10, Xt13, PC-9801BX4 
7 / チ 間 夢 与 ご 請 易 規 (アナ ワク 7 ミニ /-6725 ど ン / 


避 


注意 : 従来 の PC-9800 シ リー ズ 用 の コネ クタ (D-SUB15 ピン ) を 装備 し た ディ スフレ 
イ を 利用 する 場合 オプ ショ ン の ディ スプ レイ イン ター フェ ー ス 変換 アダ プ 
タ (PC-9821-K06) を 使用 する . 


アナログ 15 ピ ンコ ネ ク タ 
の 7 // 大 子 区 王 と 請 易 褒 / ア ナ ワ ロク 


K10 


デジ タル RGB コ ネ ク タ 
マ / // 送 ア 夢 三 と 請 契 症 / デ ジ タ ノ 76 め ツ 


@ モ ノ ク ロ コネ クタ 
ヤマ /7/ / 逆 デ 夢 三 と 診 晴 親 / ン ク の 
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第 3 章 CRT イ ンタ ー フ ェ イ ス 


第 3 章 CRT イ ンタ ー フ ェ イ ス 
@ ア ナ ロ グ 9 ピン コネ クタ 


PC-98XA, XL 
の / / ア 基 募 与 ご 請 号 衣 / ア ナ ワ ログ "7 の - の 4 導 / 


@ デ ジタル RGB ン モノ クロ 両用 コネ クタ 
マ の 7 / ア 間 子 募 三 と 請 ぢ 衣 (デジ タ ノ /7 デン ク 認 婦 / 


注意 : 本 コネ クタ は , ケー ブル 側 コ ネ ク タ を 接 続 し て いな い 状 態 で は モノ クロ ジイ 
スプ レイ 用 ピン 信号 割り 当 と な っ て いる . 
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第 3 草 CRT イ ンタ ー フ ェ イ ス 


3.2 信号 の 機能 


= PE 上 


k | 一 - ラー ディ メス プレイ の の 映 像 信号 
還 
ー き 
一 
モッ タロ ディ スプ レイ 本 コン 刺 党 トト 映 像 信号 
水平 , 垂直 同期 信号 志 共 ま てい 旋 

ーー 


mm | 正 
一 
に ゴ 
lmF」 
ご に 


Cr | 一 ゴー- 「_ 
ーー | ロコ | 下 ~m 
王 「TI 
に コ デ 


映像 ・ 首 声 信 写 粋 中 名 撰 恒 号 


正副 


ーー | 
ーー | 王 
ーー! 
ェ ー ゴ 
レー 
ー ロ 


注意 : AUDIOL AUDIOR 信 号 は PC-8800 シリ ー ズ と の 互換 性 の た め に アサ イン ぎし 
て いる が , 実際 に は 使用 され て いな い . 
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第 3 章 CRT イ ンタ ー フ ェ イ ス 


3.3 タイ ミン グチ ャ ー ト 


@ カ ラー ディ スプ ブ プレイ (アナ ログ RGB, デジ タル RGB) 
7 / カラ ー デ アァ スプ ブレン アプ 交 沈 恨 物 6 


員 


マ ⑦/ / 克 カラ ー デ アァ スプ レプ 和 奈 訪 必 紗 


@ モ ノ ク ロ ディ スプ レイ 
7 / 克 モン クワ ロ デ ァ スプ ブレ ルプ 逐 辺 必 牧 ん 


ma 


7 /7 モン クワ ロ デ ァ アス ブレア 柚 訪 恨 物 6 


呈 


の @ ノ ーママ ルモード 
マ ⑦/ / 尼 称 請 三 紗 だ (ンー マル モー パ 


@ び ハイ レゾ リュ ーション モー ド 
マ /7/ / 尼 疹 請 緒 ぢ ノン! ア レジ テー バツ 
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第 4 章 フロ ッ ピ ビー ディ スク イン ター フェ イス 


滞 4 音 


フロ ッ ピ ビー ディ スク 
イン ター フェ イス 


4.1 1MBFD イ ンタ ー フ ェ イ ス 


較 イ ンタ ー フ ェ イ ス 信 号 と コネ クタ の 形状 


〒 / め // // 送 区 三 と 請 三 誕 


中 


一 信号 の 機能 
マ / め 7 / 存 易 の 次 交 


マ / め / /2 / チ / 寺 六 フ コネ クタ 間 子 夢 三 と 需 (《 の - の 7 の みみ / 


周 
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第 4 章 フロ ッ ピ ビー ディス クイ ンタ ー フ ェ イ ス 
田 タ イミ ング チャ ー ト 


@ シ ー ク 系 タイ ミン グ 
マ / め 7 / チ シー ク 系 コマ ンド だ ん の 


呈 


リー ド デ ー タ 系 タイ ミン グ 
マ 7 7 の /7 クー た デー タ 系 コマ ンド ん 6 


員 


⑯ ラ イト デー タ 系 タイ ミン グ 
マ 7 / の / チ ラ ア ム デ ー タ 系 コマ ン バ た ん 6 


呈 
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第 4 章 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンタ ー フ ェ イ ス 


4.2 640KBFD イ ンタ ー フ ェ イ ス 


田 イ ンタ ー フ ェ イ ス 信 号 と コネ クタ の 形状 


マ 6 グ 204 の // / ア 序 懇 三 と 請 三 妥 


男 


画 信 号 の 機能 


622 の の /7 / ア 請 三 の 須 
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第 4 章 フロ ッ ピ ビー ディ スク イン ター フェ イス 
田 タ イミ ング チャ ー ト 


@ シ ー ク 系 タイ ミン グ 
マ 6 の 7 の の /7 の の / シー ク 素 コマ ンド が ん で 


呈 


リー ド デ ー タ 系 タイ ミン グ 
2 の 7 の /7 ソー デー タタ 系 コマ ンド ん 6 


員 


⑯ ラ イト デー タ 系 タイ ミン グ 
62 の の 77 の / ラ ア 人 デー タ 系 コマ ンド が ん 


ma 
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第 5 章 固定 ディ スク イン ター フェ イス 


当 5 音 


固定 ディ スク イン ター フェ イス 


5.1 イン ター フェ イス 信号 と 
コネ クタ の 形状 


@ 本 体内 蔵 型 の 場合 
マ / め の / チ 切 記 学 聞 募 と 誠 三 家 


中 | 


@PC-9801-27 固 定 デ ィ ス クイ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー 
マ // / チ / 克 - の の 7-2//(%4?/ ルク) 送 デ 夢 三 と 請 存 疾 


中 | 
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5.2 信号 の 機能 


固定 ディ スク ユニ ッ ト の イン ター フェ イス 信号 は , デー タ 信 号 と 制御 信号 に 大 別 
され る (固定 ディ スク を 本 体内 に 内 蔵 す る モデ ル の 場合 , 内 部 バス は 外部 に は 出 て 
いな い ) . 


・ デ ー タ 信号 は , 8 本 の デー タ 信 号 で 構成 され , バイ ト 単 位 の デー タ が 転送 され 
る . 
デー タ 転送 の 制御 は 後述 の REQ/ACK 信 号 を 用 いた , ハン ド シ ェ ー ク 方 式 に よ 
の 。 

・ 制 御 信号 は 次 に 示す 8 本 が ある . 


マ / / ア 請 己 の 逐 
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固 


定 


ディ スク イン ター フェ イス 


5.3 タイ ミン グチ ャ ー ト 


@Reset 
〒/ の の / チ /ese7 ん の 


員 


@…Selection Phase 
〒/ の の / チ 65e/ec7/27 の の gse ん の 


副 


価 Command Phase 
ヤ / の の / チ の 477 の の gse ん 


避 


@Data Phase (DMA mode) 
〒 マ /7/ / /272 の 2se ( め 婦 72eg リ ん 


避 
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@Data Phase (Program |1/0 mode) 


マ / の / / チ 7272 太 2se (の og / /ooe. 鞍 劉 入 み 碗 ) ん 
jB 


マ // / 7272 gzse (の og / /oge. 六 き 必 碗 り ん 


価 Completion Phase & Message Phane 
マ // / チ の 7 め /e7/o7 4 ssgge / の sse ん 


ココ 
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学 6 音 


プリ ンタ イン ター フェ イス 


6.1 セン トロ ニク ス 準 拠 
プリ ンタ イン ター フェ イス 


弄 イ ンタ ー フ ェ イ ス 信 号 と コネ クタ の 形状 


ヤマ プ ソ ンタ / ント ム ワ ロニ クス 人 閥 娘 間 デ 退 与 と 誠 三 旋 


中 


画 信 号 の 機能 


マヤ プ ソ ンタ / セン バム ワ ロニ クス 座 次 請 与 の 雄 導 


中 
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6.2 フル セン トロ ニク ス 
プリ ンタ イン ター フェ イス 


田 イ ンタ ー フ ェ イ ス 信 号 と コネ クタ の 形状 


ヤマ プ ソ ンタ / フレ を ント ワニ クス 広 子 彦 与 と 情 鋭 


画 信 号 の 機能 


マヤ プ ソ ンタ / と を ント ワニ クス 訂 与 の 棄 六 


田 タ イミ ング チャ ー ト 
ヤマ プ グ ンタ / タプ ミン グ テ チャ ー ム 
BE 


322 


第 / 草 RS-232C イン ター フェ イス 


学 / 音 


RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 


7.1 イン ター フェ イス 信号 と 
コネ クタ の 形状 


マヤ /5- ク ググ / / ア 送 攻 三 と 請 三 唐 
画 98NOTE Light お よび PC-9801NS/L, PC-9821Ne 以 降 の 98NOTE 


マー スグ / た 誠 子 夢 王 と 請 三 唐 (7 の - の 9 の 7, / ぐ 7 パー の 927 ル 6/ 


7.2 PC-9801U プ V ン VM で の 回 路 図 


マー クジ / / 褒 誠 三 組 の 万 胡 丸 //Z- の 527/ 
ココ 


323 


第 7 章 RS-232C イン ター フェ イス 


/.3 シリ アル イン タ フェ ー ス 
(チャ ネル 2) 


最大 115, 200bps の 通信 速度 を サボ ポー ト し , 赤外線 通信 イン タフ ェ ー ス ユニ ッ ト 
(オプ ショ ン ) に より , SIR 方 式 及 び ASK 方 式 の 赤外線 通信 が 可能 . 


PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xe10, Xt13 に 搭載 
マン グル ブン タフ ェ ー ス (チャ ネル ん グ 


ココ 
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党 9 音 
嘱 O 早 - 
ファ イル スロ ッ ト 


6.1 概要 


PC-9801FA, FS, FX, PC-9821A シ リー ズ で は , ファ イル スロ ッ ト を 搭載 し て い 
る . これ に より 前 面 か ら 各 オ プシ ョ ン 機 器 を 簡単 に 接続 する こと が で きる . 

接続 可能 な 装置 は , SCSI 機 器 フロッピー ディ スク ドラ イブ , バス マス タタ 機能 の 
無い オプ ショ ン ボ ー ド な ど で あ る . また , PC-9821Ap3, As3 で は 、 オ プシ ョ ン に よ 
り , ファ イル スロ ッ ト と ファ イル ベイ を 排他 的 に 利用 する こ と が 可能 で ある (FEDD モ 
デル は ファ イル スロ ッ ト , Windows イ ンス トー ル モ デ ル は ファ イル ベイ を 標準 装備 ) 
. 各 モ デル の 対応 は 以下 の 表 の 通り で ある . 

マモル の 逐 刻 


m 


PC-9821A シ リー ズ で は フロ ッ ピ ピー ディスク コネ クタ に , 1. 44MB 制 御用 の 信号 が 
追加 され て いる . 
ママ ファ ブル ルズ ワッ トム フネ クタ 慰 閥 巡 / 


注意 : 各 電 涼 コ ネ ク タ は 同時 に 使用 で き な い た め , 必ず 排他 利用 する こと . 


325 


第 68 章 ファ イル スロ ッ ト 


8.2 フロ ッ ビ ピー ディ スク コネ クタ 


田 バ スス ロッ ト 信 号 一 覧 


マ ファ アブ ルス ワット ム た / の の コメ クタ 氷 区 写 と 請 写 如 


一 信号 仕様 


各 信 号 お よび タイ ミン グチ ャ ー ト は , 本 体 背面 の 1MB フ ロッ ピー ディ スク イン 
ター フェ イス と 同等 で ある . 
ここ で は , 追加 され た 信号 に つい て の み 記 述 す る . 


・FDIN30(FDIN2M30)0 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クオ プシ ョ ン 魏 識 信 号 

Low の と どき 。 ブ ァイル スズ スロット に ブフ ロッ ピー ディ スク オプ ショ ン が 実 半 され た こ 
と を 認識 する . これ に より , 本 体 背面 の IMB フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イ 
ス は , ドラ イブ 番号 #4( ツ フトウェア ディ ッ プ スイ ッ チ 1-4 変 更 時 は #2) の み 諸 識 
する . 

・DSKCHG メデ ィ ア IN/0UT 信 号 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 挿 入 時 , た だ ち に High, 排出 され る こと に より た だ ち に Low 
と な る . 

・FDIN2M30 3 モー ド FD 議 別 信号 

Low の 時 , ファ イル スロ ッ ト に 3 モー ド 対 応 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ が 実装 さ 
れ た こと を 訟 識 す る . 

・F2M3 アク セス モー ドド 切り 奉 え 信号 

Low の 時 , ファ イル スロ ッ ト 用 3 モー ド 対 応 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 対し 
て , 1.44MB モ ー ド で アク セス する こと を 通知 する . 
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語 ^ 占 と 号 - 
電源 容量 


〒 マ ファ アル スズ ワ ッ ト ム /7/ フ コネクタ 肘 意 変 
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6.3 SCSI コ ネ ク タ 


田 バ スス ロッ ト 信 号 一 覧 


マ ファ ブル スズ ワッ トム 5 の の / フ コメ クタ 広子 才 与 と 大 写 如 


田 信 号 仕 様 
言 号 お よび タイ ミン グチ ャ ー ト は , 本 体 背 面 の SCS モ エイ ンタ ダー フェイ ス と 同等 で 
ある . 
ここ で は , 追加 され た 信号 に つい て の み 記 述 す る . 
・FILEINO SCSI オ プシ ョ ン 信 与 


Low の 時 ファイ ルス ロッ ト に SCSI オ プシ ョ ン が 実装 され た こと を 認識 する . 
実装 時 に は 冷却 ファ ン の 了 回転 数 が 速く な る (High の 時 プル アッ プ 的 抗 は 不要 ) . 


寺下 穴 呈 
電源 容量 


マ ファ アブ ルス ワッ トム 5 の 0/ コ メ ク タ 肘 当 容 夏 


一 制限 事項 


ファ イル スロ ッ ト の SCSI コネ クタ お よび , 専用 SCSI ス ロッ ト に お いて は 以下 の 
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第 則 眼 が ある . 


・SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ( ホ スト *) は , SCS 1 周辺 機器 (ター ゲッ ト ) を 内 蔵 する 場 
合 , 内 蔵 す る ター ゲッ ト の 動作 保証 電圧 確定 後 , 4 秒 以 上 後に SCST バ スリ セッ ト 
信号 を 出す . 

・SCSI エ インター フェ イス (ホス ト *) は , SCSI バ スリ セッ ト 後 2.5 秒 以降 に セク 
ジョ ンジ ジェー ズ に 入り 。,、 SB 信組 を アク ディ イン に すず する. 

・ セ レク ショ ンタ イム アツ ウト 遅延 を 最小 500 ミ リ 秒 と する . 


* ホ スト :SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド (PC-9801FA-02 等 ) 


田 専 用 SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス 


PC-9821A シリ ー ズ お よび PC-9801FA, FS, FX フロ ッッ ピー ディス クモ デル に , ファ 
イル スロ ッ ト 用 SCSI オ プシ ョ ン 製 品 を 実装 する 場合 , 専用 の SCSI イ ンタ ー フ ェ イ 
スポ ボー ド (PC-9821A-E10 も し く は PC-9801FA-02) が 必要 と な る . 
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6.4 フロ ント 拡張 用 コネ クタ 


@ バ スス ロッ ト 信 号 一 覧 
マ ファ アル ルズ ワッ た トム フワ ロン ム 婦 区 銀 フネ クタ 送 デ 夢 王 と 大 三 説 


副 信 号 仕 様 


各 信 母 お よび タイ ミン グチ ャ ー ト は , 本 体 背面 の 拡張 スロ ッ ト バ ス と 同等 で あ 
9 
以下 に , 削除 され た 信号 を 記述 する . 


EXHRQ10 (B40) 
EXHRQ20 (B47) 
EXHLA10 (B42) 
EXHLA20 (B46) 


V1 (A02) 
V1 (B02) 
V2 (A03) 
V2 (B03) 
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0 1 


党 9 音 
嘱 り 早 - 
ファ イル ベイ 


9.1 概要 


SV-98, PC-980 0BA2, BS2, BX2, BA3, BX3, BX4, PC-9821B シリ ー ズ , PC-9821X 
シリ ー ズ (%t, Xt13 を 除く ) , PC-9821Ap3, As3 で は , 拡張 スペ ー ス と し て ファ イ 
ル ベ イ を 搭載 し て いる . PC-9821Ap3, AsS3 で は , オプ ショ ン に より , ファ イル ス ロッ 
ト と ファ イル で ベイ を 排他 的 に 利用 する こと が 可能 で ある (FDD モ デル は ファ イル スロ 
ッ ト , Windows イ ンス トー ル モ デ ル は ファ イル バイ を 標準 装備 ) . 


撲 続 可 能 な 装置 は , CD-ROM ドラ イブ , 固定 ディ スク , 5 イン チ フ ロッ ピー ディ ス 
ク ド ラ イブ , デー タバ ッ ク ア デップ 装 連 で や る . また , ファ イル ベイ 用 固定 ディ スク 
は , 2 台 目 の 固定 ディ スク と し て の み 増 設 可能 で ある . 
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9.2 ファ イル ベイ 対応 機器 の 外形 寸法 


田 ベ ゼル あり タイ ブ 外 形 規 格 
マヤ マ ベ アジ ルレ あ グ タ アン 女 痛 間 導 
BE 


田 ベ ゼル な し タイ ブ 外 形 規 格 


ヤマ べ どん 女 し タブ ン プ 銀 砂 
BE 
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9.3 ファ イル スロ ッ ト と の 排他 的 な 
使用 


PC-9821Ap3, As3 で は , オプ ショ ン ア ダ プ タ を 使用 する こと に より , ファ イル ス 
ロッ ト と ファ イル ベイ を 排他 的 に 使用 する こと が で きる . 


田 フ ァイル スロ ッ ト ア ダブ タ (PC-9821A3-E02) 


ファ イル スロ ッ ト ア ダ プ タ , ファ イル スロ ッ ト シ ャ ー シ と ファイ ルス ロッ ト 用 ババ 
ッ ク ボ ー ド で 構成 され る . FDD モ デル で は 標準 搭載 . 


マ ファ アブ アルス ワット アダプタ 


避 


田 フ ァイル ベイ アダ ブタ (PC-9821A3-E01) 


ファ イル ベイ アダ プ タ は , ファ イル ベイ シャ ー シ と ファ イル ベイ 用 バッ クボ ー ド 
で 構成 され る . Windows モ デル で は 標準 搭載 . 


マ ファ アル ベ ブ アダ プ タ 


ココ 


田 フ ァイル ベイ 用 オプ ショ ン 実 装 時 の 注意 
PC-9821Ap3, As3 で は , ファ イル ベイ 用 バッ クボ ー ド 上 の 各 コ ネ ク タ に ファ イル 
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ベイ 用 オプ ショ ン の イン ター フェ イス ケー ブル を 接続 する . ファ イル ベイ 用 バッ ク 
ボー ド と ファ イル ベイ オプ ショ ン 間 の 実 壮 ス ペー ス が 狭い た め , NEC 製 ファ イル ベ 
イ 用 オプ ショ ン を 搭載 する 場合 は , 専用 ケー ブル が 必要 と な る . 
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第 10 章 
PC| バ ス 


10.1 対応 ハー ドウ ェ ア 


PC-9821Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xa, Xf, Xt13, Xt で は PCI (Periphera1 Com 
ponent Tnterconnect) バス が 搭載 され , 対応 拡張 スロ ッ ト が 用 意 さ れ て いる . 
PCI バ ス の 仕様 は SPEC2. 0 準 拠 と な っ て いる . 


PC1 対 応 製品 に は 以下 の も の が ある . 


・ フ ルカ ラー ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド X (PC-9821X-BO1) 

・ フ ルカ ラー ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ ボ ー ド X2 (PC-9821X-B03) 
・SCS1-2 イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-9821X-BO02L) 

・B4680 イ ンタ フェ ー ス ボー ド (SV-98/2-B05) 

・B4680 イ ンタ フェ ー ス ボー ド (SV-98/2-B06) 

・ デ ジタル 動画 (MPEG) エン コー ディ ング セッ ト (PC-9821X-B04) 
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以下 に 機種 別 の PCI ス ロッ ト の 使用 状況 を 示す . 


| イイ 「 坊 守 [kz amzts 
FC-9621y7C8VC9W |Po-e2u801| 計 き 。 | 一 
eezf0h | 吾 。 | 回 一 
eeezeh | | 回 | 一 ・ 


IPC-deztgz069 [eeezucenll き き = | 一 
FC-3621a699 [psezicell ま きき | 一 
| PC-3621acl00 |pceixceoulre-e2MBO2| 一 
IPC-3e2elzat0.7e9%a| ま きき | 寺 。 | 一 
eees 。。 | 球 っ ] 枝 に で 


以下 に PCI バ ス の DC 特 性 を 示す . 


で / 
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10.2 PCI バ ス の 仕様 


PCI バ ス は , CPU と バス の 間 に ブ リッ ジ 回 路 を 置き 、 CPU の タイ プ に 依存 し な い 構 
造 に な っ て いる 。CPU- メ モリ 間 の 転送 と 周辺 デバ イス の 転送 を 並行 し て 行う こと が 
で き 、 シ ステ ム 全 体 の 高速 化 を は か る こと が で きる 。 


以下 に SPEC2. 0 準拠 の 仕様 を ボ す 。 


デア ドレ スズ ・ 表 幅 82F 5 ト 
| デー タダ ・ バ パス 幅 。 |32/E4 ビ ゥ g ト 
二天 バス ィ ガ ロッ ガサ 183THz 


又 六 デー タダ 送 連 礎 1132W パ イト ゾ 秒 
接 誠 可 能 了 パイ スス 寺 110 


339 


第 10 草 PCI バ ス 


10.3 PCI SIG 


PCI ロ ー カ ル ・ バ ス の 開発 を 監視 し 促進 する た め に , PCI ス ペ シ ャ ル ・ イ ンタ ダレ 
スト ・ グ ルー プ ( 以 下 PCI SIG) が 設立 され て いる . 


現在 の と ころ , PCI の スペ ッ ク の 配布 を 行っ て いる の は PCT _ SIC だけ に な っ て い 
る . 


また , PCI バ ス を サポ ー ト する 製品 を 製品 化す る に あたっ て は PCI の 規格 中 に あ 
る ベン ダ ITD と いう 2 バイ ト の コー ド が 必要 に な る . この ベン ダ TD は , PCI SIG が 割 
り 振 り を 行っ て いる の で , 入会 の 手続 き を 申請 する こと で 自動 的 に 得る こと が で き 
る . 


PCI SIG に は マイ クロ コン ピュ ー タ 業界 内 の 申請 者 な ら 誰 で も 入会 する こと が で 
きる . メン バ の 特権 は 以下 の よう な も の で ある . 


・ メ ン バ の PC1 製 品 概要 , お よび 問い 合わ せ 先 の 情報 の 配布 と その 改訂 版 の 配布 . 
2 の ペ ツク デン の ンク アレ ンス コン グリ ティ っ ツー クシ ョ タン な 85 リ 6 
の 技術 的 な 活動 へ の 参加 
・ 仕 様 書 改訂 お よび 追加 の 計画 案 の 提起 
・ 仕 様 書 改訂 お よび 追加 の 計画 へ の 参加 
・ 仕様 書 お よび 改訂 版 の 自動 送付 
・ 運 営 委員 会 メン 選出 の 際 の 投票 権 
・PCI 技 術 サ ポー ト 
・PCI サ ポー ト ・ マ ニュ アル お よび 資料 
・ ベ ンダ TID 番 号 の 割り 当て 


また , PCI SIG に 入会 し な く て も , PCI の 技術 資料 は 有料 で 配布 を 受け る こ と が 
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KRS 


な お , 現在 の と ころ, 日 本 に は PCI SIG の 窓口 は な い の で , 直接 米国 の PCI SIG 
に 連絡 を 取る 必要 が ある . 
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た た デー ニテ デ _ 
第 11 草 
PC カー ド 


11.1 概要 


PC-9800 シ リー ズ で は JEIDA Ver4. 2/PCMCIA2. 1 仕様 に 準拠 し た IL/0 カ ー ド , メ 
モリ カー ド を 利用 で きる . 
利用 可能 な 機種 を 以下 に 示す . 


マ 妨 急 錠 み 圧 厚 
ココ 


PCMCIA Type IL1 ス ロッ ト を 搭載 し て いる 機種 で , JEIDA Ver4.2/PCMCIA2. 1 仕 
様 に 準拠 し た PC カー ド を 利用 する た め に は , 別売 の PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 
(PS-98-1220-31) が 必要 と な る . 
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11.2 サポ ー ト 構成 


JEIDA Ver4.2/PCMCIA2.1 の サポ ー ト は 以下 の 構成 で 行う . 


マグ バー / 茎 密 
副 


以下 に 各 ソ フト ウェ ア の 機能 を 示す . 


マン ント ウェア 北 友 


カー ドラ イブ ラリ … 付 属 の カー ド 設 定 ドラ イ バ が 使用 する カー ド 設 定 情報 が 格納 
され た ライ ブラ リ で ある , 


また PC カー ド 用 ドラ イ バ お よび アプ リケーション を 開発 の 際 に は , 本 書 と 同時 に 
以下 の 文献 を 参照 する こと . 


・PCMCIA PC CARD STANDARD Release 2.1 


・PCMCIA CARD SERVEICES SPECIFICATION Release 2.1 
・PC カ ー ド ガイ ドラ イン Ver4. 2 (社団 法人 日 本 電子 工業 振興 協会 ) 
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11.3 カー ドサ ービス の 仕様 概要 


カー ド に アク セス を 行う 場合 , JEIDA Ver4.2/PCMCIA2.1 で は カー ドサ ービス イ 
ンタ ー フ ェ イ ス を 使用 する . ソケット サー ビス へ の 直接 アク セス は 資源 管理 と いう 
面 で 危険 が 伴う の で 通常 は 使用 し な いこ と . 


以下 に カー ドサ ービス の 仕様 概要 を 示す . 詳細 仕様 に つい て は , PC カー ドガ イド 
ライ ン Ver4.2 の カー ドサ ービス イン ター フェ イス 仕様 を 参照 する こと . 


画 呼 び 出し 方 法 


カー ドサ ービス 呼び 出し は INT1AH を 使用 する . 
カー ドサ ービス ・ リ クエ スト の た め に 次 の 6 つの 引数 が 定義 され て いる . 


・Function 
・Handle 
・Pointer 
・ArgLength 
・ArgPointer 
・Status 


カー ドサ ービス 関数 の 多く は Function, Handle, Pointer の 3 つの 引数 を 使用 し 
て すべ て の デー タ を 受け 渡す . これ ら の 引数 以外 に さら に 引数 を 必要 と する 関数 
は , 引数 パケ ッ ト (ArgPointer の 参照 先 ) を 使用 する . カー ドサ ービス 関数 の リタ 
ー ン コー ド は , Status 引 数 に 返さ れる . 

各 引 数 を 格納 する レジ スタ を 以下 に 示す . 
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Entry: 

[AL」 = Function 
[DX」 = Handle 
IL は SL Pointear 
[CX = ArgLength 
[ES」:[BX| = ArgPointer 


1 邊 間 

[AX | = Status 

[CF] = リク エス ト が 成功 すれ ば 0 

失敗 すれ ば 1 (Status が 0 以外 ) 

画 関数 一 覧 

以下 に サポ ー ト する カー ドサ ービス を 示す - 

マヤ 詳 数 一 息 

田 イ ベン ト 


カー ドサ ービス の クア イア ント と し て 代 錠 され た ドラ ウイ パ , アブ リク ーション き 
カー ド の 状態 栖 移 に よっ て いろ いろ な イベ ント コー ル バ ッ ク を 受け る こ と が で き 
る . 各 ク ライ アン ト は 必要 と する イベ ント 通知 を 受け , 各 状 況 に 応じ た 処理 を 行う 
こ ど と でき る の 、 ら ー ル パッ ク は クー ドサ ービス が か の Bar0all き れる だ め 。 ク ライ ア 
ント の コー ル バ ッ クル ー チ ン は FarRET で 処理 を 終了 する . 

コー ルレ バッ ク ・ ハ ン ドラ の 引数 は 次 の と お り で ある . イベ ント に よっ て 受け 取る 


344 


第 11 章 PC カー ド 


こと が で きる 引数 が 異な る . イベ ント と 引数 の 対応 に つい て は PC カー ドガ イ ドラ イ 
ン Ver4.2 の カー ドサ ービス イン ター フェ イィ イス 仕様 を 参照 する こと . 


PBntry: 

[AL」 = Function 

[CX」 = Socket 

[DX」 = Info 

[DI | = RegisterClient の 引数 パケ ッ ト の ClientData フ ィ ー ル ド の 
9 帆 b2NRN 

[DS] = RegisterClient の 引数 パケ ッ ト の ClientData フ ィ ー ル ド の 
更 2 ツ ドド 

[SI | = RegisterClient の 引数 パケ ッ ト の ClientData フ ィ ー ル ド の 
第 3 ワード 

[SS] : [BP]= MTDRequest 

NMBM MDW に 関 い 5MSie 

[BX] = Misc( カ ー ド サー ビス へ の リタ ー ン ステ ー タ ス ) 

Exit 

[AX] = Status (カー ドサ ービス へ の リタ ー ン ジン ステー タス) 

[CF] = コー ル バ ッ ク が 成功 すれ ば 0 


Status が SUCCESS (0)) で な けれ ば 1 
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参考 :ClientData フ ィ ー ル ド 
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11.4 カー ド の 設定 / 使 用 方 法 
田 カ ー ド ライ ブラ リ 


カー ドラ イブ ラリ と は , 付属 の 自動 カー ド 設 定 ド ライ バ が 使用 する カー ド 設 定 情 
報 が 格納 され た ライ ブラ リ で ある . この ライ ブラ リ で カー ド ご と の カー ド 認 識 ア レ 
ゴリ ズム と カー ド 設 定 ア ル ゴ リ ズム を 指定 する . PC カー ド の 大 部 分 は 。 この カー ド 
ライ ブラ リ を 作成 する こと で 設定 可能 と な る (タプ ブル が 不正 な カー ド も 可能 ) . 

この カー ドラ イブ ラリ は , 付属 の カー ド 環 境 設定 ユー ティ リティ で 作成 する . 


弄 力 ス タム コー ド 
上 記 の カー ドラ イブ ラリ だ け で は , 設定 不可 能 な カー ド の た め に 用 意 さ れ た バイ 
ナリ コー ド . 


この コー ド を カー ドラ イブ ラリ に 組み 込む こと で , 通常 の カー ド 設 定 操作 だ け で 
は , 使用 不可 能 な カー ド の 設定 が 可能 と な る . 特別 な 操作 が 必要 で な い 部 分 に つい 
て は カス タム コー ド を 用 意 す る 必要 は な い . カス タム コー ド に は 以下 に 示す 3 つの 
用 途 に 分 けら れ た コー ド を 用 意 す る こと が で きる . 


・ カ ー ド 認識 
・ カ ー ド 挿入 処理 
・ カ ー ド 排出 処理 


一 (S ク ライ アン ト 

カー ド を サポ ボ ポート する ドラ イ バ が 目 ら CS の クラ イア ント と な り , 各種 イベ ント に 
対応 し た 処理 を 行う . 付属 の カー ド 目 動 設 定 ド ライ バ や メモ リカ ー ド ドラ イ バ な ど 
が CS クラ イア ント に あたる . 
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一 各 カ ー ド 設定 方 法 の 特徴 


カー ド 設 定 方 法 は 。 カー ド の 種類 に 応じ て 最適 な も の を 選択 する 必要 が ある . 選 
択 に 際 し て は 11.3 中 の イベ ント , お よび 11. 4 中 の 使用 方 法 と の 関係 を 参照 する こ 
軸 


Y 信 カー バ 有 定 み 流 の 殺 秋 
m 


田 使 用 方 法 と の 関係 
以下 に , カー ド 設 定 方 法 と 使用 方 法 と の 関係 を 示す . 


マカ ー ム 芝生 労 誠 と 友 細 み 流 と の 舌 恋 
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第 12 章 


その 他 の イン ター フェ イス 


12.1 マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス 


量子 番 号 信 号 名 | ピン コネ クション = 。 | 


] 
四 
ロ 
d 
ロ 
匠 
T 
ロ 
d 


信号 名 | 有 ooQ〈〔〈{%w 


哨 。 SB 」 」 
WW。 TB マウ ロス か らら 呈 エ ンコ ー ダ 払 力 
EFT マロ ス 上 に ある 市 あて 西 坊 力 . 
IHHT | ボタン 守 押す と 日 に 在 名 ・ 


林立 績 。。。 。 | 
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一 9SNOTE Light お よび PC-9801NS/L 以 降 の 98NOTE 
PC-9801BA2, BS2, BX2, PC-9821Bp, Bs, Be, Ap2, As2 以 降 の 機種 


] 
四 
ロ 
| 
ロ 
匠 
T 
ロ 
d 
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12.2 GP-IB イ ンタ ー フ ェ イ ス 


マー-// / ア 次 子 夢 与 と 請 三 首 
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12.3 ジョ イス ティ ッ ク 
イン ター フェ イス 


] 
e 
ロ 
d 
ロ 
匠 
T 
ロ 
d 
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BZEEEPPI グ jm:iPEDP7 
| ジ ョ イス ティッ クレ パー 下方 か ちの 入力 
テコ イズ テ ィ ッ タレ バー 5 の 入信 

ら 相 上 信号 
軍 折 


Mi 
民 


罰 癌 較 
5 mW 
デー ド 


「m 
て 
ー ゴ | 


3 ョ イス ティ ッ カ タレ バー 右 方向 


トリ ロゴ ボタ ン 1 和志 上 本 点 力 信人 号 


ーー 


= ロ 
詞 コ 
ー ビ 
ー ゴ | 
ロー 


ェ ーー 
= ェ ーー 


トリ ロゴ ボタ ンジ g 秋 丘 西 点 信 人 号 


ョ ヨイ ネ テ ィ ッ 本 コモ ン 出力 


linーーー ニ ーー 


当 本 較 
B | 
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12.4 FAX モデ ム ボ ー ド 


PC-9821Cf, Cx, Cb (mode12, 2d を 除く ) , Cb2, Cx2(Cb2/B, Cx2/S15B, S17B を 除く 
) で は 標準 で FAX モデ ム ボ ー ド が 搭載 され て いる . 


@ モ デム 仕様 


デー タ 通 信 速 度 : 14, 400bps (V. 32bis) 

の : V.42, MNP4, MNP10( 注 ) 

デー タ 圧 縮 : V42bis, MNP5 

( 注 )MNP10 は Cf, Cx, Cb (mode12, 2d を 除く ) の み . Cx2/Cb2 は 無し . 


の FAX 仕様 
デー タ 通 信 速 度 : 14, 400bps (V. 17bis) 
FAX 制御 グラ スク 


送信 に 際 し て は , COM4 ポ ボー ト を 使用 する よう に な っ て いる . 


注意 : PC-9821Cf, Cx, Cb (mode12, mode12d を 除く ) と PC-9821Cb2, cx2 (Cb2/B,C 必 
/S15B, S17B を 除く ) の FAX モデ ム ボ ー ド は 互換 性 が な い . 
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12.5 TV チュ ー ナ ー ボ ー ド 


PC-9821Cf, Cx , Cb, Cb2, Cx2 で は , 標準 で TV チュ ー ナ ー ボ ー ド が 搭載 され て いる . 
搭載 され て いる ボー ド に よる TV 機能 は 以下 の 通り で ある . 


(放送 ) VHF1 て 12ch, UHF13 て 62ch, Cx2, Cb2 で は CATV に 対応 
Windows 窓 内 表示 


(ビデ オ ) ビデ オメ 2(RCA ピ ビン , 1 つ は S 端 子 と 排他 ) 
ボー デン イオ 2(N6A ピ ビン ステ ルレ ポト 
(RCA ピ ン :Cf, Cx, Cb で は ミニ ジャ ッ ク ) 
(制御 ) TV ON/OFF, チャ ン ネ ル 切 換 , ボリ ュー ム 調 整 , 音声 多重 モー ド 切 替 
ミュ ー ト , チャ ン ネ ル 表 示 の 0N/O0FF, チャ ン ネ ルコ ー ル ルレ 
チャ ン ネ ルス キッ プ 
(デジ ゲタ イ 「) 放送 / ビデ オ 画 面 の 静止 画 取り 込み 
120 X90^600 xX450 ドッ ト の 任意 サイ ズ ま た は フル 画面 表示 可能 


沿 , PC-9821Cb2/M, Cb2/A に は 標準 で ボー ド 上 に デジ タル 動画 (MPEG) 再生 機能 サ 
ブ ボ ー ド が 実装 済 . MPBG デ ー タ , ビデ オ CD( ビ デオ CD2. 0 対応 ) を 再生 可能 . 機能 は 以 
下 の 通り で ある . 


ビデ オ 方 式 : MPEG-Video(IPB) 

の : 最大 1, 024X768 ドッ ト 

性 能 : 24, 25, 30 フ レー ム / 秒 

表示 モー ド : 1, 024 X768, 800 X600, 640 X480 (/ ツ 人 ルケ ルール) 
サウ ンド 方 式 : MPEG1-AUDIO 
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12.6 赤外線 通信 機能 


PC-9821Cb2, Cx 2, PC-9821Na7 , Nx, Ne3, Nd2 の リモ コン 受信 部 分 は , 赤外線 通 人 
方 式 の 業界 標準 赴 格 「IrDA1. 0*」 に 対応 し て お り , 赤外線 通信 機能 を 標準 搭載 ある 
い は 追加 し た 本 体 と , コー ドレ ス で デー タ 送 信 が 可能 . (但し , Windows3. 1 環境 の み ) 

*: ITDA1.0:IrDA SIR Data Link Std Ver1.0 


< 赤外線 通信 が 可能 な 本 体 > 
・PC-9821Xt13, Xa12, Xa10, Xa9, Xa7, Xe10 
(赤外線 通信 イン タフ ェ ー ス ユニ ッ ト (PC-9821-U03) が 必要 ) 
・PC-9821Cb2, Cx2 
・PC-9821Na7, Nx, Ne3, Nd2, Lt2 
・ 本 体 の PC カー ドス ロッ ト (JEIDA Ver4.2/PCMCIA2. 1 仕様 準拠 ) に 
オプ ショ ン の 赤外線 通信 イン タフ ェ ー ス カー ド (PC-9801N-」07) を 
実装 し た 98NOTE シ リー ズ . 
・PC カ ー ド スロ ッ ト 増 設 ボ ー ド (PC-9801-102)+PC-9801N-J07 で , デス 
クト ッ プ 機 も 可能 


@ 「IrDA」 と は 
米国 で 設立 され た 、 赤 外線 デー タ 通 信 に 関す る 標準 化 団体 の 略称 。 正式 名 称 は 


「Tnfrared Data Association」 


<IrDA1. 0 仕様 概要 > 
・ 物 理 仕様 (SIR 方 世 ) 
転送 速度 : 2, 400 て 115, 200bps 
通信 距離 : 最少 通信 距離 0m 
最大 通信 距離 Im 以上 
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伝送 方 式 : ベー スバ ンド (RZ 符 号 , 16bit あ た り の パル ス 幅 は 3/16) 
通信 方 式 : 半 二 重 通信 

・ 通 信 プ ロト コル 

IrLAP : リン クア クセ ス 層 (HDLC 半 二 重 手順 ベー ス ) 

IrLMP : リン クマ ネー ジメント 層 ( 多 重 化 機能 及び 相手 識別 機能 
IrTP : トラ ンス ポー ト 層 (アプ リケーション ご と の デー タ 送 信和 制御 ) 
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バン ドル ソフ トウ ェ ア 


各 1 草 
概要 


1.1 各 機 種 バ ンド ル の ソフ トウ ェ ア 


9800 シリ ー ズ の 固定 ディ スク 内蔵 モ デル に は ,。 あら か じ め 0S な どの ソフ トウ ェ 
ア が バン ドル レル され て いる モデ ル が ある . 


マ 相 導 胡 パ バン ツル の シフ トバ た ウェア 


また 下記 の 98CanBe, CRT セ ッ ト モ デル に は , さら に 多種 の ソソ フト ウェ ア が バン ド 
プレ され て いる . 


マー- の 227 の ク め 2 ク に バン と さき カ る アプ ソノ クー ショ ン 


マ /- の 2 の 7 の ク の ググ シャ ング ル さ る ツー ルル 胡 
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ヤマ /- の 227 ル e7 の 572/ シ ジャン し さる アプ ノ ク ケー ンション 


マー- の クル 2/g 972 77 に パン ルル と さあ カ る アプ クノ グー ショ ン 
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2.1 概要 


98 ラ ンチ は Windows 上 で 動作 する 初心 者 向け の メニ ュー 画面 で ある . 提供 形 角 は 
以下 の 通り . 


「98 ラ ンチ パッ ク (Ver1. 0/2.0) 」( 市 販 品 ) 
・98CanBe イン スト ー ル 済み 
・PC-9821Xe10/S15, PC-9821NF/340W, 810W,Ld/350A, 350A2, Lt/350A, 540A イ 
ンス トール 済み 
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2.2 機能 差異 


マ 22 ラ ンチ 次 逐 学 
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= ー ニ エン デ . 
葛 っ 草 
CD-ROM タ イト ル 自 動 化 


3.| 目 動 化 対応 方 法 


98CanBe で は , Windows 上 で 動作 する CD-ROM タイ トル の イン ス トー ルン ノ 起動 の 自 
動 化 が サポ ー ト され て いる . 自動 化 対応 方 法 は 以下 の 対応 方 法 の いずれ か を 選択 す 
る . 


田 ア ブリ ケー ショ ン 起 動 モ ジュ ー ル を 作成 


CD-ROM の ルー トディ レク トリ に “"WAKE.EXE” と いう 名 前 の 起動 モジ ュー ル を 作 
成す る . シス テム は , CD-ROM の ルー トディ レク トリ に WAKE.EXE が ある か を 確認 
し , 存在 し た 時 起動 する . 


@WAKE. EXE 作 成 上 の 注意 


・WAKE. EXE は アプ リケーション ロー ダ と し て の み 動 作 さ せ , メッ セー ジル ー プ 
を 行っ て は な ら な い . これ は Windows が , 同一 ファ イル 名 の ロー ドモ ジュ ー ル レ 
を 同時 実行 で き な い た め , CD-ROM の 入れ 替え が 行わ れ た 際 に 別 CD-ROM の WAKE. 
EXE を 起動 する の を 防ぐ た めで ある . 


・ 固 定 デ ィ ス ク へ の イン ス トー ル が 必要 な アプ リケーション の 場合 。WAKE.EXE 
で イン スト ー ル 済み か どう か の 判断 を 行い 「 イ ンス トー ラ 起 動 」 「 ア プリ ケ 
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ーション 起動 」 の 処理 を 独自 に 切り 換え る 必要 が ある . 


田 ア プリ ケー ショ ン 起 動 用 情報 ファ イル を 作成 


CD-ROM の ルー トディ レク トリ に “WAKE.DAT” と いう 名 前 の 起動 用 情報 ファ イル 
を 作成 する . シス テム は , CD-ROM の ルー トディ レク トリ に WAKE. DAT が ある か を 確 
認 し , 存在 し た 時 その 登録 情報 に し た が い ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 、 起 動 
を 行う . 情報 ファ イル は , CSV 形 式 な の で , テキ スト エディ タ な ど で 作 成す る こと 
が で きる . 


@WAKE.DAT で 対応 可能 な アプ リケーション 


WAKE.DAT に よっ て , アプ リケーション の イン スト ー ル ン 起 動 を 自動 化す る 場 
合 。 以下 の 条件 を 満た し て いな けれ ば な ら な い . 


・ イ ンス トール は Window s 上 で 動作 する , CD-ROM 上 上 の イン スト ー ル プロ グラ ム で 
行わ れ な けれ ば な らら ない. フロッピー ディ スク 上 の イン スト ー ル プロ グラ ム で 
は 対応 で き な い ,. 


・ 目 動 起動 を 行う プロ グラ ム は , イン ス トール 時 に DDE 通 信 に よっ て プロ グラ ム 
マネ ー ジ ャ に 登録 する 必要 が ある . また , 自動 起動 の 対象 と な る プロ グラ ム は 
最大 5 つ で ある . 

・ 実 行 時 に CD-ROM を 必要 と し な い ア プリ ケー ショ ン で は , WAKE. DAT へ の 起動 モ 
ジュ ー ル 谷 録 を 省略 する こと で , 自動 イン ス トー ル の み を 行 うこ と が で き る . 
この 場合 , CD-ROM 搬 入 時 に アプ リケーション の 自動 起動 は 行わ れ な い . 


@WAKE.DAT フ ァイル の 形式 
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還 L グ イ MI | リンス トーン | 100 アノ リン (| [起動 アプ 
り リグ モン の ョ ン 6 
項目 を 指定 しない 場 合 は , 何 も 書 か ず に “で 区 切る . 


駒 條 7/ の ファ ブル 太 贅 
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第 4 章 リモ コン ドラ イ バ 
学 4 音 
順 人 4 早 
リモ コン ドラ イ バ 
4.1 概要 


マブ プン ター フェ ブス 次 愛 


リモ コン 送信 機 上 の キー と アプ リケーション イン ター フェ イス の 関係 は 以下 の 馬 
り . 

カー ソル キー, ESC キ ー, リタ ー ン キー : キー ボー ド 上 の 同一 キー 入力 時 と 同じ 
ギー コー ド を 、 デー ボー ド と 同一 の アプリ ケー ショ ン イ シン ター クア ェ イス で 通知 ずる 

その 他 の キー : DDE 通 信 方 式 に よって, アプ リケーション は ユー ザー 入力 し た キ 
ー の キー ラ ヨー ド を 肥 信 で きる 


4.2 DDE 通 信 手 順 


1) DDEML へ の 登録 

DDEML を 使用 する た め に , DDEML へ アプ リケーション を 登録 する . この 時 リモ コ 
ンド ライ バ は , サー バ と し て 登録 され て いる た め , アプ リケーション は クラ イア ン 
ト と し て 登録 する . 
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例 :DdeInitialize((LPDWORD) &hddeInst, j: イ ンス タン ス 識 別 子 へ の ボイン 
グ 


(PFNCALLBACK (1pDdeProc, : DDE コ ー ノ レバ ッ ク 関数 の ポイ ンタ 
APPCMD_CLIENTONLY, : ク ライ アン ト と し て の み 登 録 
OL) : 


2) サー バ と の 対話 の 確立 

クラ イア ント アプ リケーション が DDEML 通 信 を 確立 する 場合 の サー ビス 名 お よび 
トピ ッ ク 名 は 以下 の 通り で ある . 

サー ビス 名 : remct1 

トピ ッ ク 名 : infoct1 


例 : hConv = DdeConnect(hddeInst,、 イン スタ ンス 識別 子 


hszApp, > サー ビス 名 
hszTopic, > トピック 名 
NULL) : 


3) サー バ か ら の メッ セー ジ 受 信 


クラ イア ント アプ リケーション は , リモ コン ドラ イ バ か ら の 情報 を 取得 する 場 
合 , アド バイ スル ー プ か ら 情 報 を 取得 を 行う た め に アド バイ スル ー プ の 確立 を 行う 
.・ クラ イア ント アプ リケーション が アド バイ スル ー プ を 要求 する 場合 の パラ メー タ 
は 以下 の 通り で ある . 


項目 : contro]1 
アド バイ スル ー プ 形式 : ホッ ト ア ドバイ スル ー プ 
グリ ジフ ボー ドル いく テ ポ キス トド 
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タイ ムアツ ウト 時 間 : な し 


例 :hData = DdeClientTransaction ((LPBYTE) NULL, : サ ー バ に デー タ を 


渡さ な い 

0, 3 ター グ が し 
hcnonv, : 二 告 の ハン ドル 
hszNow, : 項 目 名 
CF_TEXT, ルッツ デポ ボー ドル 
XTYP_ADVSTRACT, : プ ドバイ スル ー プ の 開始 
TIMEOUT_ASYNC, : 非 同期 トラ ン ザ クシ ョ ン 
&dwResult) : : 結 果 の フラ グ を 指す ポイ ンタ 

4) 注意 事項 


DdeClientTransaction API で , XTYP_ADVSTRACT トラ ン ザ クシ ョ ン を 指定 する 
際 に は , XTYPF_AXKREQ を 指定 する . 

クラ イア ント の DDE コ ー ル バッ ク 関数 で , XTYP_ADVDATA トラ ン ザ クシ ョ ン を 受 
け 取 っ た 後 は , 


・ こ の トラ ン ザ クシ ョ ン を 処理 し た 場合 : DDE_FACK 

・ ビ ジー の た め ト ラン ザク ショ ン を 処理 で き な い 場合 : DDE_FBUSY 
・ ト ラン ザク ショ ン を 拒否 する 場合 : DDE_FNOTPROCESSED 

を 必ず 返す . 
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4.3 


リモ コン ドラ イ バ か 
DDE メ ッ セ ー ジ 


に 


の 


通知 する 


ヤマ グフ コン ムラ イノ の ら 胡 和久 チ る 2 た メッ を ー ジ 
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資料 
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3.DMA チ ャ ネル 使用 状況 一 覧 
1. オ プシ ョ ン ボ ー ド 割り 込み レベ ル 
使用 状況 一 覧 
マチ プ ション が 一 人 の 肛 グ 以 み レ ペ ル 爺 妃 迷 泌 一息 


中 


い O や や ヾ や ヾ 
2.ROM 搭 載 オ プシ ンション ボ ー ド の アド レス 空 
臣 拓 
間 一 覧 
PC-98XA で 本 オプ ショ ン ボ ー ド 類 を 使用 する 際 に は , ROM を KILL する こと . 
PC-98XL の ハイ レゾ リュ ーション モー ド で は , 自動 的 に ROM を KILL する た め 
ボー ド 上 で ROM を KILL する 必要 は な い . 


ん 20 座 有 ナ プシ ョ ンー の アア が ルス 人 補 脇 一 息 


中 
3.DMA チ ャ ネル 使用 状況 一 覧 


マ / 婦 チャ ズル 鈍 巡 炎 当 一 息 


叶 | 
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4.1/0 ボ ー ト アド レス ( xnD0< xnEF) 使用 状況 一 覧 ) 


4.1/0 ポ ー ト アド レス (xnD0 xnEF) 使用 
状況 一 覧 ) 
マル の が ー ム トム ア た ルズ の 7 の ン ル 7) 計 故 巡 沈 一 臣 
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5. 拡張 バス 上 外部 DMA/Pentium/CPU タ イミ ング 


5. 拡張 バス 上 外部 DMA/Pentium/ 
CPU タイ ミン グ 


ヤマ タプ ミン ク 宗 


373 


